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四国横断自動車道 (津田～引田)は、県内の高速道路網の完成を目指して、平成 5年度の施工命令以

後、継続して進められ、平成13年春に完成いたしました。

この道路の建設に先立ち、財団法人香川県埋蔵文化財調査センターでは、香川県教育委員会の委託を

受け、平成 8年度から埋蔵文化財の発掘調査を実施してまいりました。また、発掘調査と並行して、平

成H年度からは出土品の整理を実施しております。

このたび 「四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第四十三冊 樋端遺跡」として刊

行いたしますのは、大川郡白鳥町西藤井・寺前に所在する樋端遺跡についてであります。

樋端遺跡では、土器棺墓41基、土墳墓28基、台状墓が検出されるなど、大内町と自鳥町の両町境にあ

る当該丘陵は弥生時代から古墳時代にかけて墓域として利用され、この地域の歴史を知る上で重要な遺

跡であることが解 りました。

本報告書が香川県の歴史研究の資料として広く活用されますとともに、埋蔵文化財に対する理解と関

心が一層深められる一助となれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査から出土品の整理・報告にいたるまでの間、香川県教育委員会、日本

道路公団及び関係諸機関並びに地元関係各位には多大な御援助と御協力をいただきました。ここに深く

感謝の意を表しますとともに、今後とも御支援を賜 りますようお願い申し上げます。

平成14年 12月

囲香川県埋蔵文化財調査センター

所長 小原 克己



例   言

1。 本報告書は四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書の第四十三冊で、香川県大川郡

白鳥町西藤井・寺前に所在する樋端遺跡 (と いばな いせき)の報告を収録した。

2.発掘調査は香川県教育委員会が日本道路公団から委託され、香川県教育委員会が調査主体、財団法

人香川県埋蔵文化財調査センターが調査担当者として実施した。

3。 発掘調査の期間及び担当は以下のとおりである。

樋端遺跡

予備調査 期間 平成10年

担当 片桐孝浩、松岡宏一、多田 歩

本調査  期間 平成10年 12月 1日 ～平成H年 3月 31日

担当 片桐孝浩、松岡宏一、森澤千尋

期間 平成11年 9月 1日 ～平成H年 10月 31日

担当 長元茂樹、松岡宏一、中山尚子

4.調査にあたって、下記の関係諸機関の協力を得た。記して謝意を表したい。 (順不同、敬称略)

香川県土木部横断自動車道対策総室、同長尾土木事務所横断道対策課、大内町横断道対策室、大内

町教育委員会、自鳥町教育委員会、地元自治会

5。 本報告書の作成は、財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが実施した。

本報告書の執筆・編集は片桐孝浩が担当した。

6。 本報告書で用いる方位の北は、国土座標系第Ⅳ系の北であり、標高はTo P.を基準としている。

また、遺構は下記の略号により表示している。

SH…竪穴住居  ST… 土墳墓  SF… 炭竃  SK… 土坑  SD… 溝状遺構

SX…不明遺構  SP… 柱穴

7.石器実測図中、薄く黒く表現している部分は摩滅痕を、輪郭線の回りの実線は潰れを、同じく破線

は顕著な研磨あるいは摩滅を、同じく点線はあまり顕著でない研磨あるいは摩滅をそれぞれ表す。な

お、現代の欠損は濃く黒で潰している。石器石材は特に表記がない限り、サヌカイ トである。

8.挿図の一部に国土地理院地形図 三本松 (1/25,000)、 大内町・白鳥町全図 (1/10,000)、 大内町

都市計画図 (1/2,500)を 使用した。



9。 本遺跡の報告にあたっては、下記の機関等に分析を依頼・委託した。

須恵器の胎土分析………大谷女子大学 三辻利一

遺物の写真撮影…………有限会社 ウェーブ

鏡の分析…………………m元興寺文化財研究所、東京国立文化財研究所保存科学部

10.遺構断面図の水平線上の数値は、水平線の標高値 (単位m)でぁる。

H.土器観察表の中の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修 0財団法人日本色彩研究所色票

監修『新版標準土色帖 1992年度版』を使用して表す。また、残存率は遺物の図下部分に占める割合

であり、完形品に対する割合ではない。

第 1図 遺跡位置図
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STⅢ 15完掘状況 (北より)

STⅢ 16短軸土層断面 (東より)

STⅢ 16完掘状況 (東より)

STⅢ 17短軸土層断面 (西より)

STⅢ 17完掘状況 (西より)

STⅢ 18完掘状況 (西より)

STⅢ 18完掘状況 (東より)
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STⅢ 23～27検出状況 (東より)
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STⅢ 41棺蓋除去後 (北東より)

STⅢ 41棺身内土層断面 (北東より)
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STⅢ 44検出状況 (北より)

STⅢ 43土層断面 (南より)

STⅢ 43検出状況 (東より)

STⅢ 43完掘状況 (東より)

STⅢ 43完掘状況 (西より)

STⅢ 45土層断面 (南西より)

STⅢ 45検出状況 (北より)

STⅢ 46土層断面 (南より)

STⅢ 46検出状況 (西より)

STⅢ 46完掘状況 (西より)

STⅢ 46土器棺除去後 (西より)

STⅢ 47土層断面 (南より)

STⅢ 47検出状況 (西より)

STⅢ 47完掘状況 (北西より)
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STⅢ 52土層断面 (西より)
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SXⅢ 01検出状況 (南より)

SXⅢ 01検出状況 (東より)
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SXⅢ 01完掘状況 (東より)

SXⅢ 02検出状況 (南より)

SXⅢ 02検出状況 (東より)

SXⅢ 02土層断面 (東より)
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SXⅢ 02完掘状況 (東より)

SXⅢ 03検出状況 (南より)
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神越 3号墳土層⑦被覆粘土除去後 (南東より)

神越 3号墳南東側土層① 。

⑫木棺痕跡層断割り (北西より)

神越 3号墳北西側土層①・

⑫木棺痕跡層断割り (西より)

神越 3号墳棺床粘土検出状況 (南東より)
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樋端遺跡遠景 (北西より)

② 樋端遺跡予備調査トレンチ⑬全景 (南西より)

図版160① 樋端遺跡予備調査トレンチ⑬全景 (北西より)

② 樋端遺跡予備調査トレンチ⑬北側 (西より)

図版161① 樋端遺跡予備調査トレンチ⑬北側 (西より)

② 樋端遺跡予備調査トレンチ⑬中央 (西より)

図版162① 樋端遺跡予備調査トレンチ南側 (西より)

② 樋端遺跡予備調査トレンチ⑬南側 (西より)

図版163① 樋端E地区予備調査トレンチ (南より)

② 樋端E地区予備調査トレンチ (南より)

図版164～ 180 出土遺物写真



第 1章 調査の経緯

第 1節 調査にいたる経過

四国横断自動車道津田～引田間の建設については、平成 5年度に建設大臣から日本道路公団総裁に対

して建設の施工命令が下され、平成 6年度に路線の中心杭の打設が行われた。

これに伴う埋蔵文化財保護については、平成 4年度から県教育委員会と日本道路公団高松建設局とで

事前協議が開始された。平成 7年 607月 には県教育委員会が国庫補助事業として分布調査を行い、津

田～引田間については22地区について埋蔵文化財の保護に配慮する必要があることを日本道路公団に通

知した。日本道路公団は県教育委員会の意見を踏まえ、平成 7年 10月 文化庁と協議を行い、平成 8年 1

月文化庁から「工事の施工に先立って発掘調査を実施すること」等の回答がなされた。これにより、平

成 4年度からの事前協議は終了し、平成 8年 4月 、県教育委員会と日本道路公団とで埋蔵文化財発掘調

査についての委託契約が締結され、さらに県教育委員会と財団法人香川県埋蔵文化財センターとで発掘

調査の委託契約が締結された。

一方、県教育委員会では明石大橋開通にあわせた津田～引田間の高速道路の整備は香川県の緊急かつ

重要な課題であることから、平成 8年度及び 9年度に文化財専門職員を新規採用し、調査体制の充実を

図ることで対応した。

津田～引田間22地区の調査対象地区のうち、大内町町内にはH地区がある。平成 8年度からは、この

調査対象地区の具体的な遺跡の内容を把握するため、用地買収の進捗にあわせて、予備調査を実施し、

随時本調査の範囲を確定した。

平成13年度現在の遺跡位置及び遺跡内容は第 1図及び第 102表のとおりである。

樋端遺跡は平成 7年度の県教育委員会による22地区のうち、自鳥町樋端地区にあたり、平成10年度に

予備調査を実施し、本調査の範囲を確定した。本調査は予備調査に引き続き平成10年度と平成H年度に

実施した。

なお整理作業については、平成13年度10月 より開始し、平成14年 3月 31日 に終了した。

参考文献

『埋蔵文化財試掘調査報告Ⅸ 国道バイパス等事業予定地内の調査』香川県教育委員会 1996.3

『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概報 平成 8年度』香川県教育委員会他 1997.3

『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概報 平成 9年度』香川県教育委員会他 1998.3

『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概報 平成10年度』香川県教育委員会他 1999.3

山下平重『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第二十六冊 金毘羅山遺跡・塔の山南遺跡 。庵の谷遺跡』香川県教育委員会、

財団法人香川県埋蔵文化財調査センター他 2000.8
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第 2節 調査の経過と体制

1 調査の経過

樋端遺跡は平成 8年 に現地踏査を中心とした予備調査を開始 し、平成100H年度に全調査対象面積

8,608ゴ を対象に予備調査を実施した後、平成10年度に3,590ボ が、平成H年度に1,647ぶが本調査面積

となり、本調査を実施した。

当初未買収部分 0宅地部分等で予備調査を実施できなかった部分については、平成10011年度の本調

査面積に並行して予備調査を実施した。

発掘調査は平成100H年度とも 1班体制の調査員 3名で、直営方式で実施した。

整理作業は平成13年 10月 ～平成14年 3月 で、調査員 1名 、整理作業員 8名で行った。

今回の整理報告は「樋端遺跡」として平成14年度に刊行する。

2 発掘調査及び整理作業の体制

発掘調査及び整理作業の体制は第 3表のとおりである。

その他、日々雇用職員として発掘調査に携わった方々は以下のとおりである。

現場整理作業員 川畑妙子、五十嵐由美、渡辺富美恵

現場事務員   大嶋見芳子

普通作業員   荒川義行、入谷慶博、上枝貞義、遠藤増雄、金香 勝、川原武夫、国方 剛、倉本一

也、佐々木勇、杉原章哲、清水信由、砂川正澄、十河 創、高木輝雄、瀧 武士、多

田英明、遠山泰男、富岡晴美、中川浩二、中川 恒夫、中川弘美、前田千太郎、間島

健吉、松木正勝、三宅恒義、六車静夫、芳田司

軽作業員 池田佳苗、泉千代子、遠藤 トミ子、遠藤マサ子、太田政栄、鎌田敬子、鎌田敏子、金

香栄子、川田安子、川越マユミ、木村育子、日下弘恵、楠木美和子、河野ミチ子、高

本マス子、小坂葉子、小島直美、酒井俊子、佐廣志保、自井久美子、杉本範子、鈴江

由香、十河美枝子、高木ミチ子、谷口美智子、谷次義子、千代田高子、筒井圭子、寺

元文代、土居キミエ、中川真理子、中山和子、中山美智子、蓮井シゲミ、濱 明子、

濱野いづみ、百村幸子、平川勤美、古川静子、前田功江、松本 環、三木ひとみ、百

生亨子、六車ふみ子、村尾マサエ、元山富子、矢木和子、矢木 トヨ子、矢野時子、山

崎美津子、山田君子、山本ゆか、米田武子、和田悦子

整理作業に携わった方々は以下のとおりである。

西桶右子

若山淳子、青屋真理

池内妙子、加藤恵子、藤澤明子、森川理恵、塩崎真由美

整理員

整理補助員

整理作業員
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主 任 技 師 塩崎 誠司

課    長 小原 克己

課 長 補 佐 小国 史郎

副主幹兼係長 増田  宏

係    長 中村 禎伸

主    査 三宅 陽子

松村 崇史

副  主  幹 廣瀬 常雄

係    長 西村 尋文

文化財専門員 森  格也

主 任 技 師 塩崎 誠司

課    長 北原 和利

課 長 補 佐 小国 史郎

副  主  幹 中村 禎伸

主    査 須崎 陽子

主    事 亀 田 幸 一

副  主  幹 大 山 員充

主    任 西岡 達哉

文化財専門員 古 野 徳 久

文化財専 Fヨ員 宮 崎 哲 治

財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

平成10年度 平成H年度 平成13年度

括
　
　
務

総
　
　
総

調 査

所 長 菅原 良弘

小野 善範

田中 秀文

新  一郎

(6。 1～ )

西川  大

(～ 5。 31)

大 山 員充

片桐 孝浩

樋本 清輝

松 岡 宏一

佐 々木正之

多田  歩

東条 貴美

森澤 千尋

佐 々木明子

次    長

副主幹兼係長

主    査

事

主任文化財専門員

文化財専門員

主 任 技

調 査 技 術 員

所    長 菅原 良弘

次    長 り|1原  裕章

副主幹兼係長 田中 秀文

主    査 新  一郎

主任文化財専「1員 大 山 員充

文化財専門員 長元 茂樹

主 任 技 師 松 岡 宏一

調 査 技 術 員 中山 尚子

所

次

昌J

係

長 小原 克己

長 り|1原  裕章

幹 大 西 誠 治

長 多 田 敏弘

主任文化財専Fl員 真鍋  昌宏

文化財専門員 片桐 孝浩

第 1表 調査の体制
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①住屋遺跡

②高松廃寺 (平安時代)

③大日山1号古墳 (古墳時代)

④大日山2号古墳 (古墳時代)

⑤大日山3号古墳 (古墳時代)

⑥小僧遺跡

⑦樋端遺跡

③神越古墳 (古墳時代)

⑨原間遺跡 (弥生～平安時代)

⑩原間1号墳 (古墳時代)

①原間2号墳 (古墳時代)

⑫幸代池西遺跡 (弥生時代)

⑬西谷遺跡 (弥生～室町時代)

“I声
=

,!1'r "

⑭杖の端遺跡 (古墳時代)

⑮塔の山南遺跡

⑮西村古墳 (古墳時代)

①清塚古墳 (古墳時代)

①落合遺跡 (弥生時代)

⑩与田寺山古墳 (古墳時代)

④金毘羅山遺跡 (縄文～中近世)

④高原遺跡 (弥生時代)

②笠塚遺跡 (弥生時代)

④城の内遺跡 (弥生～平安時代)

②別所池田遺跡 (弥生～中世)

④別所古墳 (古墳時代)

④別所遺跡 (弥生時代)

第 2図 周辺遺跡位置図

②飛谷遺跡 (弥生時代)

④楠谷遺跡

④楠谷古墳 (古墳時代)

⑩仲善寺遺跡 (古墳時代)

①北山遺跡 (奈 良時代)

⑫大社遺跡 (旧石器～弥生時代)

①長尾山遺跡 (古墳時代)

⑭風呂遺跡 (弥生時代)

⑮岩瀬庵古墳 (古墳時代)

①水主神社古墳 (古墳時代)

①水主神社遺跡 (弥生時代～中世)

①虎丸城跡 (室町時代)

釉
膨中

村̈
・



第 2章 樋端遺跡の調査

第 1節 予備調査

樋端遺跡は四国横断自動車道 (津 田～引田)建設に伴い事業対象地となった区間で、香川県教育委員

会が分布調査を行い埋蔵文化財の保護に配慮する必要があるとした22地区のうち、大川郡白鳥町西藤

井 0寺前に所在する遺跡である。

樋端地区の予備調査は主に樋端A地区、B地区、C地区、D地区の丘陵部と丘陵と湊川に挟まれたE

地区の計 5ヶ 所が対象地として平成10年度と平成H年度に実施した。

予備調査 トレンチは原間遺跡東丘陵部と樋端A地区の丘陵間谷筋に 3本、A地区に 1本、A地区から

C地区間の傾斜部及び平地部分に6本、B地区に 1本、C地区に 1本、D地区に 1本、C地区とD地区

丘陵間の鞍部 (現町道として使用部分)に 1本、E地区に15本の計29本 を設定し、調査した (第 3図 )。

その結果、原間遺跡東丘陵部と樋端A地区の丘陵間谷筋に設定した 3本 トレンチでは遺構は検出され

ず、現状より深い谷筋を検出した (第 4図 )。 また遺物もほとんど出土しておらず、谷筋埋没の明確な

時期は不明である。樋端A地区に設定した 1本の トレンチでは丘陵先端部がかなり後世の開墾により削

平を受けていることが解った。しかし丘陵傾斜側 (南側)ではあまり削平を受けておらず、長方形の主

体部と周溝を持つ古墳を 1基検出した。A地区からC地区間の傾斜部及び平地部分に設定した 6本の ト

レンチでは傾斜部は削平を受け、遺構は検出できなかった (第 3図 )。 また平地部分はかなり包含層の

堆積が確認でき、近世の遺物が出土しており、近世に耕地を拡大することにより水田化されていること

が解る。遺構は検出していない。 トレンチ⑨ (第 3・ 5図 )は現在町道として使用されている部分に設

定したもので、ここは古代南海道推定地であることから道路状の施設を期待したが、現道下位には トレ

ンチ⑩と同様な谷筋部分の砂層を中心とした堆積層が確認でき、道路状の遺構は検出できなかった。B

地区に設定した 1本のトレンチでは腐葉土直下花向土 (地山)層が確認でき、遺構は検出できなかっ

た。C地区に設定した 1本のトレンチでは腐葉土直下、若干の包含層があり、その下位 (地山面)で土

器棺、横穴式石室を持つ古墳を検出した。D地区に設定した 1本のトレンチでは腐葉土直下、若干の包

含層があり、その下位 (地山)で土器棺、土墳墓を検出した。C地区とD地区丘陵間の鞍部 (現町道と

して使用部分)に設定した 1本のトレンチ⑬ (第 307図 )は トレンチ⑨と同様に現在町道として使用

されている部分に当たる。この鞍部土層断面の北側に現道が、南側に湊川から原間池に導水する溝があ

り、かなり掘り返されている状況が確認できる。北側の現道は北側斜面部にある堆積土を切り込むよう

に平坦面が造られており、現道部分の下位に土層上面が硬化した 3面が確認できる。上部から第 1～ 3

面とすると、土層④上面が第 1面に当たり、土層④上面が第 2面に当たり、土層⑫ O②上面が第 3面に

当たる。土層④、第 1面 に当たる土層は古代と考えられる遺物を包含する土層⑥ O③ O⑨を切ってお

り、古代以降の道路と考えられる。詳細な時期は不明であるが、 トレンチ調査の結果、明らかに古代に

はこの部分が道路として使用されていたことを裏付ける資料となった。しかしこの部分を古代南海道と

するのには根拠が薄く、依然発掘調査からは疑間が残る。E地区に設定した15本のトレンチ (第 3図 )

では耕作土・床土直下砂礫層となり、旧湊川の氾濫源であつたことが判明し、遺構は検出できなかっ

た。

この結果を基に丘陵部の調査対象地区及び面積を確定した (第 8図 )

-5-



国＼
　

　

ヽヽ
　

ヽ

′．〓一一
′ヽ′′′′′‐ヽ
【

Ｈ

　

　

・ヽ

一ヽ
　

　

＼

一一　

　

ン

く
　

・

一

ヽヽ
　

一一

|

|

|

,_

図
廻
田
ホ
ハ
ゝ
ι
細
羅
樫
卜
墨
興
帳
翠
　
図
∞
駅

-6-



■
旧
旧
相
―
旧
Ｊ

Ｃ
Ｓ

Ｎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ

興
「
肛
曇
綱
枢
嘔
０

＝
Ｅ
繹
◎

「
ハ
い
ヽ
く
刊
Ｅ
繹
〇

興
引
肛
曇
口
枢
無
Ъ
日
駆
○

興
「
肛
妻
゛
終
暉
◎

興
「
肛
巽
Ｊ
無
ｂ
日
専
枢
◎

（和
佃
嘲
ヽ
掏
ヽ
、
日
ヽ
Ｃ
「
運
憚
硼
枢
）
靱
К
枢
雷
③

興
＝
肛
巽
Ｊ
К
枢
歯
○

興
引
肛
巽
Ｊ
Ｒ
枢
駆
０

四
＝
賦
巽
Ｊ
枢
熙
嘱
○

６
錠
Ｈ
ざ
ミ
ｃ
Ｏ
図
恒
藝
興
引
ホ
ハ
ヽ
工
細
羅
樫
卜
図
製
若
翠
　
図
ヾ
駅

ｍ
③
ホ
ハ
ゝ
ム

■
旧
旧
旧
Ｈ
■
■
田
■
Ｊ
　
　
　
　
　
　
　
興
＝
肛
巽
綱
熙
暉
◎

日

【　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
　
　
　
　
　
興
＝
肛
さ
Ｊ
К
熙
ｂ
口
Ｏ

興
＝
肛
全
Ｊ
К
嘱
○

四
＝
肛
業
ｓ
嘔
全
国
練
◎

＝
Ｅ
繹
○

（＝
‘
条
゛
ば
）
引
ハ
心
ヽ
く
ｅ
＝
Ｅ
繹
③

興
引
製
い
嘔
Ｏ
＝
肛
巽
綱
Ｌ
終
ｂ
日
劇
四
金
Ｊ
枢
條
ヽ
Ｏ

興
引
製
０
嘔
ｅ
引
肛
禦
９
嘔
全
国
無
Ｎ
Ｏ
　
⑤

＝
母
泰
〇

―
―

○
ホ
ハ
ヽ
エ

⑤
ホ
ハ
ヽ
エ

く
③
ホ
ハ
ヽ
エ

興
＝
肛
禦
Ｊ
枢
終
罫
◎

興
引
肛
巽
Ｊ
探
枢
罫
◎

興
＝
肛
禦
Ｊ
無
ｂ
同
枢
○

幽
＝
肛
業
靱
Ｋ
枢
◎

四
「
肛
業
国
枢
寝
◎

興
引
肛
妻
Ｊ
枢
К
雷
③

興
＝
肛
巽
Ｊ
報
ｂ
日
暉
◎

（和
伽
卿
理
合
Ｊ
枢
）
興
引
賦
巽
ｓ
嘔
合
Ｊ
枢
報
嘔
０

興
引
肛
業
ｓ
嘔
合
硼
枢
無
駆
〇 暉

８

ｏ
ｏ

ざ

【
＝
ロ

―

―

―

修

Ｉ

Ｖ

到

◎

◎

③

〇

た

え

-7-



興
「
巽
口
区
０

興
＝
肛
業
国
熙
枢
Ｓ
Ｏ

興
＝
賦
合
綱
報
Ъ
日
Ｏ

幽
全
Ｊ
熙
Ъ
可
Ｓ
Ｏ

興
「
肛
巽
ｓ
嘔
全
国
枢
報
○

（＝
榛
里
）
興
「
肛
巽
９
哩
合
Ｊ
Ｋ
Ｏ

興
国
Ｃ
理
合
綱
Ｌ
皿
測
興
「
肛
さ
Ｊ
無
Ｏ

興
引
肛
業
ｓ
嘔
合
Ｊ
К
枢
０

興
引
肛
さ
綱
区
熙
ｂ
同
Ｏ

興
＝
肛
Ｓ
Ｊ
区
報
０

（∃
製
）
興
＝
肛
妻
Ｊ
肛
区
Ｑ

興
引
肛
合
Ｊ
Ｒ
□
③

興
＝
肛
巽
ｓ
嘔
Ｓ
Ｊ
照
枢
ヽ
③

興
引
肛
禦
叩
К
熙
Ъ
可
煙
③

興
＝
賦
禦
９
嘔
合
Ｊ
枢
熙
Ｓ
Ｏ

（＝
継
里
）
興
＝
駆
禦
ｓ
嘔
全
国
К
熙
ｂ
可
Ｏ

＝
神
Ｏ

（合
Ｋ
怒
Ｃ
撮
約
）
興
引
肛
合
Ｊ
報
枢
ヽ
○

興
＝
肛
巽
Ｊ
枢
Ｋ
Ｏ

興
＝
肛
全
国
報
ｂ
日
区
○

興
＝
肛
合
綱
Ｘ
０

興
＝
賦
巽
ｓ
嘆
Ｓ
硼
枢
Ｏ

興
全
硼
К
報
０

興
引
肛
巽
硼
区
枢
理
◎

興
Ｓ
Ｊ
枢
報
Ｏ

興
合
Ｊ
熙
Ъ
月
区
ヽ
○

興
＝
‘
澤
Ｃ
Ｊ
報
９
局
③
　
◎

興
目
Ｏ
興
全
国
無
ヽ
測
興
ム
ヘ
ネ
硼
枢
煤
〇

興
＝
肛
業
ｓ
嘔
合
Ｊ
区
報
雷
③

（∃
製
十
引
Ｅ
櫂
）
引
神
◎

（ヨ
製
＋
引
Ｅ
繹
）
引
神
０

＝
母
終
○

６
ミ
じ
⑤
図
恒
藝
興
引
ホ
ハ
ゝ
二
細
羅
選
中
国
製
漏
鰹
　
図

Ю
駅

珊
Ⅷ
Ⅷ
襴
硼
翻
皿

一Ｆ
【
【
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

四
国
Ｃ
＝
ハ
い
ヽ
く
Ｃ
引
Ｅ
繹
測
引
肛
奨
９
嘔
全
国
К
◎

つ
匡
壼
い
一測
Ｏ

Ｏ

興
引
肛
禦
ｓ
嘔
合
Ｊ
К
煙
○

興
国
Ｏ
理
合
Ｊ
К
皿
測
興
二
会
ヽ
Ｊ
区
無
◎

興
引
肛
禦
９
嘔
全
国
Ｋ
Ъ
可
区
◎

（引
檬
）
「
運
繹
③

興
＝
肛
全
硼
区
無
Ъ
口
〇

（引
神
）
興
国
Ｃ
興
合
Ｊ
熙
司
綱
К
暉
０

興
＝
肛
巽
ｓ
嘔
合
Ｊ
個
無
理
Ｏ

◎
ホ
ハ
ヽ
エ

Ｏ
ホ
ハ
ヽ
エ

〇
ホ
ハ
ヽ
ム

○
ホ
ハ
ゝ
ム

幽
引
肛
禦
Ｊ
枢
無
罫
◎

四
引
肛
巽
Ｊ
枢
嘔
Ｏ

廻
引
賦
禦
Ｊ
К
枢
雪
〇

（「
神
）
＝
運
憚
◎

四
引
肛
巽
靱
肛
熙
○

四
「
極
巽
Ｊ
條
撫
③

興
引
肛
聟
綱
櫃
К
雪
〇

興
引
賦
禦
Ｊ
К
畔
煙
０

引
神
〇

〇

Ｅ

δ

ｏ
∞

ざ

Ｈ
＝
ロ

Я

δ

ｏ
ｏ

ヽ

Ｎ
＝

ロ

Ｅ

δ

ｏ
ｏ

“

【
＝
ロ

○ O

＝
Ｈ
脳
羽
――

l Q

底

Q

O 〇 ◎

ゴ

副

伸

―

―

O ③

0

0 〇

9

膿

Ｆ

Ｉ

Ｉ

◎ 〇 G

ｍ
Ｏ
ホ
ハ
ヽ
エ

く
◎
ホ
ハ
ゝ
ム

O 0 ○

-8-



■
旧
旧
＝
Ｉ
Ｈ
皿

【卜
【
Ｈ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ

（目
９
２
い
０
き
。目

ヾ
２

Ｈ
Ｏ
Ｓ
）
興
嶽
合
硼
枢
К
理
Ｏ

（目

゛
？

【
０
）
興
Ｓ
Ｊ
枢
区
雷
○

興
「
肛
聟
Ｊ
К
報
ヽ
◎

興
引
極
巽
Ｊ
К
報
〇

興
「
肛
合
Ｊ
枢
無
理
③

興
「
極
曇
Ｊ
К
熙
嘱
〇

引
神
０

＝
雄
榛
Ｏ

６
ミ
じ
〇
図
恒
藝
興
引
ホ
ハ
ム
ム
制
羅
樫
中
凶
製
署
翠
　
図

Φ
駅

⑤
ホ
ハ
ヽ
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
興
き
さ
口
枢
駆
◎

　
　
　
（
“
＞
崎

【
＞
ェ

Ｎ
＼
ヾ
）

一
　

（和
佃
却
嶽
ｅ
Ｋ
８
ミ
ー
ロ
０
）

四
合
興
ｓ
嘔
晋
‘
Ｋ
Ｊ
暉
К
Ｏ

＝
Ｋ
０

引
母
褻
Ｏ

③
ホ
ハ
ゝ
ム

四
嶽
合
Ｊ
К
枢
駆
③

興
ニ
ヘ
ヽ
Ｊ
区
枢
嘔
０

興
＝
肛
゛
Ｊ
駆
條
Ｑ

＝
母
終
③

理
合
要
ｓ
嘆
き
く
Ｋ
硼
暉
К
③

興
＝
肛
曇
ｓ
嘔
合
Ｊ
駆
煙
Ｏ

四
＝
賦
巽
Ｊ
躯
理
Ｏ

興
＝
肛
業
９
嘔
合
靱
駆
軍
Ｏ

（「
母
集
）
四
＝
肛
巽
口
駆
躍
③

＝
怪
理
機
組
興
③

幽
Ｓ
躍
ｓ
嘔
椰
■
Ｊ
駆
翠
Ｏ

（＝
Ｋ
）
興
引
肛
禦
硼
駆
К
０

（＝
母
終
）
興
「
賦
巽
硼
К
暉
Ｏ

理
合
粟
ｓ
哩
嶽
く
Ｋ
綱
駆
Ｘ
０

四
引
肛
巽
口
颯
畔
◎

興
＝
肛
妻
Ｊ
蝉
Ｏ

理
合
躍
ｓ
嘆
き
Ｋ
口
興
ぷ
○

興
ム
ヘ
ふ
綱
枢
駆
③

興
ム
ミ
ふ
Ｊ
枢
駆
◎

興
＝
賦
Ｓ
硼
駆
報
⑤

「
母
集
○

Ｑ
ホ
ハ
ゝ
ム

興
＝
賦
業
ｓ
嘔
合
靱
暉
区
◎

興
＝
肛
巽
ｓ
嘔
合
Ｊ
К
駆
〇

（
い
＼
Ю
）
興
＝
肛
巽
９
嘔
合
Ｊ
駆
К
③

（
Ｎ
＼
ヾ
）
四
引
肛
業
ｓ
嘔
合
Ｊ
駆
К
◎

「
母
終
ゼ
颯
０

＝
怪
理
〇

興
合
興
９
嘔
き
さ
Ｊ
駆
聰
蟄
Ｏ

理
合
躍
ｓ
嘔
晋
Ｊ
駆
聰
翠
０

理
合
轟
Ｊ
暉
憔
翠
◎

興
＝
硼
暉
区
○

四
＝
硼
区
暉
③

＝
せ
終
ゼ
颯
〇

＝
怪
廻
０

。
Ｏ

Ｑ
ホ
ハ
ハ
ム

Я
δ

ｏ
卜

あ

＝
＝
ａ

日

δ

ｏ
ｏ

“

【
＝
ロ

-9-



６
錠
じ
③
図
恒
姦
興
引
ホ
ハ
ム
エ
細
羅
樫
隅
図
製
署
翠
　
図

卜
駅

Ｃ口
Ｎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ

素
Ｅ
憚
③

興
引
肛
巽
Ｊ
無
和
“
悩
０
理
③

四
引
肛
業
国
К
雪
③

四
引
賦
曇
ｓ
嘔
合
Ｊ
相
峰
榔
Ｏ
К
暉
③

興
＝
賦
曇
ｓ
嘔
合
Ｊ
和
峰
稿
●
К
駆
駆
⑤

興
引
肛
巽
ｓ
嘔
合
口
和
峰
榔
Ｏ
К
③

（引
終
）
興
引
肛
巽
Ｊ
唯
③

（わ
伽
嘲
ヽ
卿
ヽ
、
日
ヽ
そ
Ｏ
黎
運
憚
）
興
引
賦
曇
Ｊ
Ｋ
Ｋ
歯
③

興
引
賦
巽
ｓ
嘔
合
Ｊ
区
煙
③

興
引
賦
さ
綱
和
峰
稿
０
図
煙
⑥

四
陣
熙
Ｏ

（「
Ｃ
壼
Ｋ
）
興
＝
肛
合
硼
К
熙
③

興
＝
肛
曇
硼
無
К
窓
③

興
羽
肛
巽
Ｊ
暉
様
ｂ
可
③

（和
佃
嘲
ヽ
却
ヽ
、
日
ヽ
０
０
）
四
＝
賦
曇
Ｊ
和
峰
悩
●
機
К
嘱
⑤

興
引
肛
巽
綱
和
峰
稿
傘
燎
区
雷
③

引
Ｏ
譴
Ｋ
（↓
バ
ロ

Ｈ
Ｏ
）
四
＝
肛
台
綱
К
皿
③

興
＝
賦
業
国
和
峰
悩
ヤ
Ｋ
煙
Ｑ

四
＝
肛
巽
９
嘔
合
硼
熙
区
雷
③

四
引
肛
聟
ｓ
哩
全
国
條
枢
Ｑ

興
「
肛
聟
９
嘔
合
綱
熙
ｂ
口
枢
К
Ｑ

（Ю
福
撻
ｖ
照
）
幽
引
賦
禦
９
嘔
合
Ｊ
К
ｂ
日
肛
③

（目

Ю
２
Ｈ
Ｏ
）
理
合
Ｊ
報
Ｓ
Ｏ

四
引
肛
禦
ｓ
嘔
合
硼
枢
煤
肛
Ｓ
Ｏ

（興
引
ｂ
刊
和
条
Ｏ
譴
Ｋ
）
興
ム
ミ
ぷ
Ｊ
枢
喚
０

興
引
肛
巽
Ｊ
К
畔
聾
０

Ю
悩
撻

ｖ
邸
（引
神
）
興
引
肛
巽
９
嘔
合
Ｊ
條
К
ヽ
Ｏ

興
引
肛
曇
ｓ
嘔
合
Ｊ
報
ｂ
可
③

（わ
佃
却
ヽ
、
日
ヽ
Ｏ
黎
運
禅
）
興
引
肛
巽
ｓ
嘔
合
田
和
峰
梶
ヤ
雷
Ｏ

興
引
肛
禦
Ｊ
報
肛
ヽ
◎

興
引
肛
巽
９
嘔
合
Ｊ
肛
條
ヽ
Θ

四
引
賦
巽
ｓ
嘔
全
国
枢
條
０

興
引
肛
妻
ｓ
嘆
合
Ｊ
暉
無
ｂ
日
◎

興
調
肛
業
ｓ
嘔
Ｓ
硼
報
ｂ
日
枢
Ｏ

四
「
狐
禦
硼
和
峰
稿
０
條
煙
○

興
「
肛
巽
Ｊ
駆
К
和
峰
悩
０
◎

四
＝
肛
巽
Ｊ
和
擬
悩
ヤ
鰹
雷
◎

（和
佃
嘲
０
や
ヽ
、
日
ヽ
ｅ
業
Ｅ
響
）
興
「
肛
禦
硼
枢
和
峰
梶
０
雷
③

興
引
肛
禦
靱
和
峰
悩
Ｏ
Ｘ
煙
◎

（和
佃
卿
ヽ
、
日
ヽ
ｅ
黎
運
標
）
興
引
肛
曇
綱
相
峰
福
■
湮
０

興
引
肛
曇
Ｊ
К
條
Ъ
可
曽
○

日

δ

ｏ
ｏ

＾

Ｎ
＝
ロ

-10-



第 2節 本調査区の確定と調査の方法

調査地は樋端A地区、樋端 C地区、樋端D地区で遺構を検出したことから、本調査を平成10年度から

開始した。

遺構番号はそれぞれの調査区で 1か ら始まる番号を使用した。

遺構の測量については平面図はおもに航空測量で行い、その他は手書きで実施した。

整理報告に当たっては横断道部分の樋端遺跡について本調査時とは別にA地区を第 I調査区、D地区

を第Ⅱ調査区、C地区を第Ⅲ調査区として報告する。

また整理報告での遺構番号はそれぞれの調査区で 1か ら始まる番号を使用し、例えばSH 1 01(第 I調

査区 竪穴住居の 1番 目)と呼称する。

-11-



(    ヽ

卜、 ~
/  ｀

、

ノ    ＼

/  =

図
剌
聞
凶
細
羅
墨
興
著
禦
　
図

∞
駅

凶
細
羅
目
駅

冬

一一

二          ｀
´

´
´

′

1

´
´

´
イ

    |

＼

‐

‐

ト

ヽ

/
＼ ノ

)  =

」

-12-



第 3節 調査の成果

第 I調査区

1.樋端古墳について

樋端古墳が所在する丘陵は原間遺跡東丘陵の東側に位置する。この丘陵は調査時点まで放牧場として

利用されており、地山が至るところで露出し、かなり削平を受けていた。

原間遺跡を挟んで東西に虎丸山から北方向に派生する丘陵があり、その内東丘陵は標高419。 8mの虎

丸山から北方向に派生した丘陵の一つで、自鳥町内を北上する湊川の西側に延びる丘陵である。この丘

陵は調査区から南の部分、標高61。 2m部分で 2つ に分岐し、一方は原間遺跡東丘陵に、もう一方は神越

203号墳が所在する丘陵となる。東丘陵は途中の頂部、標高55。 4m部分でさらに小丘陵が北方向に分

岐し、この小丘陵上で検出したのが樋端 1・ 2号墳である。

この小丘陵は北方向に傾斜し、短く延びる。その稜線上傾斜面に樋端 2号墳が、丘陵傾斜面が平坦面

へと変わる屈曲部に樋端 1号墳が位置する。この樋端 1号墳から丘陵先端部まではかなり削平を受けて

いるものと考えられ、遺構はほとんど検出できなかった。

この樋端 1・ 2号墳と関連する古墳は原間遺跡の東西の丘陵があり、西丘陵に6基 (土墳墓 3基 )、

東丘陵に 3基が所在する。

西丘陵に所在する古墳は原間 3・ 4。 10号墳が丘陵それぞれの頂部に所在し、 70809号 墳が稜線

傾斜部や斜面部に造られているように、その立地が様々である。また築造時期も田辺編年のT K23～ M

T15型式併行期 (5世紀後半～ 6世紀前半)であることが解った。一方東丘陵に所在する古墳は丘陵頂

部のみで、斜面部といつた立地条件の悪い場所には築造されていない。また時期も田辺編年のTK2160

T K208(5世紀中葉)と古く、明らかに西丘陵と東丘陵で古墳の築造差が認められることが解ってい

る。

今回確認された樋端 102号墳はこの東西丘陵との関係が注目される古墳である。

2.樋端 1号墳

(1)立地

樋端古墳が所在する小丘陵の西側には原間 5号墳、原間 6号墳が所在する東丘陵があり、東側には神

越 2号墳、神越 3号墳が所在する丘陵がある。また北方へは標高97.lmの秋葉山があることからさらに

視界が悪い場所である。

樋端 1号墳は丘陵傾斜面が平坦面へと変わる屈曲部、標高約37.5mで検出した。

丘陵部は調査区前、西側に雑木林が生い茂り、東側はかなり人為的な削平をおけており、調査前の踏

査や調査前の地形測量を実施しても地形的に墳丘らしきものは確認できなかった (第 9図 )。 しかもこ

の古墳を検出した位置は調査前の地形測量でちょうど丘陵のくびれ部に位置し、調査前での確認は困難

である。

この状況下で平成10年度の予備調査の結果、周溝を持つ古墳であることを確認した。

(2)墳丘

この小丘陵はかなり削平を受けているものと思われ、検出した遺構は周溝のみである (第 H・ 12図 )。
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第 9図 樋端第 I調査区地形測量図 (1/300)
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AL=38.400m  樋端 1号墳

①腐葉土層
②淡黄褐色砂混リシルト層

③明黄褐色砂混リシルト層
④明褐色砂混リシリレト層

⑤地山 (黄褐色砂混リシルト層)

(花商岩バイラン土を含む)

L=37.800m  
樋端 1号墳

Eジ ・800m

①腐葉土層
②淡黄褐色砂混リシルト層
③黄褐色砂混リシルト層
④明褐色砂混リシルト層
⑤地山 (黄褐色砂混リシルト層)

(花間岩バイラン土を含む)

⑥灰黄褐色砂混リシルト層
⑦暗灰黄褐色砂混リシルト層

D壁 19・
800m

樋端 2号墳

①明黄褐色砂混リシル ト層

②地山 (黄褐色砂混リシル ト層)

(花 商岩バイラン土プロックを含む)

樋端 2号墳

①腐葉土層
②黄褐色砂混リシルト層
③地山 (黄褐色砂混リシルト層)

(花閥岩バイラン土プロックを含む)

L=39.000rn

樋端 2号墳周溝

①黄褐色砂混リシル ト層

②明黄褐色砂混 リシル ト層

③黄褐色砂混リシル ト層 (①よりやや明るい)

(花 向土バイラン土プロックを含む)

④地山 (黄褐砂混リシル ト層)

(花闇岩バイラン土プロックを含む)

o                          2m

第 10図 樋端 1号墳02号墳土層断面図 (1/40)
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第H図 樋端第 I調査区遺構配置図 (1/300)



周溝は丘陵稜線上の高所側 (南側)

と平坦部側 (北側)で検出した。

周溝はこの丘陵自体削平のためも

あるが現状でかなり丘陵の幅が狭く、

痩せ尾根を呈 してお り、当初から

周溝が全周していたかどうかは不

明である。

墳丘は丘陵稜線上に残る周溝が

やや弧を描いていることより円墳

と考えられ、墳丘部か ら周溝最下

部への変換点を墳裾 とした場合に

直径約6.3m、 墳丘高は周溝最下部

から約0。 2mを測る小振 りな古墳で

ある。墳丘はかな り削平を受けて

いるものと考えられ、明確な盛土

はなく、腐葉土直下で花閥土を基

盤とする地山が全面で検出できる (第

10図 )。

周溝は検出状況か ら北側で検出

長約4.6m、 最大幅約 1。 9m、 土層

断面から幅約1.77m、 深さ約0。 13m、

南側で検出長約4.57m、 最大幅約

1.58m、 土層断面から幅約1.9m、

深さ約0.2mを測る。

(3)埋葬主体

第12図 樋端 1号墳平面図 (1/100)

かなりの削平を受けているために埋葬主体は検出していない。

(4)出土遺物

遺物は出土していない。そのため時期も不明である。

3.樋 端 2号墳

(1)立地

樋端 2号墳は丘陵上傾斜面、標高39。 8m(主体部位置)で検出した。周溝間でみると樋端 2号墳は樋

端 1号墳の約4m南側にある。

丘陵斜面部は調査区前、雑木林が生い茂っており、調査前の踏査や調査前の地形測量を実施しても地

形的に墳丘らしきものは確認できなかった (第 9図 )。

平成10年度の予備調査の結果、周溝と埋葬主体を持つ古墳であることを確認した。
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(2)墳丘

この古墳を検出した部分は丘陵上傾斜面であることから土砂の流失はあつたと考えられるが、あまり

人為的な削平は受けていないようである。

検出した遺構は周溝及び埋葬主体である (第 13図 )。

周溝は丘陵稜線上の高所側 (南側)と丘陵西斜面側 (北西側)で検出した。しかし尾根線上に設定し

た土層断面にも僅かに周溝の痕跡が確認できること及び周溝が築造当初に造 られていたと考えれば、土

砂の流失等で本来は検出されにくい丘陵斜面部、樋端 2号墳では丘陵西斜面側で検出していることから

全周していたと考えられ、その他の部分は削平されたものと考える。

現状で丘陵上傾斜面ということもあり、周溝底部の高低差は1.2mを測るが、北側尾根線上の周溝が

かなり削平されていることから、築造当初はあまり高低差の無い、緩やかに傾斜する丘陵であった可能

性が考えられる。

墳丘は周溝がやや弧を描いていることより円墳と考えられ、墳丘部から周溝最下部への変換点を墳裾

とした場合に直径約8.7m、 墳丘高は北西側周溝最下部から約1.8m、 北側周溝最下部から約0。 4m、 南

側周溝最下部から約0。 3mを測る。南側・北側部分で墳丘高がほとんど無いことから、墳丘は土砂の流

失等によりかなり削平を受けているものと考えられる。墳丘に明確な盛土はなく、腐葉土直下で花閥土

を基盤とする地山が全面で検出できる。

第13図 樋端 2号墳平面図 (1/100)

o土師器
▲鉄 器
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周溝は検出状況から北西側で検出長約9.Om、 最大幅約1.56m、 土層断面から幅約1.4m、 深さ約0.25

m、 南側で検出長約6。 7m、 最大幅約1.5m、 土層断面から幅約1.08m、 深さ約0。 33mを測る。

南側周溝内から鉄製品と土師器が出土している (第 14図 )。

鉄製品は南側周溝の尾根筋部分 (高所)に纏まって出土し、土師器は南側周溝が西側に傾斜する低所

側で纏まって出土している。鉄製品は鈍 1点、鏃 1点、ヤス 2点 (1個体分)、 鋤 0鍬先 1点が出土し

ている。土師器は椀 2点、高杯 2点、壺 1点が出土している。

鉄製品は出土状況をみると底面から2～ 3 cmと ほぼ底面出土と考えてもいいもの (土層⑦)と 10cm程

度浮いた状態のもの (土層⑥)があるが、この古墳に伴うものと考える。

土師器はほとんどが底面から5～ 10cm程度浮いた状態で出土していることから墳丘上かあるいは周溝

高所 (鉄製品集中部分)か ら転落し、堆積したものと考えられる。

(3)埋葬主体

墳丘ほぼ中央部に土墳墓を 1基検出した。

主体部は平面形態が隅丸の長方形を呈する (第 15図 )。 検出時での規模は長軸約2.59m、 幅約0。 7m、

深さ約0。 35mを測る。

堆積土層は4層 に分けられ、褐色系の砂混リシル ト層が堆積している。土層④は側壁面に沿って薄く

確認でき、木棺痕跡の可能性がある。土層①～③は木棺が朽ちた後に堆積したものである。

底部はほぼ平らに成形されており、断面形状は箱形を呈する。この底部の南側側面に沿うようにほぼ

中央部分で刀 0鏃などの鉄製品が出土している。鉄刀は床面直上に水平に、切先を西方向に柄頭を東方

向に、刃を南側 (側壁側)に向けて出土している。鉄鏃は4点出土し、平面的には鉄刀の切先部分、鉄

刀と側壁の間で刃部先端を西側に向けているが、断面的には鉄刀は床面直上であるのに対し、鉄鏃は床

面から約10cm程度浮き、若干刃部先端より茎が高くなった状態で、ちょうど土層②と③の境部分から出

土している。

この出土状況から鉄刀は棺内に納められていたものと考えられるが、鉄鏃については床面から浮いた

状態であるために遺物が埋納された当時、棺内に鉄刀と共に副葬されたものが土層③の堆積に伴い浮い

たとも、棺蓋上に置かれていたものが木棺が朽ち、土層③が堆積するのと同時に埋没したとも考えられ

る。しかし前者の考え方には無理があるためにここでは後者の考え方を取りたい。

従って鉄刀は棺内に、鉄鏃は棺蓋上に置かれていたものと考える。

長軸 (東西)主軸はE-6° 一Sを取 り、ほぼ東西に向くが、丘陵にも直交することから主体部構築

に際し、このどちらに主軸が規制されたものかは判断できない。

埋葬頭位は主体部から出土した鉄刀の柄が東側を向いていることから東と考える。

(4)出土遺物

1～ 10は鉄製品で、 1～ 5が主体部内、 6～ 10が周溝内出土である (第 15図 )。

1～ 5は主体部内であるが、 1～ 4が棺蓋上で、 5が棺内出土である。

1～ 4は鉄鏃である。 1は無頸鏃で、刃部が直線的なため鏃身が正三角形で、重快 りを呈する。鏃身

部中央裏表には木質 (竹か)痕とそれを固定した接着剤 (?)の痕跡が確認できる。刃部長は現存4。 2

cm(推定4.5cm)、 刃部幅現存4。 lcm(推定4.6cm)、 刃部厚0。 15cmを 測る。杉山分類の無頸 0短頸鏃群
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A形式V形式Bで、Ⅲ期～Ⅷ期 (前期末～中期)にかけて認められる。 2は無頸鏃で、鋒よりややふく

らを有して内湾した後、そのまま逆刺端に至る長三角形状を呈するものである。二重快りで、深い逆刺

を有する。鏃身部中央裏表には木質 (竹か)痕とそれを固定した接着剤 (?)の痕跡が確認できる。刃

部長は現存6.9cm(推定7.2cm)、 刃部幅現存長3.8cm(推定幅4。 2cm)、 刃部厚01～ 0。 2cmを 測る。杉山

分類の無頸・短頸A形式Ⅱ形式D類で、V期～Ⅷ期 (中期前半～中期末)にかけて認められる。 3は長

頸鏃で、鏃身部が二等辺三角形状を呈し、逆刺を持ち、頸部は長く、台形関を持つ。茎には木質 (竹

か)痕が残 り、その上部を桜の皮状のもので固定している痕跡が確認できる。現存長 16。 7cm、 鏃身長

0                 5 cm
(νυ

0                         10cm

第16図 樋端 2号墳出土遺物実測図 (1/3)
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2.Ocm、 幅1.2cm、 厚さ0。 3cm、 頸部長H.8cm、 幅0。 45cm、 厚さ0。 35cmを測る。杉山分類の長頸鏃A形式

V形式で:Ⅶ期～XI期 (T K216～ T K209)にかけて認められる。 4は長頸鏃で、鏃身部が二等辺三

角形状を呈し、僅かに逆刺を持ち、頸部は長く、台形関を持つ。茎には木質 (竹か)痕が残 り、その上

部を桜の皮状のもので固定している痕跡が確認できる。現存長16.15cm、 鏃身長2.0(推定2.2cm)cm、

幅1.lcm、 厚さ0.25cm、 頸部長12.Ocm、 幅0.5cm、 厚さ0。 4cmを測る。杉山分類の長頸鏃A形式V形式で、

Ⅶ期～XI期 (T K216～ T K209)にかけて認められる。

以上棺蓋上出土鉄製品から時期はT K23・ 47型式併行期 (5世紀後半)と考えられる。

5は直刀の大刀で、刀身は真っ直ぐ延びるが茎部分は緩やかに曲がる。かなり錆びているもののほぼ

完存しており、部分的に柄材の痕跡や鞘材の痕跡が残存する。柄材の痕跡は茎側面において茎に併行す

る木質が残 り、茎上面には茎に直交する革紐状の柄外表構造が残存する。また関の茎部分には鑽部分が

木質痕跡の残存状況 (トギレ)と して確認でき、その幅 611mを 測る。刃部分には併行するように木質が

部分的に残存する。

この大刀は全長104.4cm(推定104.7cm)で、 a一 dは刃部分で長さ88。 5cm、 d一 fは茎 (なかご)で

長さ25。 9cmを 測る。 a― dは刀身で真っ直ぐ延び、鋒 (切先)は刃部が曲線に終わらせている。刃 a一

dは断面形状が二等辺三角形を呈し、刃d部分 (関)で刃幅3.6cm、 背幅1.Ocmあ り、別の断面部分で刃

幅3.2cm、 背幅0。 9cmと なり、あまり幅は減じない。裏面の b一 c部分、2.7cmの 幅で木質痕が確認でき

ないことからこの部分が 鍛 (はばき)の痕跡と考えられる。また表面の c一 d部分、1.2cmの幅で木質

痕が確認できないことからこの部分が切羽の痕跡と考えられる。

d一 fは茎で、緩やかに刃側に曲がり、茎尻で段を持つ。これは隅快尻直刀と呼ばれるもので、 d―

f部分の曲線から隅快尻までで原間遺跡Ⅱ第62図 のような把装具の装着が復元できる。

まず茎 d一 fは断面形状が長い逆台形状を呈し、長さ25。 9cm、 幅2.05cm、 厚さ (背 )0。 8cm、 0。 25cm

を測る。茎 e一 fは柄尻部分で、断面形状が長方形を呈し、幅0。 9cm、 厚さ0。 9cmを 測る。茎 d一 f間に

直径3～411m程度の目釘孔が約6.8cmの間隔をあけ、 2個確認できる。また茎の関よりには幅1.lcm、 0.35

～0。 7cmの 深さで快 りが認められる。

6～ 15は南側周溝出土遺物である (第 16図 )。

6は健頸鏃で、鏃身部が現存1.75cm(推定2.4cm)と 短く、頸部は現存長8。 2cmと 長い。鏃身部は片刃

で、刃部側に直角の関を持つ。刃部幅 1。 15cm、 背側厚 0。 25cm、 茎幅0,75cm、 茎厚0.3cmを測る。杉山分

類の長頸鏃 C形式Ⅲ形式第 1型式で、Ⅷ期～XI期 (T K23～ T K209)にかけて認められる。

7は で、現存長10.Oё mを測る小型のものである。刃部が銀形を呈し、刃部と茎部の境には明瞭な関

を持たない。ちょうど茎部分からスプーン状に屈曲するもので、古瀬分類 (1977)の Ⅲ類に当たる。刃部

断面は鈍等辺三角形を呈するが、錆のため刃部表に鏑は確認できない。刃部の現存長は1.3cm、 幅0。 7

cm、 厚さ0。 2cmを 測る。茎部分は全長4.3cmを測 り、台形関部分から先端部にかけて徐々に幅が減じる。

茎断面は長方形を呈し、断面で幅0.4cm、 高さ0.35cmを測る。

この Ⅲ類は4世紀末から5世紀中頃までの短期間に出土する。

8は鍬・鋤先で、片側耳部分が欠損しているが、復元すると耳部と刃部の境に屈曲部を持ち、刃部は

緩やかなU字状を呈するが、全体的には凹字形を呈する。この鍬 0鋤先は推定幅約22.Ocm、 長さ17.6cm

と大型のもので、耳部は7.3cm、 幅2.3～ 3.6(刃幅1.5～ 2.6cm)cm、 厚さ0。 4cm、 刃部は幅22.Ocm、 最大

6。 7(刃幅5。 3cm)、 厚さ0.4cmを測る。断面はY字状を呈し、装着部分には木質痕が残る。松井氏分類
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のB類に相当するものと考える。

9。 10は刺突漁具のヤスである。 9は角棒状の先端部を尖 らせ、片側だけに逆刺を持つ。全長14.8

cm、 先端部幅0.5cm、 厚さ0.2cm、 基部0.3× 0.3cmを測り、尻端部は複数本を接合させるように薄くなり

屈曲させている。10は先端部の形状が若干 9と は異なるが、ヤスと考えられる。現存長8。 5cm、 先端部

0。 25× 0。 25cm、 基部幅0.45cm、 厚さ0.4cmを測る。

H・ 12は土師器椀である。Hは内湾する体部から口縁部に至り、端部が内方に屈曲するものである。

12は かなり表面が摩滅しており、内湾する体部から口縁部に至 り、端部がほぼ上方に延びるものであ

る。

13・ 14は土師器高杯である。13は杯部がやや内湾しながら口縁部に延び、端部が外方に僅かに屈曲す

る。脚部はほぼ中位で僅かに外方に屈曲し、スカー ト状に広がり、端部は方形に終わらせる。杯部内面

には放射状のヘラ磨きが、脚部外面には上下方向の板ナデ、内面にはヘラ削りと刷毛目が施されてい

る。脚部屈曲部上位に3ヶ 所の穿孔が認められる。14は杯部下半がやや水平に延び、体部がほぼ中位で

緩やかに屈曲しながら上方に延び、日縁端部が小さく内方に屈曲する。脚部はほぼ中位で僅かに外方に

屈曲し、スカート状に広がり、端部は方形に終わらせる。杯部内面には放射状のヘラ磨きが、脚部外面

には上下方向の板ナデが施されている。脚部屈曲部分の上位にlヶ所の穿孔が認められる。

15は土師器壺で、体部は倒卵形を呈し、頸部は直線的に外方に延び、日縁端部外面に僅かな段を持

ち、終わらせる。体部外面には肩部に分割ヘラ磨きを、中位には横方向のヘラ磨きを密に、体部内面に

は下半部に縦方向の指ナデを、上半に横方向の指ナデを施している。頸部から口縁部にかけては外面に

縦方向のヘラ磨きをやや粗く、内面には横方向のヘラ磨きを密に施している。

上記の出土遺物が全てこの古墳に伴うという前提で、主体部出土の遺物が 5世紀後半で、周溝出土遺

物が 5世紀中葉頃であることから概ね 5世紀中葉頃～後半 (T K23形式併行期)にかけての時期が考え

られる。

(5)ま とめ

東丘陵の東側で北方に延びる小丘陵で検出した樋端 102号墳は墳丘もなく両者ともかなり削平を受

けているものの、樋端 2号墳は主体部及び周溝が 7割程度残存していた。これらの古墳は現地形的には

樋端 1号墳が丘陵傾斜面が平坦面へと変わる屈曲部、しかも調査前の地形では丘陵のくびれ部に位置

し、樋端 2号墳は丘陵傾斜面に位置している。樋端 1号墳の削平状況と先端部の削平状況から推測する

と古墳築造当初はあまり傾斜が無く、緩やかに若干傾斜する丘陵で、調査前に確認できるくびれ部もな

かった可能性が考えられる。

おそらくこの 2基の古墳は隣接して築造されていることからほぼ同時期の所産と考えられ、時期は樋

端 2号墳で確認したT K23型式併行期 (5世紀後半)頃と考える。

この時期は原間遺跡の東西丘陵で検出した古墳の築造時期と比べるとちょうど古墳の築造が東丘陵か

ら西丘陵に築造位置が移動した時期と合致し、同時に墳丘規模縮小化・丘陵頂部単独築造意識の欠如傾

向にも合致することが確認できる。
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第Ⅱ調査区

1.樋端遺跡

原間遺跡を挟んで東西に虎丸山から北方向に派生する丘陵があり、その内東丘陵は標高419.8mの虎

丸山から北方向に派生した丘陵の一つで、自鳥町内を北上する湊川の西側に延びる丘陵である。この丘

陵は調査区から南の部分、標高61.2m部分で 2つ に分岐し、一方は原間遺跡東丘陵に、もう一方は湊川

沿いに延び、多数の土器棺墓・土墳墓、神越 203号墳が所在する丘陵となる。これらの遺構が所在す

る丘陵は 3ヶ 所程度の頂部を持ち、徐々に標高を減じ、現在白鳥町と大内町を結ぶ町道部分で収東する

ように見えるが、この町道北側で再度標高30～ 40mの丘陵 (第 17図)となり、標高36.8mの頂部で北西

方向と北東方向に分岐し、延びる。一見町道北側の丘陵は独立丘陵状を呈するが、ちょうど町道部分で

深い鞍部を有する一連の丘陵と考えられる。

この丘陵の町道を挟んだ北側と南側、分断しているようなそれぞれの丘陵で見ると北側にある丘陵で

は南端部が、南側にある丘陵で見れば北端部が今回の調査地区となった。ここでは便宜的に北側の丘陵

部分の調査区を「北丘陵樋端遺跡」、南側の丘陵部分の調査区を「南丘陵樋端遺跡」として報告する。

この湊川沿いの丘陵で、町道より南の調査区内頂部 (34.6m)に神越 3号墳が所在し町道より北側の

丘陵に神越 2号墳が所在する。

2.北 丘陵樋端遺跡

北丘陵樋端遺跡からは弥生時代後期後半から古墳時代初頭の台状墓 1基 (主体部土墳 2基 )、 土墳墓

5基、土器棺墓6基、古墳時代後期古墳 1基を検出した (第 19図 )。 また調査区外には古墳時代中期の

古墳である神越 1号墳が所在することから連綿とこの丘陵が墓域とされていたことが解る。

この北丘陵は後世の畑地化によりかなり削平を受けており、特に南西側斜面は調査前から3～ 4段の

平らな部分が確認できた。調査の結果この平らな部分は地山 (花同岩)まで削平を受け、その削平土に

よって耕地を拡大していることが解る (第 17・ 18図 )。 遺構は平らな部分には残存しておらず、主とし

て削平土の堆積した旧斜面部分において検出した。またこの部分以外では腐葉土・若干の包含層直下地

山となり、遺構を検出した。

①台状墓

神越 2号墳の墳丘の盛土を除去するとその整地面上で主体部として 2基の土墳墓を、丘陵頂部側に周

溝を持つ台状墓を検出した (第 20図 )。 時期は検出面出土遺物から弥生時代後期後半のと考えられ、神

越 2号墳を除く土墳墓・土器棺墓の中では最も古いことが解る。

この台状墓は丘陵部先端、標高30.8mで検出した。

埋葬主体は平面形態が長方形を呈する土墳墓が 2基並列するように検出した。それぞれの土墳墓は大

小あり、北側の土墳墓をST Ⅱ 03と し、南側のものをST Ⅱ 04と した。

ST Ⅱ 03(第23図 )

ST Ⅱ 03は標高30,8mで検出し、北西部が神越2号墳の墓墳掘り方によって切られているが、平面形態

が長方形を呈する。断面は平らな底面と垂直に掘削された側面であるが、その境に角を持たず、緩やか

に丸くなる箱形を呈している。土層は4層に細分され、土層①～③層が花間土状を呈する砂混じり粘質

土層であるのに対し、最下層土層④は黄褐色粘質土層と異なり、底面に厚さ約6 cmでほぼ全面に認めら
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第17図 樋端第 Ⅱ調査区地形測量図 (1/150)



A Lttp.500m

L=34.500m

L=34.400m

L=36.400m
B一一

L=35.400m

L=33.400m

L二33.500m

①腐葉土層
②濁やまぶき色砂混り粘質土層
③やまぶき黄色砂混り粘質土層
④濁やまぶき黄色砂混り粘質土層 (花向土の粒を多量に含む。砂質土に近い)

⑤黄色砂混り粘質土層 (花自岩の1 01nln程 度のブロックを含む)

⑥花同岩

①腐葉土層
②濁黄色砂混り粘質土層 (花闇岩のプロックを多量に含む)

③濁やまぶき黄色砂混り粘質土層 (1～ 6111111程 度の花間岩の風化砂粒)

④濁やまぶき黄色砂混り粘質土層 (花間岩のプロックを多量に含む)

⑤濁やまぶき色砂混り粘質土層
⑥暗やまぶき色砂混り粘質土層 (花間土のプロックφ10111111程 度を多量に含む)

⑦暗やまぶき色砂混り粘質土層 (花間上のプロックφ5111111少 量含む)

③暗やまぶき色砂混り粘質土層 (土墳墓埋土)

⑨濁やまぶき黄色砂質土層 (花自土の小プロックを少量含む)

⑩濁やまぶき黄色砂質土層
①濁やまぶき黄色砂質土層 (5111111程度の花間土の砂粒を含む)

⑫暗やまぶき黄色砂質土層

0                          2m

第18図 樋端第 Ⅱ調査区土層断面図 (1/40)
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第 19図  樋端第 Ⅱ調査区遺構配置図 (1/150)
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第20図 台状墓遺構配置図 (1/100)
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れ、中央部は若干窪む。この土層は棺床粘土と考えられ、中央部の窪みは棺底面の痕跡と考えられる。

規模は長軸現存長約2.3m、 短軸約0。 9m、 深さ0.59mを測る。長軸主軸方向E-18.5° 一Nを とる。

この土墳墓に伴う遺物は土層①から底部に穿孔が認められる壺 (第24図 16)が出土した。この壺は底

部に明瞭な平底を持ち、焼成後の穿孔が施されている。体部は体部最大径部分がかなり張る形態で、頸

部は直線的にやや内径気味に延び、この頸部からほぼ水平に屈曲し、日縁部に至る。日縁端部は上方に

ほんの僅かに摘み上げ、日縁部外面には沈線が施されている。体部外面には下半に上下方向のヘラ磨き

が、中位は横方向のヘラ磨きが、上半は4分割のヘラ磨きが密に施されている。内面は上半と下半に上

下方向の指ナデが、中位には横方向の指ナデが施されている。時期は下川津 I・ Ⅱ式併行期と考えら

れ、弥生時代後期中葉末～後半初と考えられる。

ST Ⅱ 04(第 25図 )

ST Ⅱ 04はST Ⅱ 03の 南側、標高30。 8mで検出した土墳墓で、平面形態は隅丸の長方形を呈する。断面は

部分的に3段の掘り方を持つように見られるが、基本的には2段の掘り方を持つ。土層は4層に細分さ

れ、土層④が部分的にしか残存しない状況から、①～③層が主堆積層で、ほぼ水平堆積している。土層

の堆積状況からは認められないが、断面から中央部に埋葬されたことが窺える。規模は長軸現存長約

2.93m、 短軸約1.61m、 2段目約0。 88m、 深さ0。 76mを測る。長軸主軸方向E-12° 一Nを とる。

この土墳墓に伴う遺物は出土していない。

ST Ⅱ 03・ 04は約0.7mの間隔を開け、ほぼ並行して検出したことまたこれらの土墳墓の丘陵高所側 (西

側)で周溝 (区画溝)を検出し、神越 2号墳の墓墳によって切られているもののちょうど2基の上墳墓

を区画するように緩やかに湾曲しするような平面形で検出したことから2基の土墳墓は同時期に掘削さ

れたものと考えられ、ST Ⅱ 03と 同時期の弥生時代後期中葉末～後半初と考える。

②土墳墓

ここで土墳墓と分類したものにはSTⅡ 05 0 06 0 07の ように壁体を川原石によって構築するものを含ん

でいる。土墳墓は北側丘陵の南東方向に延びる丘陵の頂部に、壁体を川原石で構築するものは丘陵斜面

部に位置することからそれぞれが選地での区分が認められる。しかし丘陵南斜面部は後世の畑地化によ

り現状で 4段の畑地が確認でき、土墳墓・土器棺を検出した部分は削平を受けていない部分で検出して

いることからこの選地の区分は現状での検出位置の状況である。

ST Ⅱ 01(第21図 )

ST Ⅱ 01は 調査区内頂部の南東側斜面部、標高35.3mで検出した土墳墓で、平面形態は隅丸の長方形を

呈する。断面は底面と側面の境が緩やかに丸くなる箱形を呈している。完掘状況で底面にはちょうど両

小日部分に小日板の痕跡が確認でき、北西側小日板の規模は幅 7 cm、 長さ55cm、 深さ 3 cm、 南東側小日

板の規模は幅10cm、 長さ62cm、 深さ3 cmを測る。土層は4層に細分され、土層①～④層がやまぶき色系

の砂混り粘質土で、花自土の小ブロックを多量に含む。長軸土層断面では底面小日部分で検出した小日

板の痕跡が土層断面でも確認でき、南東側では小日板の裏込め土も確認できる。短軸土層断面では土層

③が木棺底面と考えられる形状を呈している。この土層から推測すると木棺底面はやや角の張るU字状

を呈し、幅は約52cmを測る。規模は長軸長約2。 78m、 短軸約0。 9m(北西小日部分約0。 76m、 南東小日

部分0。 97m)、 深さ0。 41mを測る。長軸主軸方向はN-52° 一Wを とり、土墳墓はちょうど丘陵等高線

に並行している。若干南東側小日部分の規模が大きいことから頭位は南東側と考える。
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0              20cm
①淡黄色褐色砂混り粘質土層 (花間土状)

②濁黄色褐色砂混り粘質土層 (花間土状)

③濁黄色褐色砂混り粘質土層 (花蘭土状)

(褐灰色粘質土プロックを少量含む)

④黄褐色粘質土層
⑤花向岩バイラン土 (地山)

⑥やまぶき茶色砂混り粘質土層 (地山)

⑦濁黄色粘質土層 (木根)

第23図  ST Ⅱ 03平 。断面図 (1/40)

第25図  ST Ⅱ 04平 0断面図 (1/40)
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-第24図 ST Ⅱ 03出土遺物実測図 (1/3)
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土墳内から弥生土器の底部が出土している (第 21

図17)。

時期は弥生時代後期後半と考えられる。

ST Ⅱ 02(第22図 )

ST Ⅱ 02は調査区内頂部から南東方向に延びる丘陵

のほぼ中位稜線上、標高32.7mで検出した土墳墓で、

平面形態は隅丸の長方形を呈する。この土墳墓はST

Ⅱ09(土器棺墓)の周溝と考えられる溝を切って掘

り込まれている。断面は箱形を呈する。規模は長軸

長約1.58m、 短軸約0.55m、 深さ約0.5mを 測る。

長軸主軸方向はN-52° 一Wを とり、土墳墓はちょ

うど丘陵等高線に直交している。

ST Ⅱ 05(第 26図 )

ST Ⅱ 05は調査区内頂部の南西側斜面部、標高28。 9

mで検出した土墳墓で、墓墳掘り方内面に川原石に

より竪穴状の石室を構築する。斜面部で検出してい

るために南西側が削平され、北東側のコーナー部を

中心に残存する。墓墳掘 り方は長方形を呈するもの

と考えられ、墓墳内には側壁に幅10× 30cm、 厚さ約

10cm程度の川原石を直列状に約1.5m確認でき、現

存する部分で 3段積み上げている。一方小日部分も

同様に幅約15× 40cm、 厚さ約10～ 15cm程 度の川原石

を直列状に約0。 64m確認でき、現存する部分で 2段

積み上げている。側壁と小日は側壁が小日を挟み込

むように造 られている。南側側壁として一石確認し

ているが、前述した壁体の状況から確実ではない。

底面には10～ 25cm程度、厚さ 5～ 10cm程 度の川原石

を概ね上面を合わせているが、平面的には無秩序に

敷いている。

また土層②内には墓墳内石材と同様な石材が包含

されているが、土層の切 り合いからここでは無関係

のものとする。長軸主軸方向はN-67° 一Wを とり、

土墳墓はちょうど丘陵等高線に並行している。

ST Ⅱ 06(第 27図 )

ST Ⅱ 06は調査区内頂部の南西側斜面部、ST Ⅱ 05か

ら南東部へ2.5mの地点、標高28.6mで検出した土

墳墓で、墓墳掘り方内面に川原石により小型の箱式

石棺を構築する。斜面部で検出しているために南側

A

AL=35.600m

①濁やまぶき色砂混り粘質土層 (花聞土を含む)

②濁やまぶき色砂混り粘質土層
③濁やまぶき色砂混り粘質土層 (花向土の小プロックを含む)

8掴ミまぶ喜言移彊:鞠冒圭層 {先 闇碁8多日

`多

懲募量に含む)

⑥花闇岩
⑦ ③に花向岩のプロックを多量に含む
③濁灰黄色砂質土層
⑨暗灰黄色砂混り粘質土層 ※⑤ o⑥は地山

0                  10Cm

第21図  ST Ⅱ 01平 。断面図 (1/40)
出土遺物実測図 (1/4)
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第22図  ST Ⅱ 02平 。断面図 (1/40)
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第26図 ST Ⅱ 05平

①濁やまぶき黄色砂混り粘質土層

②濁やまぶき黄色砂混り粘質土層

(花間岩の小プロックを少量含む)ベース

③花同岩 (ベース)

o                          2m

。断面図 (1/40)

①やまぶき黄色砂混り粘質土層

②やまぶき黄色砂混り粘質土層

(花向岩の小プロックを含む)

o                  50cm 0                  10Cm

第28図  ST Ⅱ 07平 。断面図 (1/20)、 出土遺物実測図 (1/4)
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が削平され、西側小日と北側の側壁がかろうじて残存する。墓墳掘り方は長方形を呈するものと考えら

れ、墓墳内には側壁に幅15～20× 20× 30cm、 厚さ約13cm程度の川原石を直立させ、直列状に現状で 2石

確認でき、隙間から当初は 3石あつたものと考えられる。一方西側小日部分には幅10× 20cm、 厚さ約 7

cm程度の川原石を直立させる。

土層断面で見ると側壁は土層②上に置かれており、これが棺床粘土と考えられる。

長軸主軸方向はN-65° 一Wを とり、土墳墓はちょうど丘陵等高線に並行している。

ST Ⅱ 07(第 28図 )

ST Ⅱ 07は調査区内頂部の南西側斜面部東より、ST Ⅱ 08か ら西へ4.7mの 地点、標高32.2mで検出した

土墳墓で、平面形態が楕円形を呈し、断面形態が上開きのU字状を呈する土坑に土層①が堆積した後、

その上面に10～ 20cm、 厚さ 5～ 12cm程度の川原石の上面を平らに敷き並べている。土坑の規模は長軸

0。 74m、 短軸0。 51m、 深さ0。 16mを測る。敷き並べられた川原石の範囲は土坑と同じような平面形態

で、若干広い範囲である。

ここでは土墳墓として報告する。

18は ST Ⅱ 07周辺から出土した甑である。元々は台付きの鉢と考えられ、その底部に穿孔が認められ

る。

L=28.700m

①濁黄やまぶき色砂混り粘質土層

②やまぶき黄色砂混り粘質土層                  0         50cm

8晃蕎磐

き黄色砂混り粘質土層 (花閥岩の小プロックを少量含む)

第27図 ST Ⅱ 06平 0断面図 (1/20)
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③土器棺墓

ST Ⅱ 08(第29030図 )

ST Ⅱ 08は 調査区内頂部から南東方向に延びる稜線上、標高34。 7mで検出した土器棺墓で、上部がかな

り削平され、下部しか残存していない。

墓墳平面形態は直径約0.9mの 円形を呈し、土層断面から中央が緩やかに窪み、深さは0。 18mを測る。

ほぼ中央部に棺身下半が残存する。棺内には上部の破片が多量に落ち込んでおり、この破片から壺の形

状と蓋として鉢があったことが窺われる。

19は壺で底部に明瞭な平底を持ち、体部は内湾しながら延び、頸部は直線的に上方に延びる。体部最

大径はほぼ中央部にある。体部外面には縦方向の刷毛目が、内面は下位に縦方向の刷毛日、中位に横方

向の刷毛日、上位に縦方向の指ナデが施されている。

20は鉢で内湾する体部から口縁部は外方に屈曲する。小片しか残存しないが、壺とセットになるもの

と考えられる。

①濁黄やまぶき色砂混り粘質土層              
④

②やまぶき黄色砂混り粘質土層
③やまぶき黄色砂混り粘質土層 (φ O.511un程 度の砂粒を多量に含む)

④花閥土   ・

0                                       50cm

断面図 (1/10)第29図 ST Ⅱ 08平・
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第30図 ST Ⅱ 08出土遺物実測図 (1/4)

ST Ⅱ 09(第31032図 )

ST Ⅱ 09は調査区内頂部から南東方向に延びる稜線上、標高32.5mで検出した土器棺墓で、上部が削平

され、下部しか残存していない。この土器棺墓の丘陵高所側で「コ」字状を呈する周溝を検出した。

「コ」の字に屈曲する周溝のほぼ中央部で土器棺墓ST09を 確認したことから土器棺に伴うものと考え

た。周溝は幅1。 3～ 1.6m、 深さ0.34mを 測り、断面は上部が緩やかに開くU字状を呈する。また周溝外

幅は約5.7m、 内幅は約2.3mを測る。

墓墳平面形態は直径約0。 75～ 0。 83mの歪な円形を呈し、土層断面から中央がU字状に窪み、深さは約

0.47mを測る。ほぼ中央部に棺身が残存する。掘り方内には棺身である壺の底部を側壁際に向け、水平

からの角度が49° を測る。日縁部は丘陵高所方向を、底部が丘陵低所方向を向いているため等高線に直

赳

脇袂

m//
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L=32.600m

①灰やまぶき色砂混り粘質土層
②黄やまぶき色砂質土層
③濁灰やまぶき色砂混り粘質土層 (花 間上の小プロックを含む)

④濁黄やまぶき色砂混り粘質土層
⑤花間土

L=33.200m

ρ                                       70Cnl

①濁黄やまぶき色砂混り粘質土層
②濁黄やまぶき色砂混り粘質土層

(花闘岩の小プロックを含む)

③花岡岩 (地山)

第31図  ST Ⅱ 09平・断面図 (1/10)、 ST Ⅱ 09周溝土層断面図 (1/20)
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交する。壺の体部下半には焼成後穿孔が認められ、穿孔は棺身を設置した状況で底面側に位置する。棺

身と墓墳掘 り方間には棺身を安定させるために詰め込まれたと考えられる拳大程度の砂岩が確認でき

る。

22は壺で底部に明瞭な平底を持ち、体部は内湾しながら延び、頸部は直線的に上方に延びる。体部最

大径は中位よりやや下方にあり、下ぶくれの体部を持つ。頸部での打ち欠きは部分的に体部上半まで確

認できる。体部外面には叩きの後縦方向の刷毛目が、上位には縦方向のヘラ磨きが施されている。内面

は下位から中位にかけて縦方向の刷毛目が、上位は横方向の刷毛日、そして縦方向の指ナデが施されて

いる。

21は鉢で底部にしっかりした平底を持ち、体部はほぼ直線的に外上方に延び、日縁部近くで内湾し、

日縁部は外反する。体部内外面に刷毛目が施されている。

23024はST Ⅱ 09周 辺から出土したもので、23は 22の 日縁部と考えられる。

STⅡ 10 0 11(第 19033図 )

STⅡ 10 0 11は 調査区内頂部の南西斜面部、畑地化により削られた包含層から出土している。そのため

遺構は検出されていないが、かなり纏まって出土していることからあまり原位置を移動していないとい

う前提で土器棺墓とし、出土位置を平面図に落とした。両者とも標高30.6m当 たりで検出した土器棺墓

である。

25026は ST Ⅱ 10出 土の土器で、壺は底部に明瞭な平底を持ち、体部は内湾しながら延びる。体部最大

径はほぼ中位にある。体部外面には縦方向のヘラ磨きが、内面には板ナデが施されている。

27は STⅡ H出土の壺で、底部に明瞭な平底を持ち、体部は下半部が直線的に外上方に延び、上部で方

に張 りを持ち、屈曲する。そのため体部最大径は上位にある。体部外面は摩滅が著しく調整が不明であ

るが、内面にはヘラ削り・刷毛目等が施されている。

ST Ⅱ 12(第 34図 )

ST Ⅱ 12は調査区内頂部の南西斜面部、標高28.5mで検出した土器棺墓で、傾斜角度45° で検出してい

るためにかなり上部が削平され、下部しか残存していない。

墓墳平面形態は直径約0。 7mの 円形を呈し、土層断面から中央がU字状に窪み、深さは中央部で約

0。 23mを測る。ほぼ中央部に棺身が残存し、上部の破片は下方に崩れた状態で出土した。掘 り方内には

棺身である壺の底部を東側壁際に向ける。日縁部は西方向を向いているため、等高線に並行に置かれて

いる。壺の体部下半には焼成後穿孔が認められ、穿孔は棺身を設置した状況で底面側に位置する。

29は壺で底部に明瞭な平底を持ち、体部は内湾しながら延びる。頸部は直線的に上方に延び、外方に

屈曲する。おそらく2重 回縁壺になるものと考えられる。体部最大径は中位よりやや上方にあり、やや

肩の張る形態である。頸部から口縁部に至る屈曲部分で打ち欠かれており、一部分は頸部まで至る。体

部外面には下位に縦方向のヘラ磨きが、中位から上位には刷毛目が施されている。また体部上位から頸

部にかけてヘラ描き沈線が施されている。内面は下位に斜め方向の刷毛目が、中位に縦方向の指ナデ

が、上位に横方向の刷毛目が施されている。

28は高杯で、この土器棺の棺蓋にはこの高杯が転用されたと考えられ、脚部は打ち欠かれている。

S丁 Ⅱ13(第 19035図 )

ST Ⅱ 13は調査区内頂部の南西斜面部、畑地化により削られた包含層から出土している。そのため遺構

は検出されていないが、かなり纏まって出土していることからあまり原位置を移動していないという前
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0                  10cm

27

第33図 STⅡ 10 0 11出土遺物実測図 (1/4)
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①黄やまぶき色砂混り粘質土層
②やまぶき黄色砂混り粘質土層
③やまぶき黄色砂混り粘質土層
④花岡岩 (花 向土の小プロックを少量含む)

0                                       50cm

0                  10cm

第34図 ST Ⅱ 12平 0断面図 (1/10)、
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提で土器棺墓とし、出上位置を平面図に落とした。標高27.2m当 たりで検出した土器棺墓である。

31は壺で底部に明瞭な平底を持ち、体部は内湾しながら延びる。体部最大径はほぼ中位にある。体部

外面には下位に斜め方向の、中位から上位にかけて刷毛目の後縦方向のヘラ磨きが、内面には下位に指

ナデが、中位に横方向の刷毛目が、上位に指ナデが施されている。この壺には頸部が存在しないものの

胎土から同一個体と考えられる日縁部があり、日縁端部を上下に拡張し、外面に鋸歯文が施されてい

る。

棺蓋は (30)で 、壺の底部の転用 と考えられる。その他に壺の回縁部 (33)と、甕の底部 (32)が 出

土 している。

)                  10cm

第35図 ST Ⅱ 13出土遺物実測図 (1/4)
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これらの土器棺は棺身の時期は壺の形態により概ね 4時期に分けられる。

その時期決定の根拠は壺の体部最大径の位置で、中位より上半に最大径があり、肩の張るものSTⅡ H

(第33図 27)、 中位より上半にありやや肩の張るものST Ⅱ 12(第34図 29)、 中位にあるものあるものST

Ⅱ10013(第33図 26031)、 中位より下半にあり下ぶくれのものSTⅡ 08 0 09(第 30032図 19022)に分

類し、最大径が上位から下位に移行するものとした。

この結果築造順位はSTⅡ H→ST Ⅱ 12→STⅡ 10 0 13→ STⅡ 08 0 09の順序となり、ST Ⅱ 12の 棺蓋である高

杯が下川津Ⅲ式併行期と考えられることから、時期は弥生時代後期後半から弥生時代終末にかけての時

期とする。

④まとめ

第Ⅱ調査区で検出した台状墓、土墳墓、土器棺墓を見ると概ね弥生時代後期後半から古墳時代前期初

頭に造営されたもので、同時期に墳墓形態の異なるものが存在していることも判明した。

台状墓は主体部が土墳墓であるが、丘陵高所側に区画溝を持っており、明らかに他の土墳墓とは区別

されている。土器棺にも丘陵高所側に区画溝を持つST Ⅱ 09も あり、またその立地にも丘陵稜線上と斜面

部と土器棺内にも被葬者による格差があるものと考えられる。

第Ⅱ調査区で検出した土器棺の口縁部の方向はST Ⅱ 09が丘陵高所側、ST Ⅱ 12が 西方向と一定しない

が、おそらくこれは丘陵稜線上と斜面部というように立地の差によるものと考えられる。

土墳墓と土器棺の配置 (第 36図 )にはあまり規則性は認められない。しかし主軸方向は丘陵稜線上に

あるものは丘陵稜線に並行に、斜面部にあるものは等高線に並行にと規則性が認められる。また土器棺

に使用された壺 0鉢片の分布は土器を中心に約 8mの範囲内に広がるようである。

Eコ 土墳墓             r‐ ,ヽ

○  土器棺墓             
‐メ

数字は報告遺物番号

0                                       20rn

土器棺墓位置図、土器片出土位置図 (1/400)

％
鳴

第36図 樋端第 Ⅱ調査区土墳墓 0
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3.神越 2号墳

(1)調査前の状況

神越 2号墳は町道北側の丘陵で、標高36.8mの 頂部 (分岐部分)か ら南東方向に短く延びる丘陵先端

部、標高34。 6mに位置する (第 19図 )。

調査前の地形測量で、南東方向に延びる丘陵は先端部直前でくびれており、調査前から先端部では墳

丘上の高まり及びその高まり中央部南東側に穿たれた盗掘坑から石室石材が露出していたことから周知

の遺跡ではなかったものの古墳の可能性が指摘されていた。また調査前にこの高まり頂部には五角柱を

呈する地神塔 (倉稲魂命 0大己貴命・埴安姫命・天照皇大神・少名彦命)があり、その基礎部分に方柱

状の川原石が使用されていたことからも古墳の可能性が指摘できた。

この丘陵の南側 (町道に面する側)は調査前の地形で畑地化された4段の平らな面が確認でき、後世

の削平をかなり受けていることが確認されている。ちょうど最下段の畑地面がこの高まりの南側まで延

びており、当初古墳がかなり破壊されていることが予想された。

平成10年度の予備調査の結果、周溝と埋葬施設 (主体部)を持つ古墳であることが明確になった。た

だしこの時点では竪穴式石室か横穴式石室かは不明であつた。

調査にあたっては地形測量図及び予備調査の結果を踏まえ、現認出来る石室石材を基準に稜線上及び

主体部に直交する計 4本の畔を設定し、表土剥ぎから開始した。

(2)立地

神越 2号墳は調査前に想定していたとおり、北側丘陵の先端部に所在する。ちょうど丘陵がくびれて

いた部分は周溝に当たり、上部 (天丼石)か ら盗掘を受けていたものの玄室側壁及び羨道部が残る横穴

式石室であることが判明した。

この古墳の所在する丘陵が湊川に沿って延びていることから、眼下に湊川、そして湊川東側沿いに広

がる自鳥町の平野、さらに海まで見渡せる位置にある。

(3)周溝・墳丘 (第 37図 )

古墳は丘陵先端部、伐開後の墳丘検出面での標高32.Omで検出した。上部は盗掘と地神塔の建立によ

り玄室と羨道部の形状に掘削 0破壊されており、南西部墳裾は後世の畑地化による開墾で削平されてい

た。

周溝は丘陵稜線 (北西側)を切断するように掘削されているだけで、それ以外に当初から存在したか

どうかについては不明である。

検出状況から最大幅約7.Om、 土層断面から幅約5。 4m、 深さ約0。 47mを測る。

土層断面 C一 C′ から高所側の地山を削 りだし、墳丘側は版築で周溝が形成されていることが解る

(第38図 )。

墳丘は丘陵稜線に残る周溝がやや弧を描いていることより円墳と考えられ、墳丘部から周溝最下部ヘ

の変換点を墳裾とした場合に直径約H。 7m、 墳丘高は丘陵稜線側で周溝最下部から約0。 76mを 、先端部

側で現状の墳裾から1.14mを測る。墳丘はかなり削平されているが、断割 りの結果、地山 (花同岩)上

に盛土があり、かなり細かい版築の痕跡が確認できた。
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第37図 神越 2号墳平面図 (1/100)
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第40図土層断面G一 G′ 、H一 H′ (玄室に直交)でみると版築土層は概ねやまぶき灰色系の砂混 り

粘質土と暗茶灰色系の砂混 り粘質土の互層からなり、側壁際では花同岩の崩れた土 (花同土)を多量に

含むやまぶき茶色系の砂混 り粘質土と主として墳丘を構築する土層は粘質土で、側壁を固定する土層は

花闇土を多量に含むやや軟質の粘質土を呈していることが解る。

詳細は後述するが、石室構築と版築 (盛土)との関係はまず築造前の腐葉土 (所謂ブラックバンド)

が確認できないことから地山 (花間岩)成形後墓墳を掘削し、墓墳内に石室基底石、さらに上部の側壁

一石ごとに裏込め状に土層を突き固め、墓墳上面 (標高31.Om)までを一連の流れで造 られたものと考

える。次に現墳丘裾部から一回り小さい墳裾を形成しながら、側壁一石ごとに盛土を行い、上部 (標高

31.7m)の側壁を構築する。さらに側壁を構築し、天丼石までの盛土を行った後、墳丘の成形をするた

めの盛土を行ったことが解る。

(4)埋葬主体 (第39図 )

主体部は横穴式石室で、長軸主軸がN-13° 一Eを取 り、概ね南に開口する。

墓墳掘り方は石室の開口する南からみると平面形態が羽子板状を呈する。

玄室部掘り方は羽子板状を呈することから逆台形となり、断面は側面が垂直に、底面が平らな箱形を

呈する。規模は奥壁側が約3.Om、 玄門部側が約2.5m、 長さ約4。 4m、 深さ約0。 9mを測る。続く羨道部

は玄門部から約1.5m真 っ直く
゛
延びた後に若干西側に緩やかに屈曲する。断面は西側が 1段、東側が 2

段の掘り方を呈する箱形で、羨道底面中央部がやや窪み、その段になった部分に側壁を構築したものと

考える。この羨道部掘 り方の規模は玄門部側が幅約2.Om、 墓道側は若干広 く幅約2.5m、 現存長は約

3.3m、 深さ0。 41mを測る。羨道部に続く墓道は羨道部から真っ直く
゛
に南に延び、徐々に低くなり、断

面はU字状を呈する。墓道規模は幅約 1。 3m、 現存長2.3mを測 り、深さは約0.48mを測る。

玄室は奥壁基底石の 1石及び東側側壁基底石の 1石 を除き、幅0。 2～0.4m、 厚さ0。 1～0.15mの平た

い河原石を基底石内面が墓墳掘 り方から西側で0。 35～ 0.5m内側に、北側で0。 35～ 0。 48m内側に、東側

で0。 52～ 0。 67m内側にと若干西側に寄った位置に基底石は面を揃えて据えられている。この基底石の中

には方柱状の川原石も認められ、この方柱状の川原石は直列状に、奥壁と側壁は側壁が奥壁を挟み込む

のではなく、それぞれのコーナー部を接するように据えられている。また東側側壁基底石にある他と異

なる 1石は厚さが異なるのみで、その他の基底石と幅は同規模であるが、奥壁基底石の 1石は明らかに

同規模の平らな石を直立させていることが解 り、意図的である。

玄門部は玄室と羨道を仕切るように仕切石が据えられ、東側には約0.3× 0.4× 0。 7mの玄門立柱石が

据えられているが、西側には東側ほど大きくはなく約0.3× 0.4× 0.5mの やや大きい川原石が据えられ

ている。これらによって玄室部分の基底石が構成され、側壁は直線的で、胴張 りは認められない。この

基底石内側での規模は奥壁側約1.56m、 玄門部側約1.47、 長さ約3.53mと ほぼ長方形を呈する。玄室床

面は墓墳底面の地山成形後、直上に幅 5～ 25cm、 厚さ 3～ 5 cmの平たい石を平らに敷き詰めている。こ

の石床では若干中央部にやや小振りのものが認められるが、特に規則性は認められない。しかし東側壁

際の北部をみると明らかに側壁に沿って一列だけではあるが長方形状の石を並べた痕跡が確認でき、石

床の形成がこの北東隅から行われたことを窺わせる。この石床上面から人骨 3体分、土器、鉄製品、装

身具などが多量に出土している。

人骨には頭蓋骨 0上腕骨・大腿骨が確認でき、上腕骨及び大腿骨はほぼ玄室長軸とほぼ並行して確認
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L=31.100m

①腐葉土層
②濁黄色砂質土層 (淡茶色砂粒φ2～ 3111111程 度を含む)

③濁やまぶき黄色砂混り粘質土層 (花商土の小プロックを少量含む)

④濁黄やまぶき色砂混り粘質土層

⑤濁やまぶき黄色砂混り粘質土層   ヽ

⑥濁やまぶき黄色砂混り粘質土層 (花岡土の崩れた粒を含む)

⑦版築
③花聞土
⑨やまぶき黄色砂混り粘質土層 (腐葉土を少量含む)

⑩暗やまぶき黄色砂混り粘質土層 (腐葉土を少量含む)

①濁黄色砂混り粘質土層
⑫濁黄色砂混り粘質土層 (濁 自灰色砂混り粘質土を含む)

⑬やまぶき黄色砂混り粘質土層 (花 向土の小プロックを少量含む)

⑭濁灰黄色砂混り粘質土層
⑮灰黄色砂質土層
⑮濁灰黄色砂混り粘質土層
⑦淡灰黄色砂混り粘質土層
⑬濁灰黄色砂質土層
⑩濁黄灰色砂混り粘質土層

C′

L=31.

D

100rn

①腐葉土層
②黄色砂混り粘質土層
③暗やまぶき色粘質土層 (φ l～ 2 mm程 度の砂粒を互層状に含む)

④やまぶき色砂混り粘質土層

⑤濁黄やまぶき色砂混り粘質土層

⑥黄色砂混り粘質土層
⑦版築土
③花闇岩

L E32.000m

①腐葉土層
②黄やまぶき色砂混り粘質土層
③暗やまぶき色粘質土層 (φ l～ 2111111程 度の砂粒を互層状に含む)

④やまぶき色砂混り粘質土層
⑤濁黄やまぶき色砂混り粘質土層
⑥濁黄やまぶき色砂混り粘質土層 (φ l llull程度の黄白色砂粒を互層状に含む)

⑦暗黄やまぶき色砂混り粘質土層
③古墳版築土
⑨花同岩
⑩花閥土

o                         2m

L二30.1001m

L二 30.000m

①濁やまぶき色砂混り粘質土層 〔版築土 (花 闇岩)のプロックを含む)

②濁やまぶき色砂混り粘質土層

③濁灰やまぶき色砂混り粘質土層

④濁灰黄色砂混り粘質土層
⑤濁やまぶき黄色砂混り粘質土層

⑥暗やまぶき黄色砂混り粘質土層

⑦やまぶき黄色砂混り粘質土層

③暗やまぶき黄色砂混り粘質土層

⑨濁やまぶき黄色砂混り粘質土層

⑩灰黄色砂混り粘質土層
①濁黄色砂混り粘質土層
⑫暗黄色砂質土層
⑬暗黄色砂質土層 (1～ 3 11ull程度の砂粒を含む)

⑭暗黄色砂層 (1～ 3111111程 度の砂粒を含む)

⑮濁やまぶき灰色砂混り粘質土層

⑮茶灰色砂混り粘質土層
⑦やまぶき灰色砂混り粘質土層
*⑮・⑮・⑦は版築か

(腐葉土をわずかに含む)

(腐葉土をわずかに含む)

⑭

神越 2号墳土層断面図 (1/40)

D′

第38図

-51 -52-



。花商岩

▲砂岩 (砂粒が大

その他は全て砂岩

きい)

0                         2m

第39図 神越 2号墳玄室 0羨道部平 0立面図 (1/40)
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L=32. l00m

L=31.000m
G一一

①やまぶき黄色砂混り粘質土層(花嵐土の1ヽプロックを含む)

②濁やまぶき黄色砂混り粘質土層
③黄灰色砂質土層
④淡やまぶき茶色砂混り粘質土層

8ミ嚢ぶ喜優88渥 :鞄冒圭層糖

'状

準花敵 釧プロック綸 0
⑦暗白灰色砂混り粘質土層
③黄灰色砂混り粘質土層
⑨茶やまぶき色砂混り粘質土層(花闇岩のイヽプロックを含む)

⑩やまぶき茶色砂混り粘質土層 (暗灰色粘質土のプロックを含む)

①茶やまぶき色砂混り粘質土層
⑫暗灰色粘質土層(や まぶき黄色砂混り粘質土を含む)

⑬淡やまぶき茶色砂混り粘質土層 (粗砂を含む)

①濁やまぶき黄色砂混り粘質土層(版築プロックを含む)

②灰やまぶき色砂混り粘質土層

③暗やまぶき灰色砂混り粘質土倉(炭 を少量含む)

④濁やまぶき色砂混り粘質土層

⑤やまぶき灰色砂混り粘質土層

⑥やまぶき灰色砂混り粘質土層(版築プロックを含む)

⑦やまぶき灰色砂質土層(最下位がシルト状になる)

③やまぶき灰色砂混り粘質土層(砂層力:層状に入る)互層

⑨やまぶき灰色砂混り粘質土層(暗灰色粘質土を層状に含む)

⑩濁灰黄色砂混り粘質土層

①濁灰黄色砂質土層

⑫灰黄色砂質土層

⑬濁黄灰色砂礫層(φ l～ 5 Dull程 度の砂粒)

⑭暗灰黄色砂層(0 1 11ull以下の砂粒)

⑭灰色砂混り粘質土層 (粗砂を含む)⑨の小プロックを含む
⑮濁灰自色砂混り粘質土層(花同岩の川ヽプロックを少量含む)

⑩暗自こげ茶灰色砂混り粘質土層
⑫ ⑩に④のブロックを少量含む

④茶やまぶき色砂混り粘質土層 (花蘭岩のイヽプロックを含む)
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土)

Si:を言』il;菖:Ettζ[]営』ЁЮ滲奮皇嘗
⑬ ④と同じ(花崩岩の小プロックを含む)

][][:ζ]を言][            :首卜空)
3葉ミまぶ喜雹5甦骨逸瞥量蒼兆灰色粘質土プロックを含む)

8喜ミまぶ喜程蓼彊:鞄詈:圭層(暗灰色粘質土プロックを含む)
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を含む)
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含む)
⑩ ① と同じ (花同岩の角礫を含む)

①茶黄色砂混り粘質土に花商岩の崩れた土を含む
⑫暗灰色粘質土層
①濁灰色砂混り粘質土層

鰈 鰊 : 弱

)

⑩濁灰やまぶき色砂混り粘質土層
①灰やまぶき色砂混り粘質土層

8灰3Ё高言解廉孟認顎訊た土を含む)

①花自岩と灰茶色粘質土が混つた層(ベ ース)

⑮花閥岩 (ベース)

JL=30.800m

閉塞石見通し図(墓道より)

①黄灰色砂混り粘質土層 (炭 を少量含む)

②灰色砂混り粘質土層

③やまぶき黄色砂混り粘質土層

④茶灰色砂混り粘質土層

⑤濁やまぶき色砂混り粘質土層

⑥濁やまぶき黄色砂混り粘質土層

⑩濁黄色砂質土層

①濁黄色砂質土層 (花闇土の小プロックを含む)

⑫濁黄色砂層
⑬灰黄色砂層
①濁白灰色粘質土層(砂 つぽい。花同岩の4ヽプロックを含む)

⑮濁白灰色粘質土層(花自土のJヽプロックを含む)

①茶色砂混り粘質土に濁自色砂混り粘質土が混つた土層
⑫濁灰白色砂混り粘質土層

ヅ [:ζ翡 厖    島
③

8層震彙警瀑喜雹5遺眉粘質土層 (花向土の崩れた土を少量含む)

⑩花間土
①花自土 (崩れた土)

⑫濁灰色砂質土層 (花 聞岩の1ヽ プロックを少量含む)

①濁灰色砂質土層 (さ くい)

31::32:1]警量宦導囁繕i[ヤ劣ご」ノι′誦む)
⑦淡やまぶき茶色砂混り粘質土層
⑩花間岩 (地山)

8奪よ意會婁言移彊:鞄冒圭R(花
闘岩の小プロックを少量含む)

③やまぶき黄色砂混り粘質土層(①のプロックを含む)

④濁やまぶき黄色粘質土層
⑤濁茶灰色砂混り粘質土層
⑥黄やまぶき色砂混り粘質土層(暗灰色粘質土プロックを含む)

⑦黄やまぶき色砂混り粘質土と灰色砂混り粘質土の混つた層
③やまぶき茶色砂混り粘質土層
⑨濁やまぶき黄色砂混り粘質土層
⑩灰色砂混り粘質土にやまぶき色砂混り粘質土のプロックを含む
①濁黄やまぶき色砂混り粘質土層
⑫淡やまぶき茶色砂混り粘質土に灰色砂混り粘質土が多く混る
⑬ ①とこげ茶色粗砂層(花闇土の風化土)が混つた土層
① ⑬で花向土の風化土を少量含む
⑮茶色砂混り粘質土層 (灰色砂混り粘質土を少量含む)

⑮暗灰色砂混り粘質土層
⑦ ⑭に花自岩の小ブロックを含む
⑬濁灰黄色砂混り粘質土層(花同岩の月ヽプロックを少量含む)

⑩こしず茶色混り粘質土層(花商土の崩れた土を含む)

④灰茶色砂混り粘質土層 (花崩土の崩れた土を含む)

糞 [:ま]曹:::;抒賤:i:|あ1::3言 :;警
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3:::::3ti歩      t:[i』
≧層

⑫茶やまぶき黄色砂混り粘質土層
⑬やまぶき色砂混り粘質土層
⑭茶やまぶき黄色粘質土層

§言:][ζ:盲[][熙鷺[貫具「募][lξ )

⑩暗灰やまぶき色砂混り粘質土層

⑦濁黄やまぶき色砂混り粘質土層(花同岩の大プロックを含む)⑩ 淡灰茶色粘質土層

③やまぶき黄色砂混り粘質土層(花同岩を含む)      ① ⑮と⑮が混つた土層

⑨灰黄色砂質土層                  ①花聞岩

④濁灰色砂混り粘質土層             ① ⑦と⑫がプロックで混る

K⑤濁灰色砂混り粘質土層(花商岩のイヽプロックを含む)  ⑮暗黄灰色砂混り粘質土層(砂 っぽい)

⑥濁黄灰色砂混り粘質土層            ⑮濁灰黄やまぶき色砂混り粘質土層

⑦やまぶき茶色砂混り粘質土層(花聞岩の崩れた土を含む)⑦淡茶灰色砂質土層

①やまぶき黄色砂混り粘質土層

②黄やまぶき色砂混り粘質土層

③濁やまぶき灰色砂混り粘質土層

③暗灰色砂混り粘質土層

⑨濁灰やまぶき色砂混り粘質土層

⑩濁やまぶき灰色砂混り粘質土層

①淡茶色砂混り粘質土層
⑫暗灰色砂混り粘質土層

⑬ ⑦と⑫の互層

①やまぶき黄色粘質土層(ベース)

⑩淡茶灰色砂質土層(花崩岩のJヽプロックを含む)

④濁自茶色砂質土層(花闇岩の小プロックを含む)

o                          2m

⑬ ①と同じ(明茶褐色のプロックを含む)

⑩ ①と同じ椛蘭岩の小プロックを含む)

第40図 神越 2号墳玄室土層断面図 (1/40)
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できる。頭蓋骨も含めた人骨は概ね 3ヶ

所に纏まりがある。まず北西隅にほとん

ど腐朽 した人骨が確認でき、東側側壁に

沿ってまだ残 りの良い頭蓋骨 0上腕骨・

大腿骨がほぼ一直線状に確認でき、ほぼ

中央部から玄門部にかけてはかなり残 り

の良い頭蓋骨 0上腕骨・大腿骨が一直線

状に残る。この人骨分布で見ると概ね 3

体分の人骨が北西部、北東部、南側中心

部に埋葬されたことが解 り、腐朽状態で

おそらく北西部人骨→北東部人骨→南側

中央人骨の順に埋葬されたと思われる。

ここでは埋葬順により便宜的に第 1～ 3

被葬者とする。

次に装飾品である耳環・玉類・空玉と

鉄製品の分布を見ると北西部に耳環 2点 0

空玉 鉄ヽ鏃 0ガ ラス玉が出土し、北東部

では耳環 2点 0管玉 2点・ガラス玉 。鉄

製品が出土し、中央部では第 3被葬者人

骨頭部から約50cmほ ど距離があるものの

耳環 2点 0ガ ラス玉多数・勾玉・馬具・

刀子が出土しており、概ね人骨の位置と

合致していることが解る。さらに土器類

で見ると大きくは奥壁際中央に有蓋高杯

と蓋のセットが 2個体 0土師質甕の計 5

点が纏まって出土している。また南西隅

には須恵器杯身 2点 。杯蓋 4点 0有蓋高

杯 1点 0無蓋高杯 2点・台付き細頸壺 1

点 0平瓶 1点の計H点が纏まって出土し

ている。前者の纏まりはちょうど第 1被

葬者と第 2被葬者の頭部側の中間に位置

することからどちらに共伴する土器類か

不明であるが、後者の土器類の纏まりは

第 3被葬者に伴うものと考えられる。そ

の他の土器類については破片となって散

らばっているもの (H4)や 1～ 2個程

度が出土しているが、近い被葬者人骨に

伴うものと考える。
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第41図 神越 2号墳玄室内遺物出土状況図 (1/20)
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また第 3被葬者人骨がある周囲には10～

20cm程度の川原石が長方形状を呈するよう

に規則的に配されていることが解る。おそ

らく棺台と考えられ、この配置から棺の配

置及び規模が推定できる。

玄門部は東西の玄門石が張り出しており、

玄門部幅は約1.Omを 測る。

このことから玄室は両袖式の石室である

ことが解る。

玄室側壁は若干大きめの川原石もあるが、

主としては基底石よりやや長い方柱状を呈

する平らな石の小日面を内側に、持ち送り

しながら積み上げており、現存で奥壁が約

1.3m、 西側側壁が約1.6m、 東側側壁が

1.7m残存 していた。石室構築石材はほと

んどが川原石であるが、部分的に花同岩の

角礫が認められる。しかしその箇所には規

則性が認められない。西側側壁はかなり傾

斜しており、天丼石が取 り除かれた結果、

土圧によって内側に押されたものと考えら

れる。また上部でも基底石で確認できる奥

壁と側壁のそれぞれの端部石材のコーナー

を接するのみの構築は変わっていないこと

が確認できる。

それぞれの側壁には詳細に見ると一石ご

とに目地が確認でき、墳丘盛土・裏込め土

で検証したとおり、一石ごとに裏込め土・

盛± 1層 が一連のものであるということを

裏付けている。特に明瞭に認められるのは

標高31.Omの地点で、これは墓墳掘 り方上

0                          2m

第42図 神越 2号墳基底石 0

床石検出状況図 (1/40)

面の標高と同一である。

一方羨道部側壁は特に東側が破壊されており、そのため基底石は西側で 4石、東側で 1石が確認され

たのみである。西側基底石は底面が一定しておらず玄室部分からすると緩やかに低くなる。そのためか

玄室と同規模の川原石を使用しているがやや雑な感は否めない。東側は 1石 しか残存していないが、抜

き取 り穴及び墓墳掘 り方から推測すると2段掘墓墳の段上に基底石を据えていたようで、明らかに西側

と構築方法が異なる。側壁内面での幅は約1.Omを測る。羨道部側壁は玄室側壁に比べるとやや乱雑で、

玄室同様方柱状の川原石の小日面を内側に構築していくが、裏込め土との関係は 1石に対して 1層 では

なく5～ 10cmの細かい土層で版築されている。
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羨道部床面は土層断面 J一 」
′

をみるとほぼ水平で、玄室部分に比べると石床上面と同じ高さで、地

山面で見ると玄室部分の方が低いことが解る。これは墓墳掘削段階から玄室部・羨道部が分けられて掘

削されたことを示している。

またこの羨道部には側壁に使用した川原石と同規模の川原石が纏まって 2ヶ 所で検出されている。 1

ヶ所は玄門部近くで検出したもので、床面から若干浮いた状態であったので盗掘時に転落した側壁石材

と判断した。もうlヶ 所は羨道部南端で、側壁石材と同規模の纏まりを検出した。これらは乱雑ではあ

るが羨道部中央に床面直上から積まれていることから閉塞石の可能性がある。

羨道部から遺物は出土していない。

玄室内及び羨道内は盗掘時に天丼石が抜き取られたために、かなりの流入土が堆積していた。その堆

積状況を見ると中位から上位にかけては傾斜堆積も確認でき、攪乱を受けていることが解るが、下位に

ついては水平堆積し、また床面出土の遺物に攪乱の様子が認められなかったことから、盗掘前に堆積し

た土層 (土層⑬ O⑭)で あることが解る。またそのことは中位から上位にかけてかなり側壁石材が混入

しているにもかかわらず、下位層には含まれず、また中位 0上位層が粘質土に対し、下位層が砂礫・砂

であることからも解る。

(5)出土遺物

石室内から須恵器・土師器・瓦器・土師質土器などの土器類、馬具・刀子 0鏃などの鉄製品、ガラス

玉 0管玉 0勾玉などの装飾類が出土している。この内玄門部仕切石上面で出土した土師器皿 (H7)と

玄室内包含層から出土した瓦器椀 (H6)については後世のものと考えられ、古墳の副葬品ではない。

34～40は鉄製品である。

34035は餃具で、縁金が一周し、その基部に鉄棒を巻き付けて、刺金とするものである。

34は縁金で、形態は中央下部でややくびれる。直径 8 mm程度の鉄棒を曲げ、下部右隅で接合したもの

と考えられる。長さ8.3cm、 幅4.4cmを 測る。

35は刺金で、直径 8 mm程度の鉄棒を全体的にやや反りぎみに、先端部は短く屈曲させ造られ、基部は

縁金に巻き付けたことが解るような曲がり方をしている:長さ8.8cmを 測る。

36～ 38は鉄鏃である。36は鏃身部が欠損しているがおそらく三角形鏃と考えられ、杉山分類のC形式

Iあ るいはⅡ形式に相当するものと考える。37・ 38は長頸鏃である。37は関が台形関を呈し、現存長10

cmを 測る。38は鏃身部が菱形を呈し、関が左右に突起状に短く延びるもので、現存長 14.Ocm、 鏃身部

2.5cm、 頸部8.7cmを 測る。

39は刀子で、刃部が欠損し、茎部分が出土している。表面には茎と平行する木質と茎に斜行するよう

な組状 ?の痕跡が残存している。現存長 5。 6cmを測る。

40はキャップ状を呈するが不明鉄製品で、先端が尖り、約 2 mm程度の鉄板を曲げて造られている。

41～ 81はガラス製の自玉である。

41～ 77は大きさにより①直径 3 mm、 高さ1～ 2 mm、 ②直径 5 mm、 高さ3 mm、 ③直径 6 mm、 高さ3～ 5

mm、 ④直径 7 mm、 高さ5～ 6 mm、 ⑤ 8mm、 高さ7 mmを 測る5種類に分けられる。41～48が青色 (空色)、

49が青緑色、50～ 77が紺色である。78079は緑色で、大きさは① O②に相当する。80・ 81は黄色で、大

きさは①・②に相当する。

82・ 83は碧玉製の管玉で、84は水晶製に比べると透明度がないことか ら石英製の勾玉と考える。
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85～ 90は耳環である。銅芯に渡金を

施している。

91～ 93は銅製の空玉で、床面から8

点出土しているが、残存状況がいいも

のはその内 3点を図化した。

床面から出土した須恵器・土師質土

器は纏まりを持って出土しているので、

それごとに説明する。

94～ 104は玄室部の玄門部側から纏

まって出土した一群で、第 3被葬者の

足下から出土した。第 1群 とする。

94～ 97は須恵器杯蓋で、天丼部から

緩やかに体部、そして口縁部となり、

体部と口縁部の境が僅かなに屈曲する。

天丼部に粗いヘラ削りが認められる。

98・ 99は須恵器杯身で、やや上方に屈

曲する受け部と内傾し、細く延びる立

ち上がりを持つ。器高が若干違うが、

底部には粗いヘラ削りが施されている。

100・ 101は無蓋高杯で、脚部は下位

で屈曲し、外面屈曲部分にシャープな

稜を持つ。杯部は箱形を呈し、体部は

真っ直ぐ上方に延び、回縁端部はやや

外反する。

102は有蓋高不で、脚部は下半部で

緩やかに屈曲し、外部は杯身と同様に

上方に屈曲する受け部と内傾する細い

立ち上がりを持つ。

103は台付きの細頸壺である。

104は平瓶である。底部に平底を持ち、

体部中位がやや肩の張る形態で、体部

上面 2箇所に粘土粒を粗く貼 り付けて

いる。

時期は田辺編年 T K209型式併行期

と考えられる。

105・ 106は第 1群の北にあり、第 3

被葬者の中位から出土した。第 2群 と

する。
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105は有蓋高杯で、脚の形態に若干差があるが、ほぼ102と同時期と考えられる。

106はハソウである。日縁部は上位で屈曲し、かなり開く。

107は第 2群の下位から出土した壺の底部である。

以上第 1群 と第 2群は第 3被葬者に近接して出土していることから、第 3被葬者に伴う副葬品と考え

られる。

108は第 2被葬者足下から出土した台付きの細頸壺である。103に比べると口縁部の形状に若干の差が

あり、時期差と考える。

109～ 113は玄室奥壁中央部、第 2被葬者の頭部から出土した一群である。第 3群とする。

1090110は須恵器杯蓋で、天丼部から緩やかに体部、そして日縁部となり、体部と口縁部の境が僅か

に屈曲する。天丼部内面に当具痕が明瞭に残る。

lH・ 112は須恵器有蓋高杯である。脚部はスカー ト状に広がり、杯部はやや上方に屈曲する受け部と

内傾し、短く延びる立ち上がりを持つ。内定面に杯蓋と同様な当具痕が残る。

113は土師質甕である。底部に平底を持ち、体部はやや内湾し、日縁部が僅かに外方に屈曲する。日

縁部内面と外面に刷毛 目が施されている。時期は田辺編年T K43型式併行期と考えられる。

1140115は 玄室北西部、第 1被葬者に近接して出土した須恵器である。H4は無蓋の長脚無蓋高杯で

ある。115は平瓶である。104の平瓶に比べると底部が丸底で、体部の張りも弱い。体部上面にある円形

の浮文も丸く、丁寧に貼り付けられている。

第 3群とした須恵器 0土師質土器は第 2被葬者の頭部としたが第 1被葬者との間で出土しているため

にどちらの被葬者に伴うものかは不明である。

116は 玄室内上部包含層から出土した瓦器椀で、底部に断面三角形に近い高台を、体部外面には指頭
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痕の後口縁部外面にヘラ磨きが、内面に粗いヘラ磨きが施されている。和泉型の瓦器椀で、Ⅱ-3期 と

考えられる。

117は土師器皿である。玄門部の仕切石上面から出土している。底部が平底で、体部は直線的に外上方に

延び、日縁端部は僅かにやや内方に屈曲させ、丸く収める。底部は手持ちヘラ削りが施されている。

(6)ま とめ

神越 2号墳築造過程 (第48049図 )

今回検出した神越 2号墳は玄室部分で天丼石及び側壁の上部が、羨道部で天丼石及び東側側壁がほと

んど盗掘により破壊されていたが、以外に玄室部分側壁及び墳丘盛土の残りがよく、この古墳の築造過

程を検討するのに十分な資料が得られた。

現在まで東讃地域、特に大内町以東では横穴式石室を完掘した事例はなく、神越 2号墳の築造過程を

復元することにより、今後の東讃地域における横穴式石室を主体部に持つ古墳の築造方法を検討する資

料としたい。

この古墳の築造過程を検討するに当たり、資料とするのは第 39図側壁実測図と第 40図土層断面 G一

G′ 、 I一 I′ 、K一 K′ を参考とする。

本文中でも触れたが、玄室側壁実測図を見ると一定のラインで横目地が通る箇所が数条認められる。

特に標高31.Omラ インでは概ね両側壁及び奥壁でそれが確認できる。また 3ヶ 所の墳丘断ち割土層断面

をみると明らかに土層の堆積状況に土層の堆積 (版築)の単位が数回認められることが解る。

この側壁に残る横目地と墳丘盛土に認められる版築単位を基に神越 2号墳の築造過程を復元したい。

①地山成形

まず神越 2号墳が所在する位置は調査区内最高所、標高36.8mか ら南東方向に延びる尾根の先端部に

造られている。この尾根の古墳築造前の地形はおそらく頂部から緩やかに高さを減じ、湊川に向かって

低くなっていた傾斜面であつたと考えられる。

そこで玄室に直交する 2ヶ 所の墳丘盛土断割 り土層断面G一 G′ 、 I一 I′ 及び玄室に並行する墳丘

土層断割 り断面K一 K′ を見るとを花同岩 (花自土)を基盤層とする上部にやまぶき色系及び灰色系の

砂混 り粘質土層 (墳丘築造以前に花間岩に堆積した土層)の上面から墳丘盛土が確認できる。

ちょうどその境に腐葉土層 (所謂ブラックバンド)が確認できないこと、その上面がどの土層断面か

らもほぼ標高31.Omを前後する高さであること、また盛土を除去した状態が概ね平らであった状況から

墳丘構築前におそらく尾根筋高所側を尾根筋断面がL字状を呈するように切断することで地山成形を行

い、平らな面を造ったものと考える。

②墓墳掘削

地山成形を行った後に当初から決められていたであろう石室規模及び石室開口方向でやや大きめの墓

墳を掘削する。この墓墳は壁が垂直に掘削され、底面は平らに造られており、断面箱形を呈する。この

時点で同時に玄室部分・羨道部分・墓道も含めて掘削されている。また羨道部は西側に緩やかに屈曲さ

せるためか東側が 2段掘に掘削されている。

③玄室・羨道部の基底石設置

墓墳掘削後羨道部東側を除き、底面の墓墳壁からやや内側に玄室・羨道部の内面を合わせるように基

底石を設置する。この基底石は玄室部が厚さ10～ 20cm程度で、平面形態がほぼ方形を呈するものはそれ
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①墓墳掘削、玄室・羨道部の基底石設置

②墓墳上面までの壁体構築

③石室上部の壁体構築 (第 1次盛土)

④墳丘の成形 (第 2次盛土)と周溝掘削

)           2m

第48図 神越2号墳築造過程図その①(1/80)
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第49図 神越 2号墳築造過程図その② (1/80)

ぞれの側面を、方柱状を呈するものはそれぞれの小日部分を直列状に設置し、奥壁と側壁コーナー部は

それぞれ端部の石材の角を接するように設置している。直列状に設置するのは西側基底石に認められ、

西側が丘陵高所側である。羨道部基底石はかなり破壊されているものの玄室部に比べると雑の感があ

る。

また基底石がどの部分から設置されたかは不明である。

この基底石で特に奥壁 4石のうち西から2石 目については同規模の平たい河原石を直立させており、

鏡石的な要素を持ち、玄室北西部 (左奥部分)が特別な位置であることを示唆している。

④墓墳上面までの壁体構築 (石室下部の安定化)

墓墳底面に基底石を設置した後に壁体石材となる方柱状の川原石を持ち送りさせながら構築する。そ

の際に方柱状の石材は基底石に直交するように、つまり基底石上部に積み上げられる方柱状の石材は内

側にする小日面を合わせるために石材の外側 (反対小日側)半分程度は基底石の上部に乗らず、下部石

材の裏込め土の上部に乗せ、安定させている。しかしこの壁体石材がすべて方柱状を呈する川原石ばか

りではなく、幅・厚さに様々な石材が認められ、その中には下部石材の上面に収まる石材も存在する。

これは基底石石材平面形に方形 0長方形 (方柱状)と様々な石材により、部分的には長側面を接する並

列状態あるいは小日面を接する直列状態という状況からも解ることで、基底石石材・壁体石材の選定に

おいて特別な基準は無く、周辺で入手できる石材を使用して石室を構築した結果であると考える。

このように基底石も含め壁体石材を 1石ごと構築するのと同時に墓墳掘り方と壁体石材の間には裏込

めを行い 1石ごとの安定化と上部石材のための安定面を造りながら墓墳掘り方上面(標高31.Omあたり)
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まで一連の流れで構築したものと考える。

⑤石室上部の壁体構築と擬墳丘盛土 (第一次盛土)

墓墳掘り込み面まで壁体を構築した後に石室上部の壁体を構築していく。その際上部壁体も下部同様

に持ち送りさせながら、 1石ごとに 1～ 4層程度の土層を 1単位としながら盛土する。壁体の最上部と

天丼石が抜き取られており、推測の域を出ないがおそらくこの盛土は天丼石を構架するまで繰り返し、

その結果、墳丘上の高まりができたものと考える。この壁体構築に伴う盛土の範囲は現在確認できる墳

丘よリー回り小さいもので、土層断面G一 G′ 、 I一 I′ で見ると西側で1.5～ 2.Om、 東側で2.3～ 2.7

mを測ることから平面形態が歪な墳丘 (擬墳丘)が出来たものと考える。この壁体構築に伴う盛土を第

一次盛土とする。

この③～⑤の工程で石室が完成するため奥壁・両側壁面には 1石ごとに概ね横目地がとおり、墓墳掘

り方上面 (31.Om)で明瞭に横目地が確認できることとなる。

⑥墳丘の整形 (第二次盛土)と周溝掘削

第一次盛土により擬墳丘が成形され、次に墳丘を円形にするために形を整える盛土を行う。これと並

行して①工程時に地山成形を行った丘陵頂部側 (高所側)の周溝を成形し、その際生じた余剰土も墳丘

整形の盛土として使用したものと考える。

この第一次盛土と第二次盛土を見ると丘陵頂部側 (西側)は 2～ 15cm程度の細かい土層の版築を行っ

ているが、反対側である丘陵先端部側 (東側)は 10～20cm程度のやや粗雑な盛土で成形されていること

が解る。

⑦埋葬

①～⑥の工程で神越 2号墳は完成した後に被葬者の埋葬を行う。被葬者の埋葬と副葬品の搬入につい

ては工程⑤でも可能であるが、ここでは古墳の完成後に行つたものと考える。

③閉塞と墓道埋め戻し

被葬者の埋葬と副葬品の搬入が終了した後、羨道部先端部の川原石による閉塞と墓道の埋め戻しを行

い古墳の造営及び被葬者の埋葬が終了する。

以上①～③の工程を経て、神越 2号墳が完成し、埋葬が終了する。

石室内埋葬順序

神越 2号墳では玄室床面のみから遺物が出土している。土層断面H一 H′ でみると玄室下層には砂礫

層及び砂層が水平堆積しており、後世の盗掘以後に堆積したものではなく、盗掘前に徐々に堆積したも

のであることが解る。また奥壁際と玄門部際から纏まって出土した土器類が置かれた位置で転倒した状

態で出土していることやそれぞれの人骨部位が概ね一直線上に並ぶことから玄室床面で出土した遺物は

埋葬当初の原位置から大幅に移動していないものと考える。

そこでこの人骨及び副葬品の配置・時期を詳細に検討することにより、被葬者の埋葬順序が推定でき

る。

まず本文中でも触れたが、人骨は頭蓋骨・上腕骨・大腿骨が確認でき、出土状況から概ね 3体分の人

骨が北西部、北東部、南側中心部に埋葬されたことが解り、腐朽状態でおそらく北西部人骨→北東部人

骨→南側中央人骨の順に埋葬されたと考えられる。ここでは埋葬順により便宜的に第 1～ 3被葬者とす

る。しかしこの埋葬順は人骨の腐朽状態によるもので、それ以外の裏付けがないことから出土副葬品に
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よってこれを補強するものである。

その副葬品のなかで装飾品である耳環・玉類・空玉と鉄製品の分布を見ると北西部 (推定第 1被葬者

周辺)に耳環 2点・空玉・鉄鏃・ガラス玉が出土し、北東部 (推定第 2被葬者周辺)では耳環 2点・管

玉 2点・ガラス玉・鉄製品が出土し、中央部 (推定第 3被葬者)では人骨頭部から約50cmほ ど距離があ

るものの耳環 2点・ガラス玉多数・勾玉・馬具・刀子が出土しており、概ね人骨の位置と合致している

ことが解る。さらに土器類で見ると大きくは奥壁際中央に有蓋高杯と蓋のセットが 2個体 0土師質甕の

計 5点が纏まって出土している。また南西隅には須恵器杯身 2点・杯蓋 4点・有蓋高杯 1点・無蓋高杯

2点・台付き細頸壺 1点 0平瓶 1点の計H点が纏まって出土している。前者の纏まりはちょうど第 1被

葬者と第 2被葬者の頭部側の中間に位置することからどちらに共伴する土器類か不明であるが、後者の

土器類の纏まりは第 3被葬者に伴うものと考えられる。

また第 3被葬者人骨がある周囲には棺台として使用された川原石が長方形状を呈するように規則的に

配されている。

以上の玄室床面副葬品検出状況からすると埋葬当初の原位置を留めており、追葬に伴う「片付け」と

いう行為も行われなかったものと考える。この前提に立てば前述したように概ねそれぞれの被葬者に伴

うものと考えられ、奥壁際中央部で出土した須恵器・土師質土器の纏まりが第 1被葬者か第 2被葬者に

伴うものかが判断できれば埋葬順序が解る。

そこで出土須恵器をみると奥壁際中央部で出土した須恵器は杯蓋の形態・内面に残る当具痕・法量か

ら田辺編年T K43型式併行期と考えられ、一方玄門部側で出土した須恵器は杯身・杯蓋の形態・法量か

ら田辺編年T K209型式併行期と考えられることから、須恵器による第 102被葬者と第 3被葬者の間

に前後関係は指摘できる。次におそらく第 1被葬者に伴うものと考えられる第47図 無蓋高杯 (H4)・

平瓶 (H5)は奥壁際中央部で出土した土器群と同時期であることからやはり第 1被葬者と第 2被葬者

の前後関係は判断できない結果となった。

以上の結果から人骨の腐朽状態に差があるもののここでは第 1被葬者と第 2被葬者は同時期に埋葬さ

れ、続いて第 3被葬者が追葬されたものと考える。

また被葬者は第 3被葬者部分で棺台を確認したことから木棺と考え、その他の被葬者も同様に木棺に

安置され、埋葬されたものと考える。木棺の規模は棺台配置から推定すると幅約0.56m、 長さ約1.7m

程度の規模で、この前提で推測すると第50図のような木棺配置となる。おそらく初葬段階で第 1被葬者

と第 2被葬者が埋葬され、棺配置及び奥壁に鏡石を意識した奥壁構築から第 1被葬者の優位性が指摘で

きる。

続いて追葬時に第 3被葬者が埋葬されるが、この時点では依然初葬時の木棺が残っているために空い

たスペースに埋葬した結果、このような棺配置になったものと考えられる。
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第Ⅲ調査区

1.南丘陵樋端遺跡

樋端遺跡の南丘陵は丘陵高所側ではほぼ東西方向に延びるが、調査区内中央部でほぼ直角に北方向に

曲がる。調査区内は全面において、後世の畑地化により開墾され、調査前に畝状の痕跡が確認できた。

特に北側においては丘陵稜線から西半分がかなり削平を受け、広い面積の平らな部分が確認できた。こ

の段々畑状の開墾は西側斜面で顕著に認められる (第 52図 )。

また北側東斜面はかなり急激に傾斜しており、旧状を留めていないものと考える。

第Ⅲ調査区 (南丘陵)には丘陵稜線上に 1本、それに直交するように 3本、合計 4本の土層壁を設定

した (第 53054図 )。 その土層から丘陵稜線上では腐葉土・若干の包含層直下で遺構面の地山 (花 間

岩)となり、その直上で遺構を検出した。また斜面部においても同様であるが、斜面部では土層断面C

一C′ で丘陵削平土で平らな部分の面積を拡大した状況が確認でき、遺構はその地山斜面において検出

している。この丘陵上後世の開墾と風雨による土砂の流失で遺構面はかなり削平を受けているものと考

えられる。また低地ほど土砂の堆積が確認できず、現地表面から20cm程 度で遺構面となることが解る。

南丘陵樋端遺跡 (第Ⅲ調査区)か らは特に南側を中心に弥生時代後期後半から古墳時代初頭の竪穴住

居 1棟、土墳墓35基、土器棺墓21基、不明遺構 3基、古墳時代中期の古墳を 1基検出した (第 55図 )。

①堅穴住居跡

SHⅢ 01(第 51図 )

SHⅢ 01は南丘陵 (第 Ⅲ調査区)先端部、標高29。 9mにおいて検出した竪穴住居である。北側が丘陵先

端部となるために削平を受け、南側 3分の 1程度が残存する。残存する部分から平面形態は円形を呈す

ることが解る。規模は直径約6.28m、 床面積約31ぷ、検出面からの深さは埋土が残存する部分で約0。 18

mを測るもので、全体的にかなり削平を受けているが、中央土坑と主柱穴を検出した。

またこの竪穴住居は南側で土器棺墓STⅢ 44を切っている。

南側に残る竪穴住居堆積土 (第 51図土層②黄やまぶき色砂混 り粘質土)を取 り除くと竪穴住居の内部

構造が判明した。

主柱穴は残存する床面から2穴検出しており、復元すると5穴 と考えられる。主柱穴は平面形態が歪

な円形で、直径0。 16～ 0.30m、 深さ0。 28～ 0。 33mを測る。また竪穴住居内部には主柱穴以外に数個の柱

穴を確認したが、同時性を検証出来なかった。

中央土坑は北半分が削平を受けているが、底面部分はかろうじて残存している。平面形態は円形と考

えられ、断面がU字状に窪む。底面上に土層⑤ (黄色砂混 り粘質土)が厚さ 6 cmほ ど堆積し、上部に炭

層が 3 cmほ ど堆積している。

また南壁際で炭・焼土を含む土坑を検出した。平面形態が歪な方形で、断面が底部隅が張った箱形を

呈する。底面に土層⑥ (暗やまぶき黄色砂混 り粘質土)が堆積し、やや窪んだ部分に炭層、土坑南側に

焼土塊が確認でき、焼成施設の様相を呈している。

丘陵上で検出した竪穴住居はこの 1棟のみで、これ以外に居住施設は検出していない。

住居床面中央土坑の西側から甕 (第 51図 H8・ 119)が 出土しているだけで、ほとんど遺物は出土して

いない。
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囲
焼土

0                         10Cm

少量の出土遺物をみると甕は底部がしっかり残 り、

やかに外反し、日縁部は外反しながら外上方に延び、

には縦方向の刷毛目が施されている。

時期は弥生時代後期後半と考える。

①濁やまぶき色砂混り粘質土層

体部最大径が体部のほぼ中央部にある。頸部は緩

端部は丸く収める。調整は内面にヘラ削り、外面

L=29.600m
il

①暗やまぶき黄色砂混り粘質土層
(焼土プロック及び炭を含む)

②黄やまぶき色砂混り粘質土層
③やまぶき黄色砂混り粘質土層

(カ コウ岩の小プロックを少量含む)

④黄色砂混り粘質土層
⑤濁黄色砂混り粘質土層

L=29.800m
ざ

①濁黄色砂混り粘質土層(炭 を含む)

②赤褐色砂混り粘質土層(赤変)

③暗赤灰色砂混り粘質土層
④褐赤色砂混り粘質土層(焼土)

⑤炭層
⑥暗やまぶき黄色砂混り粘質土層
0                2m

第51図 SHⅢ 01平 0断面図 (1/60)、 出土遺物実測図 (1/3)

②土墳墓

南丘陵は細かい地形をみると北西方向に延びた丘陵が緩やかに東に曲がり、第Ⅲ調査区中央部で北方

向に屈曲する。またこの北側では丘陵稜線部から西側が畑地化によりかなり削平されており、旧地形を

呈していない。

土墳墓はこの屈曲部分から南の丘陵上で合計34基検出した。現状でみると土器棺墓と土墳墓の分布は

概ねこの屈曲部を境として北側に土器棺墓群、南側に土墳墓群が存在する (第 55図 )。 しかし北側がか

なり削平を受けているために不明であるが、土墳墓が北側にあった可能性も指摘でき、またそれは北丘

陵 (第 Ⅱ調査区)で土墳墓と土器棺墓が混在した状態で確認していることからも窺われる。

土墳墓群はSKⅢ 02 0 05 0 09 0 15の 4基 を除く全てが丘陵稜線に並行するように造られており、特に南

側中央部稜線上には調査区内で最大規模のSTⅢ 25が あり、STⅢ 23 0 24 0 26も 含めて中心的な部分と考え

られる。また南側斜面部ではほぼ同じ等高線上に平坦部を造 り、直列状態の列埋葬が確認でき、頂部も

L=29.600m

b――   ――
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L=34.800m

A

L二34.000m

*

L E33.000m

一
だ

　

＊
ｂ

①腐葉土層
②黄やまぶき色砂混り粘質土層
③黄やまぶき色粗砂混り粘質土層
④濁黄やまぶき色砂混り粘質土層

(花商岩の粒を多く含む)

⑤ ④ (④よりやまぶき色)

⑥やまぶき黄色粘質土層
⑦濁やまぶき色粘質土層
③ ⑦ (花商岩の粒を多く含む)

⑨やまぶき黄色砂混り粘質土層
(花間岩プロックφ5～ 1011ullを 含む)

o                        2m

⑩やまぶき黄色砂混り粘質土層
(花 闇岩の砂粒を含む)

①濁黄色粘質土層
⑫濁黄色砂混り粘質土層
⑬暗やまぶき黄色砂混り粘質土層

(花闇岩のプロックを含む)

⑭ ⑫ (花自岩の小プロックを少量含む)

⑮濁やまぶき黄色砂混り粘質土層
⑩ ⑮ (花 自岩の小プロックを含む)

⑦花自岩

第53図 樋端第Ⅲ調査区土層断面図 (1/40)
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cL」」.200m

L=30.200m

L=32.600m
D―

L=31.300m

E

―
C′

①腐葉土層
②暗灰黄色粘質土層 (旧耕作土)

③暗灰黄色砂混り粘質土層 (旧耕作土)

④ ③ (花闇土の小プロックを含む。旧耕作土)

⑤暗黄灰色砂混り粘質土層
(花商土の砂粒を含む)

⑥暗黄灰色砂混り粘質土層
(花商岩のプロックを含む)

⑦濁灰黄色粘質土層 (耕作土)

③灰黄色砂混り粘質土層

⑨淡黄褐色砂混り粘質土層

⑩ ⑦ (花閥岩のプロックを含む)

①花自岩の崩れた土層

⑫濁灰色砂混り粘質土層

⑬ ⑫と花闇岩の混つた層

⑭暗灰黄色粘質土層
(花同岩のプロックを少量含む)

⑮淡褐黄色砂混り粘質土層

⑮暗褐灰色粘質土層

⑦花同岩

L=29.300m

①腐葉土層
②黄やまぶき色砂混り粘質土層

③やまぶき色砂混り粘質上層

④濁黄やまぶき色砂質土層
⑤花商岩

①腐葉土層
②黄やまぶき色砂混り粘質土層

③やまぶき黄色砂混り粘質土層
(花自土プロックφ5～ 1011ullを 含む)

④花闇岩

o                        2m

L三 30.000

L=27.300m

第54図  樋端第Ⅲ調査区土層断面図 (1/40)
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含めてほとんど土墳墓に切 り合いはなく規則的に造営された墓域であることが解る。

STⅢ 01(第 56図 )

STⅢ 01は調査区中央部の北側斜面部、標高31.Omで検出した土墳墓で、平面形態は隅丸の長方形を呈

する。断面は中央部が緩やかにU字状に窪む。土墳内には土層① (黄白色砂混 り粘質土)上でみると中

央部がU字状に窪み、東西の小日に約20× 50cmの 川原石 1石を小日石として置き、南側長辺にはやや西

よりに約20× 30cmの川原石を直立させ置いている。北側長辺が削平を受けているために北側に川原石が

置かれていたかは不明であるが、検出状況から墓墳内周囲全てに川原石が置かれていたとは考えられ

ず、木棺の固定のために部分的に置いたものと考える。土層は 1層 のみで、土層①上が棺床となり、U

字状に窪むことから木棺底部がU字状を呈するものであったことが窺われる。完掘状況では墓墳底面も

隅丸長方形状を呈することと、断面が箱形状を呈することから墓墳は箱形上に掘削し、土層①をU字状

に窪ませ、棺床にしたことが解る。

規模は完掘状態で長軸長約2.8m、 短軸約1.02m(東小日部分約1.02m、 西小日部分0。 97m)、 深さ     ゛

約0.4mを測る。長軸主軸方向はN-99° 一Eを とり、土墳墓はちょうど丘陵等高線に並行している。若

干東側小日部分の規模が大きいことから頭位は東側と考える。

STⅢ 02(第 57図 )

STⅢ 02は調査区中央部の北側斜面部、標高31.Omで検出した土墳墓で、STⅢ 01東側で検出した。平面

形態は北側半分が削平されているが、隅丸の長方形を呈するものと考えられる。残存状態が悪いが、短

軸断面は底面箱形を呈し、長軸断面では南側に段を持ち、南側小日部分が 2段掘り状を呈している。検

出墓墳北側で約30× 40cmの川原石が出土した。

規模は長軸現存長約1.64m、 短軸約0。 9m(南小日部分約0。 96m)、 深さ約0.6mを測る。長軸主軸方

向はN-1°一Eと ほぼ真北を取り、土墳墓はちょうど丘陵等高線に直交している。

STⅢ 03(第 58図 )

STⅢ 03は 調査区中央部の北側斜面部、標高31。 15mで検出した土墳墓である。南側がSDⅢ 01に よって

削平を受けているが、平面形態は隅丸の長方形を呈する。断面は底面が平らな箱形を呈する。

規模は完掘状態で長軸長約2.49m、 深さ約0.13mを測る。長軸主軸方向はN-100° 一Eを とり、土墳

墓はちょうど丘陵等高線に並行している。

STⅢ 04(第 59図 )

STⅢ 04は調査区中央部の北側斜面部、標高30。 9mで検出した土墳墓で、ちょうどSTⅢ 05を 切ってい

る。平面形態は歪な長方形を呈し、断面は中央部が緩やかにU字状に窪む。完掘状態で土墳底面は歪

で、深い部分と浅い部分が確認できる。土墳内から10～ 15cm程度の砂岩 (川 原石)が投げ込まれた状態

で多量に出土している。

規模は完掘状態で長軸長約1.8m、 短軸約1.27m、 深さ約0。 4mを測る。長軸主軸方向はN-65° 一E

をとり、土墳墓はちょうど丘陵等高線に斜行している。

平面形態が歪で、墓墳底面もかなりの凹凸が認められることから土墳墓の可能性は低いが、ここでは

その範疇に入れて報告した。

STⅢ 05(第 59図 )

STⅢ 05は調査区中央部の北側斜面部、標高31.Omで検出した土墳墓で、平面形態は隅丸の長方形を呈

する。断面は底面は平らで、やや上開きの箱形を呈する。土墳内には堆積土が 6つに分けられる。STⅢ
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①黄白灰色砂混り粘質土層
(や まぶき色粘質土の小プロックを含む)

②明茶灰色砂混り粘質土層
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第56図 STⅢ 01平 0断面図 (1/30)
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第57図 STⅢ 02平・断面図(1/30)
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04に よって切られているために、不明な部分もあるがほとんど水平堆積である。

規模は完掘状態で長軸長約3.lm、 短軸約1.18m(南小日部分約1.37m、 北小日部分1.18m)、 深さ

約0。 51mを測る。長軸主軸方向はN-26° 一Eを とり、土墳墓はちょうど丘陵等高線に直交している。

若干南側小日部分の規模が大きいことから頭位は南側と考える。

SPⅢ 06(第 61図 )

STⅢ 04の南東側、STⅢ 05掘 り方内南側で柱穴を検出した。

この柱穴は腐葉土・若干の包含層除去後、STⅢ 04 0 05検 出面と同一面で検出し、ちょうど柱穴掘り方内

―
―
ｌ

ｍ

②

①自茶灰色砂混り粘質土層
②濁灰自色シルト質層

―
―
ｌ

ｍ

Ｓ

δ

ｏ
Ｎ

．【
∞
＝
ロ

③淡灰茶色砂混り粘質土層 (ベ ース)

第58図  STⅢ 03平 0断面図 (1/30)
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AL=31.600m

0                 1m

①茶黄灰色砂混り粘質土層
②灰茶色砂混り粘質土層
③灰こげ茶色砂混り粘質土層 (ベース)

④やまぶき黄色砂混り粘質土層 (ベース)

⑤花間岩 (地山。ベース)

第60図  STⅢ 06平 0断面図 (1/30)
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・ヽ

、

A型 ・000m

B―一

c壁型・000m

①暗黄やまぶき色砂混り粘質土層
②暗灰黄色砂混り粘質土層

L=31.

①暗灰黄色砂混り粘質土層

②やまぶき黄色砂混り粘質土層
③濁黄色砂混り粘質土層(砂粒が少ない)

④濁黄色砂混り粘質土層(砂粒が大きい)

⑤濁黄色砂混り粘質土層(花 同岩のプロックを含む)

⑥黄やまぶき色粘質土層

⑦花間岩 (地 山)

0 lm

005平 0断面図 (1/30)
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第59図  STⅢ 04



上面に一辺約13cm角 、厚さ 6

cm程度の角の丸い砂岩 (川原石、

第61図 121)が置かれた状態で

あった。 この砂岩の下位に柱

穴があ り、柱穴 と砂岩の間に

鏡面を下に向けた破鏡 (第 61

図120)を 検出した。柱穴は平

面形態が円形を呈 し、直径約

23cm、 深さ約20cmを 測る。柱

穴内堆積土層は3つに分けられ、

特に土層①・②は破鏡の錆化

の影響のために上部が黒色系

に変色していた。

この破鏡及び川原石は柱穴

掘 り方内上面で検出している

ために柱穴に伴 うものかは不

明であるが、明 らかに何 らか

の意図を持つて破鏡上面に川

原石を置いたことは疑いなく、

後世の土砂の流失によ り現状

になった可能性も考えられる。

また柱穴はSTⅢ 05の南小日中

央 (頭位側)に位置 している

ことか らST Ⅲ 05と の関係が考

え られる。 しか し同時期 と推

定 して この土墳墓を埋め戻 し

た後に掘削されたものであれば、

木棺の腐朽時の陥没によ り柱

C              d        c              d

桂穴上川原石検出状況    桂穴上破鎮検出状況

L=31.000m

①暗灰色粘質土層
②濁黄灰色砂混り粘質土層
③濁灰黄色砂混り粘質土層

桂穴完掘状況

o              20cm

0                  5 clll

0                  10clll

T.N.

4

／
や

ｄ
＝
Л
川
川
川
Ч

第61図 STⅢ 05内 SPⅢ 06平・断面図 (1/10)、

出土遺物実測図 (1/2、 1/4)

穴掘り方及び土層に何らかのミダレが生じてもいいはずであるが、柱穴埋土にそのミダレが確認できな

いことから、土墳墓との同時性は薄い。またこの柱穴はSTⅢ 05内 に堆積した土層①を切り込んでいるこ

とが解り、土層②・③を切り込むように堆積したこの土層①の堆積状況を木棺腐朽時のミダレと取れ

ば、柱穴にもその乱れが影響するはずであるが、その状況が確認できないことから土墳墓との同時性は

言えない状況になる。

このように川原石と破鏡とには同時性が考えられるが、柱穴及びSTⅢ 04 0 05と の同時性を証明する根

拠には乏しい。

ここでは柱穴出土遺物として取り扱うが、さらに周辺で確認されている土墳墓と供に後述したい。

破鏡は鏡式でみると内行花文鏡で、後漢鏡である (第 61図 120)。 面径は16.4cmで、残存角約87° であ

ることから鏡面の約1/4程度で作られた破鏡である。雲雷文帯と周縁が確認でき、雲雷文帯と連弧文間

″

~~~~~―

一

＼

-85-



で破砕されている。周縁は断面が斜縁で、幅2.3cm、 厚さ0。 55cm、 0。 25cmを測る。雲雷文帯は単位文様

で渦文・斜角線文・櫛歯文に分けられ、岡村氏の単位文様分類では渦文がかなり形骸化した同心円状を

呈する渦文 (ウ )に、斜角線文が線条が簡素になった斜角線文 (2)に 当たり、ちょうどこの渦文部分に穿

孔が施されている。穿孔内側と破砕部分が全面かなり摩滅しており、穿孔上側 (内 区側)が紐づれによ

り特に摩滅していることが解る。

以上から破鏡の鏡式は岡村氏の分類で、四葉座内行花文鏡Ⅲ式に相当する。実年代は64年 で、漢鏡編

年の 5期 に当たる。

上部におかれた川原石は扁平な砂岩 (第 61図 121)で、特に人為的な調整は確認できなかった。

S丁Ⅲ06(第 60図 )

STⅢ 06は調査区中央部の丘陵頂部、標高31.5mで検出した土墳墓で、 トレンチで削平されているもの

の平面形態は隅丸の長方形で、断面は箱形を呈する。

規模は完掘状態で長軸長約2.32m、 短軸約0。 97m(西小日部分1.Hm)、 深さ約0。 33mを測る。長軸

主軸方向はN-76° 一Eを とり、土墳墓はちょうど丘陵稜線に並行している。

S丁Ⅲ07 (第 62図 )

STⅢ 07は調査区中央部の丘陵頂部、標高31。 3mで検出した土墳墓で、SDⅢ 02に よって切られており、

溝底面で検出した。平面形態は隅丸の長方形を呈し、断面は中央部が箱形に窪み、長辺側上位に僅かに

平坦面を造ることで断面二段掘を呈する。土墳内には中央部に土層③・⑤ O⑥が堆積し、この周 りに土

層⑦が堆積する。土層③・⑤ o⑥部分が木棺部分と考えられ、幅は約60cmを 測る。

規模は完掘状態で長軸長約2.83m、 短軸約1.46m(東小日部分約1.53m、 西小日部分1.40m)、 深さ

約0。 72mを 測る。長軸主軸方向はN-91° ―Eと ほぼ東西主軸をとり、土墳墓はちょうど丘陵等高線に

並行している。若干東側小日部分の規模が大きいことから頭位は東側と考える。

m

|

①黄こげ茶灰色砂混り粘質土層
②茶灰色砂混り粘質土層
③こげ茶灰色砂混り粘質土層
④こげ茶灰色粘質土層
⑤濁こげ茶灰黄色粘質土層

― A′   ⑥濁黄灰色粘質土層
⑦ ⑤に花間岩プロックが少量混る
③花同岩のパイラン土
⑨ ②に花同岩プロックが少量混る
⑩花同岩

0            1m

⑥  ⑩

第62図 STⅢ 07平 0断面図 (1/30)
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STⅢ 08(第63図 )

STⅢ 08は調査区中央部の東側斜面部、標高30.6mで検出した土墳墓で、平面形態は歪な長方形状を呈

し、断面は緩やかなU字状を呈する。土墳内床面で約20cm程度の川原石を検出したが、規則性は認めら

れない。

"|
ｒ

＝
∞

，

∞
ｏ
９

ヨ

ミ
ヽ 12

10cmO

Ｔ
．

Ｎ

４

ｍ脚一Ａ
Ｌ L=30.400m

①黄やまぶき色砂混り粘質土層
② ①に花間岩の小プロックを少量含む
③やまぶき灰色細砂混り粘質土層
④褐やまぶき色砂混り粘質土層
⑤ ④に花間岩の小プロックを少量含む
⑥花闘岩

0                  1m

①暗灰黄色砂混り粘質土層
②濁灰黄色砂混り粘質土層(花閥岩の小プロックを少量含む)

③濁灰黄色砂混り粘質土層(花聞岩の小プロックを多量に含む)

④暗灰黄色砂混り粘質土層(花同岩の小プロックを少量含む)

⑤暗灰黄色砂混り粘質土層(花 商岩の小プロックを④よりやや多く含む)

⑥濁灰やまぶき色砂混り粘質土層(花 閥岩の小プロックを少量含む)

⑦濁やまぶき灰色砂質土層
③濁灰黄色砂混り粘質土層(花同岩のプロックを多量に含む)

⑨濁黄灰色砂質土層
⑩花間岩

断面図 (1/30)、 出土遺物実測図 (1/4)
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①濁灰黄色砂混り粘質土層

②黄灰色砂混り粘質土層

(花 同岩のプロックを少量含む)

③黄灰色砂混り粘質土層

④淡灰黄色細砂層

⑤ ①に花聞土のプロックを多量に含む

⑥花同岩 (地山)

第64図 STⅢ 10平 0断面図 (1/30)

L=29.000m

0                 1m ①灰黄色砂混り粘質土層(細砂を含む)

②灰黄色砂混り粘質土層(粗砂を含む)

③明黄やまぶき色砂混り粘質土層(花閥土プロックを含む)

④褐灰橙色砂混り粘質土層(花 閥土の砂を多く含む)

第65図 STⅢ ll平 。断面図 (1/30)
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規模は完掘状態で長軸長約3.68m、 短軸約0。 85m、 深さ約0。 14mを測る。長軸主軸方向はN-13° 一

Eを とり、土墳墓はちょうど丘陵等高線に並行している。

ここでは土墳墓としたが、平面形態及び埋土の堆積状況から東側に長軸主軸を直交するように検出し

たSTⅢ 09に伴う区画溝の可能性が考えられる。

土墳内から弥生時代の高杯 (第 63図 122)が出土している。

S丁Ⅲ09(第 63図 )

STⅢ 09は調査区中央部の東側斜面部、標高30。 3mで検出した土墳墓で、STⅢ 08東側で検出した。平面

形態は東側半分が削平されているが、隅丸の長方形を呈するものと考えられる。東側の残存状態が悪い

が、土墳墓底面に長辺側に幅約20cm、 小日側に幅約15cm程 の平らな部分が確認でき、断面箱形で、周囲

に平坦面を持つ 2段掘り状の墓墳である。堆積土層でみると土層⑥・⑦が棺部分に堆積した土層で、土

層③ O⑨は棺の裏込め土と考えられる。

規模は長軸現存長約2。 16m、 短軸約1.20m、 深さ約0。 98mを 測る。長軸主軸方向はN-83° 一Eと ほ

ぼ東西を取り、土墳墓はちょうど丘陵等高線に直交している。

STⅢ 10(第 64図 )

STⅢ 10は調査区中央部の東側斜面部、標高30.Omで検出した土墳墓である。平面形態は西側小口が一

部削平されているが、隅丸の長方形を呈するものと考えられる。完掘状態で断面は底面周囲に約10～ 14

cmの平坦面を持つ 2段掘りを呈し、中央部は緩やかなU字状を呈する。

規模は長軸現存長約2.50m、 短軸約0。 95m、 中央部窪み部分の規模は長軸約2.20m、 幅0。 48m、 深さ

約0。 26mを 測る。長軸主軸方向はN-71° 一Eと ほぼ真北を取り、土墳墓はちょうど丘陵等高線に並行

している。

STⅢ ll(第 65図 )

STⅢ Hは調査区中央部の南側斜面部、標高29.Omで検出した土墳墓で、STⅢ 12の東小日を切り、東側

で検出した。平面形態は隅丸の長方形を呈し、断面は箱形を呈する。土層断面は土層① O②の中央が窪

んでおり、棺腐朽時に窪んだものと考えられる。

規模は長軸現存長約2.96m、 短軸約1.16m、 深さ約0。 48mを測る。長軸主軸方向はN-87° 一Eと ほ

ぼ東西を取り、土墳墓はちょうど丘陵等高線に併行している。

STⅢ 12(第 66図 )

STⅢ 12は調査区中央部の南側斜面部、標高29。 lmで検出した土墳墓である。検出面での平面形態は歪

な楕円形を呈し、規模は約2.6m、 深さ約0.5mを測る。しかしこの土墳の底面で平面形態が隅丸長方形

を呈する掘り方を検出している。西側小日部分には溝状の窪みがあり、小日板設置の溝と考えられる。

おそらく底面で検出した長方形状の掘り込みが本来の土墳墓の形状と考えられ、楕円形の掘り込みは土

墳墓に伴わないものと考える。

規模は長軸約2.67m、 短軸約0.84m、 現存深さ0.13mを測るもので、長軸主軸方向はN-91° 一Eと

ほぼ東西を取り、土墳墓はちょうど丘陵等高線に並行している。土層断面及び完掘状況からこの楕円形

の掘り方を持つ土坑が下位で検出した土墳墓を削平しているものと考えられる。

STⅢ 13(第 67図 )

STⅢ 13は調査区中央部の南側斜面部、標高30.5mで検出した土墳墓で、平面形態は隅丸の長方形で、

断面は箱形を呈する。土層断面は土層①が土層②・③・④を切っており、攪乱土の可能性が高い。

-89-



L=29.200m
A一―

第66図 STⅢ 12平・断面図 (1/30)

第67図 STⅢ 13平・断面図(1/30)

“
①黄灰色砂混り粘質土層(炭化物を少量含む)

②黄灰色砂混り粘質土層(炭化物を少量含む)

(①よりやや黄色)

③明黄灰色砂混り粘質土層
④ ③に花間土の砂粒が混った層
⑤灰白色粘質土層(硬質)

⑥灰白色砂混り粘質土層(細砂を含む)

0                 1m

①灰黄色砂混り粘質土層
②黄橙色砂混り粘質土層(花閥土の砂粒を多く含む)

③ ①(①より砂粒が多い)

④褐灰橙色砂混り粘質土層(花闘土の砂粒を多く含む)

―
―
―

“

“
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L=30.600m
A―一
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規模は長軸現存長約2.78m、 短

軸約1.Hm、 深さ約0。 70mを測る。

長軸主軸方向はN-104° 一Eと ほ

ぼ東西を取 り、土墳墓はちょうど

丘陵等高線に並行している。

STⅢ 14(第68図 )

STⅢ 14は 調査区中央部の南側斜

面部、標高30。 8mで検出した土墳

墓で、平面形態は隅丸の長方形で、

断面は上開きの箱形を呈する。堆

積土層は 7つ に細分でき、土層⑤

は微砂粒の混じる粘質土で粘土棺

床と考えられ、土層③ O⑤・⑥は

木棺裏込め土と考えられる。土層① 0

②は木棺腐朽時に木棺上部に埋め

戻していた土層が落ちたためにU

字状に窪む堆積状況である。攪乱

を受けているために木棺幅は不明

である。土墳墓掘 り方は南西側小

日部分が 2段掘になつており、そ

の 2段 目段上に約15～ 20cm程 の川

原石を 3石並べ、また北東側小日

部分には約10～ 30cm程 の川原石を

7石積み上げている。北東側小日

部分の川原石に規則性は認められ

ない。また北東側小日部分から若

干離れ、両側壁際に約10～ 20cm程

の川原石を検出した。この側壁際

の川原石が木棺側面に接して置か

れていたものと考えれば木棺幅は

50～ 60cmと 考えられる。

規模は長軸長約3.26m、 2段 目

掘 り方長約2.68m、 短軸約 1。 30m

(北東小日部分約1.27m、 南西小

日部分約1.25m)、 深さ約0。 70m

を測る。長軸主軸方向はN-55°

一Eを取 り、土墳墓はちょうど丘

陵等高線に斜行している。両小日

L=30.900m
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日
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０

．〇
∞
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ロ

AL=30.900m ~~A′

①暗灰黄色砂混り粘質土層
(②より粗砂を含む)

②暗灰黄色砂混り粘質土層
③暗灰黄色砂混り粘質土層

(花 間岩のプロックを少量含む)

④暗黄色砂混り粘質土層
(花 同岩のプロックを少量含む)

⑤暗黄色砂質土層
⑥花閥岩のパイラン土
⑦ ③に花間岩のプロックを多量に含む
③花閥岩

0                 1m

第68図 STⅢ 14
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部分の規模はほぼ同じであるが、北東側小日部分に川原石が多量に置かれていることから頭位は北東側

と考える。

STⅢ 15(第69図 )

STⅢ 15は調査区中央部の南側斜面部、標高31.Omで検出した土墳墓である。北側小日をSDⅢ 02に よっ

て切られ、南側小日をSTⅢ 14に よって切られている。平面形態は隅丸の長方形を呈するものと考えら

れ、規模は現存長約約1.67m、 短軸幅約1。 19m、 深さ約0。 35mを測る。墓墳床面検出状況から西側及び

北側に幅15～ 30cm程の平らな面が確認でき、部分的に2段掘りを呈していることが解る。長軸主軸方向

はN-18° 一Eを取り、土墳墓主軸は丘陵等高線に直交している。

ALゴ」°100m “

     ′

一一 A′

①灰黄色砂混り粘質土層
②灰黄色砂混り粘質土層

(茶黄色粘質土の小プロックを含む)

③淡黄灰色砂混り粘質土層
④ ①に花商岩のプロックを含む

⑤花闇岩

STⅢ 15平・断面図(1/30)
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、
１
１

第69図
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STⅢ 16(第 70図 )

STⅢ 16は調査区中央部の南側斜面部、標高30。 lmで検出した土墳墓である。平面形態は隅丸の長方形

で、北側壁のほぼ中位に10～ 15cm程度の平坦面を持つが、断面は概ね上開きの箱形を呈する。墓墳中央

底面に10～25cm程度の川原石が 2石置かれた状態で出土している。

規模は長軸長約2。 76m、 短軸幅約1.27m(東小日部分約1.12m、 西小日部分約1.42m)、 深さ約0。 96

mを測る。長軸主軸方向はN-85° 一Eと ほぼ東西主軸を取 り、土墳墓はちょうど丘陵等高線に並行し

ている。

墓墳内西側の堆積土層①から土器片と鉄鏃 (第 70図 123)が出土している。鉄鏃はちょうど土層①と

②の境部分から出土している。土層① O②は木棺上に埋め戻された埋土と考えられ、土層① O②間から

出土していることは土墳墓を埋め戻す過程のものとと考えられ、棺外に副葬されたものと思われる。

鉄鏃は先端部が欠損しているが、柳葉式の鉄鏃で弥生時代後期終末から古墳時代前期初頭のものと考

えられる。

この鉄鏃の出土位置が土墳墓西側に位置することと若干西側小日幅が広いことから頭位は西側と考え

る。

STⅢ 17(第 71図 )

STⅢ 17は調査区中央部の南側斜面部、標高29。 4mで検出した土墳墓である。平面形態は隅丸の長方形

で、断面は箱形を呈する。堆積土層を見ると土層①がU字状に堆積していることから木棺腐朽後に堆積

した土層と考えられ、これからすると木棺は底面がU字状を呈し、幅0。 48mを測ることが推定できる。

墓墳西側底面に10～20cm程の川原石が 2石置かれた状態で出土している。

規模は長軸長約2.47m、 短軸幅約0。 99m(東小口部分約0.96m、 西小口部分約0。 86m)、 深さ約0。 46

mを測る。長軸主軸方向はN-100° 一Eと ほぼ東西主軸を取 り、土墳墓はちょうど丘陵等高線に並行し

ている。

土墳内から土器片 (第 70図 124)が出土している。鉢の口縁部と考えられ、胎土は精良である。
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ALコ 0・ 000m

0                  5 cm

第70図  STⅢ 16平 0断面図 (1/30)、

①黄やまぶき色砂混り粘質土層
②灰オリープ色砂混り粘質土層 (花闘土の砂粒を含む)

③黄やまぶき色細砂混り粘質土層
④灰オリープ色砂質土層 (花間土の砂粒を多く含む)

⑤ ① (砂粒が多い)

⑥黄やまぶき色細砂混り粘質土層 (③より砂粒が大きい)

o土器

X鉄器

方
24

STⅢ  17出 土遺物

0                  10cm

出土遺物実測図 (1/2)

①オリープ灰色砂混り粘質土層
② ①に灰色粗砂が混つたそう
③黄やまぶき色砂混り粘質土層
④灰黄色砂混り粘質土層
⑤ ④ (黄色粘質土が多い)

0                 1m

lm

．Я
８

ｏ
ｏ

．ｏ
一
Ｈ
ロ

L=29.600m

A

第71図 STⅢ 17平・断面図 (1/30)、 出土遺物実測図 (1/4)
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第72図 STⅢ 18平 。断面図 (1/30)
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STⅢ 18(第 72図 )

STⅢ 18は調査区中央部の南側斜面部、標高29。 6

mで検出した土墳墓である。平面形態は隅丸の長

方形で、中央部底面が僅かにU字状に窪むが、概

ね断面は箱形を呈する。墓墳底面は中央が隅丸長

方形状に僅かに窪んでおり、その周囲に平坦面が

ある。幅は西側小日部分が約40cmと 広いが、それ

以外は約20程を測 り、この平坦部分の北側小口に

幅約30～ 50cmの川原石、西側小日に幅約20～ 35cm

の川原石、側壁側には間隔をあけて北側・南側で

対になるように幅約20～ 45cmの川原石が計 4石置

かれていた。側壁側の川原石は中央部の断面U字

状の窪みと合わせて考えると、底面U字状を呈す

る木棺をU字状の窪みに合わせ、側面から固定す

るために置かれたものと考えられる。その結果木

棺の規模が推定でき、長さ約 1。 9m、 木棺断面が

円形とすると幅約60cmを 測る木棺と考えられる。

規模は長軸長約3.32m、 短軸幅約1.52m(東小

日部分約1.48m、 西小日部分約1.54m)、 深さ約

0。 98mを測る。また中央部の窪みは長軸約1.96m、

短軸幅約0.51m、 深さ約0.04mを測る。長軸主軸

方向はN-73° 一Eと ほぼ東西主軸を取 り、土墳

墓はちょうど丘陵等高線に並行している。

0                 1m

0                  5 cm

0125

第73図 STⅢ 18断面図 (1/30)、

出土遺物実測図 (1/2)

L=30.000m

墓墳内からサヌカイ ト製の石鏃 (第 73図 125)が出土している。埋土中であることから共伴するかは

不明である。

STⅢ 19(第 74図 )

STⅢ 19は調査区中央部の南側斜面部、標高30。 2mで検出した土墳墓である。北側約0。 7m離れた位置

に土墳墓長軸とほぼ並行する溝状遺構SDⅢ 03を検出している。

土墳墓の平面形態は隅丸の長方形で、中央部底面が僅かにU字状に窪むが、概ね断面は箱形を呈す

る。墓墳底面は中央が隅丸長方形状に窪んでおり、その周囲に平坦面がある。この窪みと周囲の平坦面

を切るように短軸方向で 2箇所溝状の落ちが確認できる。西側小日部分では中央部分に認められる明確

な落ちは確認できないが、これ以外の周囲に約20cm程の平坦面を持つ。この平坦面の西側小日に幅約15

～20cmの川原石を 1石、中央側壁側には平坦部から中央窪み底面へ向けての傾斜部に間隔をあけて北

側 。南側で対になるように幅約15～40cmの川原石が計 4石置かれ、さらに中央部には窪みの底面に幅約

20cm程度の扁平な川原石を 2石検出した。側壁側の川原石は中央部の断面U字状の窪みと合わせて考え

ると、中央部の 2石は棺台に使用したものと考えられ、それ以外の4石は底面U字状を呈する木棺をU

字状の窪みに合わせ、側面から固定するために置かれたものと考えられる。その結果木棺の規模が推定

でき、長さは不明であるが、木棺断面が円形とすると幅約60cmを 測る木棺と考えられる。これは土層断

L=30.000nl
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第74図  STⅢ 19平 。断面図 (1/30)
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面からも土層②が木棺部分に埋没した痕跡と考えれば、ほぼ同じ幅を呈し、木棺の痕跡を裏付けてい

る。また墓墳底面で検出した溝状遺構は西側小日から0.8m部分と東側小日から0.4m部分にあり、幅約

15cm、 深さ5～ 10cm程度で、中央の窪みと周囲の平らな部分も切っている。木棺の小日板を設置する溝

の可能性も考えられるが、小日板に伴う溝とすると木棺の長さが約1.26mと墓墳掘り方に比べ短く、ま

た掘り方東側に寄っていることから木棺の底面を支える枕木の可能性を指摘する。

規模は長軸長約2.76m、 短軸幅約1。 12m(東小日部分約1.05m、 西小日部分約1.15m)、 深さ約0.52

mを測る。また中央部の窪みは短軸幅約0.70m、 深さ約0。 10mを測る。長軸主軸方向はN-91° 一Eと

ほぼ東西主軸を取り、土墳墓はちょうど丘陵等高線に並行している。

この土墳墓は土器棺墓STⅢ 56を切っている。

STⅢ 20(第 75図 )

STⅢ 20は調査区中央部の南側斜面部、標高31.Omで検出した土墳墓である。平面形態は隅丸の長方形

で、断面はU字状を呈する。

規模は長軸長約1.22m、 短軸幅約0。 71m、 深さ約0。 22mを測る。長軸主軸方向はN-66° 一Eを取り、

土墳墓は概ね丘陵等高線に並行している。

STⅢ 21(第 76図 )

STⅢ 21は調査区中央部の南側斜面部、標高29。 9mで検出した土墳墓である。平面形態は隅丸の長方形

で、北西隅部分が円形状に拡張している。別遺構との切り合いの可能性がある。墓墳底面は中央が隅丸

長方形状に窪んでおり、その周囲に平坦面がある。この平坦面は西側小日で幅約40cmと 広いが、それ以

外では幅約15～ 20cmと ほぼ一定している。この平坦面の南側西で幅約10～ 20cmの 川原石を 1石検出し

た。側壁側の川原石は中央部の断面U字状の窪みと合わせて考えると、底面U字状を呈する木棺をU字

状の窪みに合わせ、側面から固定するために置かれたものと考えられる。その結果木棺の規模が推定で

き、木棺断面が円形とすると幅約50cmを 測る木棺と考えられる。

規模は長軸長約2.70m、 短軸幅約1.33m、 深さ約0.68mを測る。また中央部の窪みは長軸約1.80m、

短軸幅約0.54m、 深さ約0。 14mを測る。長軸主軸方向はN-74° 一Eと ほぼ東西主軸を取り、土墳墓は

ちょうど丘陵等高線に並行している。

墓墳内中央部落ち込みの東側、土層③のほぼ床面に接した位置から鉄鎌 (第76図 126)が 出土してい

る。刃部が直線で、背部分は曲線状を呈している。

この鉄鏃の出土位置が土墳墓東側に位置することから頭位は東側と考える。

STI圧 22 (,事 77区1)

STⅢ 22は調査区中央部の南側斜面部、標高32.Omで検出した土墳墓である。平面形態は隅丸の長方形

で、断面はU字状を呈する。

規模は長軸長約1,43m、 短軸幅約0.62m、 深さ約0。 33mを測る。長軸主軸方向はN-88° 一Eと ほぼ

東西主軸を取り、土墳墓は概ね丘陵等高線に並行している。

この土墳墓は土器棺墓STⅢ 53を切っている。

STⅢ23(第 78図 )

STⅢ 23は調査区中央部の南側斜面部、標高31.6mで検出した土墳墓である。平面形態は隅丸の長方形

である。土層断面で土層①を取り除くと墓墳内に木棺痕跡が確認できる。木棺痕跡は東西の小日板と南

北の長側板の痕跡が、東西小日とも長側板が小日板に当たるような平面形状は「目」状を呈する。

-98-



―
―
ｌ

ｍ

一ヒ

ｏ
ｏ
】
．
】
∞
Ｈ
ロ

L=31.100m

A
ａ

＋

α

、

Ｐ

q=く
ミ:三 ::==:::::三 二重≧≧≡EEE≡ 二::EEE:````:】  【:::言 :営

言三二:Ξ :::≡ Ξ::::::::::;:::菫

`ア

′
′

|     |

③オリープ黄色砂混り粘質土層

第76図  STⅢ 21平・断面図 (1/30)、

出土遺物実測図 (1/2)
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②花同岩
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第77図  STⅢ 22平・断面図 (1/30)
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第78図  STⅢ 23平・断面図 (1/30)

第79図  STⅢ 24平・断面図 (1/30)

早lm

①オリープ黄色砂混り粘質土層
(黄色粘質土層のプロックを含む)

②オリープ黄色砂混り粘質土層
(花 間土プロックを少量含む)

③暗灰黄色細砂混り粘質土層 (中央)

④オリープ黄色砂混り粘質土層 (東 小日)

(細砂を多く含む 。木棺痕跡)

⑤オリープ灰色砂混り粘質土層
(花 向土の粗砂を含む)

⑥褐灰橙色砂混り粘質土層
⑦ ⑥ (やや黄色が強い)

③灰橙色砂混り粘質土層
⑨灰白色砂混り粘質土層
⑩暗灰色砂混り粘質土層

赤線―木棺痕跡

①明黄やまぶき色砂混り粘質土層
② ①に花同土の砂粒が混つた層
③暗黄やまぶき色砂混り粘質土層
④ ③に花闘土の砂粒が混った層
⑤明茶やまぶき色砂混り粘質土層
⑥ ⑤に花商土プロックを少量含む層
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西側小日板は長さは不明であるが幅約2cm、 東側小日板は長さ約0。 73m、 幅約2cmを測る。この木棺痕跡

土層④は短軸土層断面でみると断面がU字状を呈しており、長軸土層断面でみると箱状を呈し、土質的

には細砂質で棺身と小日板は同じであるが、小日部分ではオリーブ色が強いことから分離が可能であ

る。土層断面から土層①～③は棺腐朽時に棺内に埋没した土層で、土層④が棺痕跡、土層⑤～③は棺を

固定するための裏込め土である。この棺痕跡から棺身長は約2.10m、 幅約0.6mを測る。

規模は長軸長約2.82m、 短軸幅約1.15m、 深さ約0。 40mを測る。長軸主軸方向はN-83° 一Eと ほぼ
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§ 霧 言 [単 fi肯
量 蒼 髭 苫 暑 :3驚 警 易 ぞ 昏 3「

) %可
_FT‐ ~卜 ~―

一 ― 一 当
m

第80図  STⅢ 25平・断面図 (1/30)

-101-



東西主軸を取り、土墳墓は丘陵稜線に並行している。

STⅢ 24(第 79図 )

STⅢ 24は調査区中央頂部、標高32.2mで検出した土墳墓である。平面形態は長方形で、断面は緩やか

に上部が開くU字状を呈する。土層断面から土層④が墓墳底面に敷いた土で、その上部をU字状に窪ま

せ棺身を置いたものと考えられる。土層②は棺が腐朽した後、埋没した土層と考えられ、長さ約1.90

m、 幅約0。 7mを測る木棺と考えられる。

墓墳の規模は長軸長約2.53m、 短軸幅約1。 25m、 深さ約0。 49mを測る。長軸主軸方向はN-87° 一E

とほぼ東西主軸を取り、土墳墓は丘陵稜線に並行している。

STⅢ 25(第 80図 )

STⅢ 25は調査区中央頂部、標高32.Omで検出した土墳墓で、土墳墓群中最大のものである。平面形態

は隅丸長方形で、断面は箱形を呈する。土層断面から土層③が墓墳底面に敷いた土で、その上部をU字

状に窪ませ棺身を置いたものと考えられる。土層①・②は棺が腐朽した後、埋没した土層と考えられ

る。

墓墳の平面形態は隅丸長方形を呈するが、西側小日部分の壁面に溝状の突出部が確認できる。おそら

く箱形木棺の長側板を差し込むための溝と考えられる。

規模は長軸長約2.53m、 短軸幅約1.25m、 深さ約0。 49mを測る。また墓墳底面規模は長軸長約2.63

m、 短軸幅約0。 98mを測るかなり大型の箱形木棺と考えられる。長軸主軸方向はN-89° 一Eと ほぼ東

西主軸を取 り、土墳墓は丘陵稜線に並行している。

STⅢ 26(第 81図 )

STⅢ 26は調査区中央頂部、標高32.2mで検出した土墳墓である。平面形態は隅丸の長方形で、南側で

土墳墓STⅢ 27、 土器棺墓STⅢ 52を切っている。墓墳底面は中央が隅丸長方形状に窪んでおり、北側と南

側に平らな部分があり、幅約10～ 15cmを測る。中央部の窪みは棺身底面に合わせて掘られているものと

考えられることから棺は底面がU字状を呈するものと考えられる。

規模は長軸長約2。 94m、 短軸幅約1.51m、 深さ約1.24mを測る。また中央部の窪みは長軸約2。 26m、

短軸幅約0。 53m、 深さ約0.04mを測る。長軸主軸方向はN-94° 一Eと ほぼ東西主軸を取 り、土墳墓は

丘陵稜線に並行している。

土墳内から壺の体部 (第 81図 127)が出土している。

STⅢ 27(第 82図 )

STⅢ 27は調査区中央頂部、標高32。 lmで検出した土墳墓である。北側をSTⅢ 26、 東側をSTⅢ 52に よっ

て切られているが、平面形態は歪な楕円形状を呈するもので、断面は箱形を呈する。西側小日と考えら

れる部分には円形状の落ち込みが確認できる。墓墳の規模は長軸長約 1。 70m、 深さ約0.12mを 測る。長

軸主軸方向はN-72° 一Eと ほぼ東西主軸を取り、土墳墓は概ね丘陵稜線に並行している。

ここでは土墳墓としたが、平面形態や底面の凹凸から土墳墓の可能性は低い。

STⅢ 28(第83図 )

STⅢ 28は調査区中央頂部、標高31.9mで検出した土墳墓である。東側小日部分が削平されているが、

平面形態は隅丸の長方形を呈するもので、断面は緩やかに上部が開くU字状を呈する。

規模は長軸現存長約1.61m、 短軸幅約0。 82m、 深さ約0。 28mを測る。長軸主軸方向はN-83° 一Eと

ほぼ東西主軸を取 り、土墳墓は概ね丘陵稜線に並行している。
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①鈍オリープ色砂混り粘質土層
(花同岩 の砂 粒 を少量含 む )

②灰橙色砂混り粘質土層
(花 間岩の砂粒をやや多く含む)

③灰橙色砂混り粘質土層
(花 間岩の砂粒を多く含む)

④花間岩 (ベース)

ヽσ
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〆 0                  10cm

127

第81図 STⅢ 26平・断面図 (1/30)、 出土遺物実測図 (1/4)
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0                  1m

第82図  STⅢ 27平 。断面図 (1/30)

①オリープ灰色砂混り粘質土層
② ①に花間岩のプロックを含む
③花闇岩
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第83図  STⅢ 28平・断面図 (1/30)、

出土遺物実測図 (1/4)

STⅢ 29平 。断面図 (1/30)

図 STⅢ 30平 。断面図 (1/30)

A L13.400m

①濁灰やまぶき色砂混り粘質土層
②灰やまぶき色砂混り粘質土層 (砂粒少量)

③花聞岩

第86図  STⅢ 31平 0断面図 (1/30)

①黄やまぶき色砂混り粘質土層
② ①に花間岩の粒を多く含む

③ 花闘岩

①濁黄褐茶色砂混り粘質土層
②やまぶき色砂混り粘質土層
③黄橙色混り粘質土層

(花同岩の砂粒を多く含む)

８

δ

ｏ
Ｎ

．
【
∞
＝
ロ

図

　

　

　

Ｎ
．
　

　

　

／

８４

　

　

Ｔ
．
／

ぐ

ｆ

第

郷

　

Ｔ
・

Ｎ
．

仁

き色砂混り粘質土層

0                  1m

性
鵡
　

Ｌ
Ｉ

０

黄

花

‐」ハ＝ハｎⅣＨＤＨノｆ‐
　
①
②

口
δ
ｏ
ｏ
あ
∞
＝
ロ

-104-



土墳墓内から鉢 (第83図 128)が出土しており、内外面にヘラ磨きが顕著に認められる。

S丁Ⅲ29(第84図 )

STⅢ 29は調査区南部北側斜面、標高31.Omで検出した土墳墓である。平面形態は隅丸の長方形を呈す

るもので、断面は上部が開く箱形を呈する。

規模は長軸長約1.75m、 短軸幅約0.77m、 深さ約0.34mを測る。長軸主軸方向はN-88° 一Eと ほぼ

東西主軸を取り、土墳墓は概ね丘陵等高線に並行している。

STⅢ 30(第85図 )

STⅢ 30は調査区南部の丘陵頂部、標高32.8mで検出した土墳墓である。平面形態は隅丸の長方形を呈

するもので、断面は墓墳底部に凹凸があるが、箱形を呈する。

規模は長軸長約1.40m、 短軸幅約0.65m、 深さ約0.06mを測る。長軸主軸方向はN-73° 一Eと ほぼ

東西主軸を取り、土墳墓は丘陵稜線に並行している。

STⅢ 31(第86図 )

STⅢ 31は調査区南部の丘陵頂部、標高33.2mで検出した土墳墓である。平面形態は歪な長方形を呈す

るもので、断面は上部が開く箱形を呈する。

規模は長軸長約2.09m、 短軸幅約0。 74m、 深さ約0。 19mを測る。長軸主軸方向はN-87° 一Eと ほぼ

東西主軸を取り、土墳墓は丘陵稜線に並行している。

STⅢ 32(第87図 )

STⅢ 32は調査区南部の丘陵頂部、標高33.4mで検出した土墳墓である。平面形態は歪な長方形を呈す

るもので、断面は上部が開くU字状を呈する。底面は西側がやや深くなっている。

規模は長軸長約1.94m、 短軸幅約0.69m、 深さ約0。 28mを 測る。長軸主軸方向はN-72° 一Eと ほぼ

東西主軸を取り、土墳墓は丘陵稜線に並行している。

S丁Ⅲ33(第88図 )

STⅢ 33は調査区南部の南側斜面、標高33.lmで検出した土墳墓である。STⅢ 34の北側に近接し、並列

している。土層断面で土層①・②がU字状に窪むことから、棺身底面がU字状を呈する木棺の痕跡と考

えられ、木棺断面が円形とすると幅約42cmを測る木棺と考えられる。土墳墓西側には10cm程度の川原石

が散乱している。平面形態は隅丸の長方形を呈するもので、断面は箱形を呈する。

規模は長軸長約2.38m、 短軸幅約1.03m、 深さ約0。 20mを測る。長軸主軸方向はN-56° 一Eを取り、

土墳墓はちょうど丘陵等高線に並行している。

STⅢ 34(第88図 )

STⅢ 34は調査区南部の南側斜面、標高32.9mで検出した土墳墓である。STⅢ 33の南側に近接し、並列

している。土層断面で土層④がU字状に窪むことから、棺身底面がU字状を呈する木棺の痕跡と考えら

れ、木棺断面が円形とすると幅約50cmを 測る木棺と考えられる。平面形態は長方形を呈するもので、断

面は箱形を呈する。

規模は長軸長約2.24m、 短軸幅約0。 79m、 深さ約0。 34mを測る。長軸主軸方向はN-54° 一Eを取り、

土墳墓はちょうど丘陵等高線に並行している。

STⅢ 35(第89図 )

STⅢ 35は調査区南部の南側斜面、標高31。 2mで検出した土墳墓である。平面形態は長方形を呈するも

ので、断面は箱形を呈する。
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①濁やまぶき黄色砂混り粘質土層

②濁茶黄色砂混り粘質土層

③褐黄色砂混り粘質土層

④ ③に花同岩のプロックを少量含む

⑤茶黄色砂混り粘質土層
(花聞岩のプロックを多量に含む)

⑥やまぶき黄色砂混り粘質土層

⑦花閥岩

①オリープ灰色砂混り粘質土層(③より粘質)

②黄橙色砂混り粘質土層

③オリープ灰色砂混り粘質土層(①より砂粒が多い)

④黄灰色砂混り粘質土層

⑤褐灰色粗砂層

⑥明オリープ灰色砂混り粘質土層

⑦オリープ灰色砂混り粘質土層(砂粒が少ない)

③花向岩

∩
|

完掘状況

0                 1m

第88図 STⅢ 33 0 STⅢ 34平・断面図 (1/30)

-106-



規模は長軸長約 1。 73m、 短軸幅約0。 73m、 深さ約0.15mを測る。長軸主軸方向はN-84° 一Eを取り、

土墳墓はちょうど丘陵等高線に並行している。

①やまぶき黄色砂混り粘質土層
②やまぶき色細砂混り粘質土層
③花同岩

第87図  STⅢ 32平 0断面図 (1/30)
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0                 1m

A′

①黄やまぶき色砂混り粘質土層
②茶やまぶき色砂混り粘質土層

(花 同岩を多量に含む)

③黄灰色砂混り粘質土層
④花同岩
*埋土は①のみ

第89図  STⅢ 35平 0断面図 (1/30)
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0                 10cm

第90図 STⅢ 36出土遺物実測図 (1/4)
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③土器棺墓

土器棺墓は南丘陵ほぼ全域において検出しているが、特に丘陵北東先端部に8基が集中していること

が解る。これら以外はある程度の間隔があいているが、屈曲部から南側で検出した土器棺墓ST血 52～ 56

はその配置が何かを中心に弧状に配置されているようにも見える。

STⅢ 36(第 90図 )

STⅢ 36は南丘陵先端部、北方向に延び稜線上からやや降った部分、標高26.54mで検出した土器棺墓

で、明確な遺構は検出していないがかなり土器が纏まって出土した。この部分は後世の畑地化により削

平を受け、段々畑状になっており、その縁部から出土しているために原位置を保っていない可能性はあ

る。

131は壺で底部に明瞭な平底を持ち、体部は内湾しながら延び、頸部は直線的に上方に延び、日縁部

は外反する。体部最大径はほぼ中央部にあり、やや胴長の壺である。体部外面下位に縦方向の板ナデ

が、内面は上位に縦方向の指ナデが施されている。体部ほぼ中央部に穿孔が認められる。129は 131の 口

縁部と考えられ、端部がやや肥厚し、外面には僅かに沈線が施されている。130は鉢で内湾する体部か

ら口縁部は外方に屈曲する。壺とセットになるものと考えられる。

L=26.600m

①濁やまぶき色砂混り粘質土層
②濁やまぶき色粘質土層
③濁やまぶき黄色粘土層
④ ②に花間岩の小プロックを含む(ベース)

④

第91図  STⅢ 37平

0                                       50cm

断面図 (1/10)

_①
巡
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S丁Ⅲ37(第 91092図 )

STⅢ 37は南丘陵先端部、標高26.4mで検出した土器棺墓で、上部が削平され、下部しか残存していな

い。

墓墳平面形態は直径約0.64mの 歪な円形を呈し、断面から中央がU字状に窪み、深さは約0。 34mを測

る。底面は西側が 2段になり、ちょうど棺身底部をこの段の部分に置き、体部を底面にして設置されて

いる。したがって棺身 (壺)底部は北西方向に、日縁部は南東方向に向き、この方向は自鳥 0湊川上流

方向である。棺身角度は約13° を測る。土層断面でみると棺身底面と土墳底面の間に土層③があること

から土器棺埋納時と同時に埋め戻されていることが解る。

133は壺で底部に明瞭な平底を持ち、体部は内湾しながら延びる。体部最大径は中位よりやや上方に

o                 10cm

第92図 STⅢ 37出土遺物実測図 (1/4)
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ある。頸部での打ち欠きは1/3程度体部上半まで及んでいる。体部外面には底部際に斜め方向のヘラ磨

きが、下位に縦方向の刷毛目が、上位には主として縦方向の板ナデが施されている。内面は下位から中

位にかけて縦方向の刷毛目が、上位は横方向の板ナデが施されている。132は鉢で底部にしっかりした

平底を持ち、体部は内湾気味に延び、日縁部は外反する。体部内面にヘラ磨きが施されている。

STⅢ 38(第 93図 )

STⅢ 38は南丘陵先端部東、標高28.Omで検出した土器棺墓で、上部がかなり削平され、下部しか残存

していない。このSTⅢ 38も 含めてSTⅢ 38～43は南丘陵の先端東の部分にかなり近接して集中している。

墓墳平面形態は直径約0。 50mの歪な円形を呈し、土層断面から底面が平らなU字状を呈し、深さは約

0。 13mを測る。土層断面でみると棺身底面と土墳底面の間に土層③があることから土器棺埋納時と同時

に埋め戻されていることが解る。

134は壺の下半部で、底部に明瞭な平底を持ち、体部は直線的に外上方に延びる。

L=28.200m

第93図 STⅢ 38平・断面図 (1/10)、

0                  10cm

①暗灰やまぶき色砂混り粘質土層
②濁茶自色粘土層
③濁灰やまぶき色砂混り粘質土層

(花商土の小プロックを含む)

④花岡土

0                                      50cm

出土遺物実測図 (1/4)
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STⅢ 39(第 94095図 )

STⅢ 39は南丘陵先端部東、標高28.lmで検出した土器棺墓で、掘 り方上部は削平されていると考えら

れるが、棺身・棺蓋の残存状況は良好である。

墓墳平面形態は北側が一部削平されているが、直径約0。 64mの歪な円形を呈し、断面から中央がU字

状に窪み、深さは約0.30mを 測る。底面は南西側と北東側が 2段になり、ちょうど棺身底部と棺身上位

をこの段の部分に置き、棺身角度を約43° 傾斜させ、設置されている。棺身 (壺)底部は南西方向に、

日縁部は北東方向に向き、この方向は北丘陵方向である。土層断面でみると棺身底面と土墳底面の間に

堆積土があることから土器棺埋納時と同時に埋め戻されていることが解る。

136は 壺で底部に明瞭な平底を持ち、体部は内湾しながら延びる。体部最大径はほぼ中位にあり、頸

部で打ち欠きされている。体部外面には縦方向の刷毛目の後、縦方向のヘラ磨きが密に施されている。

内面は下位にヘラ削りが、中位に斜め方向の刷毛目が、上位は横方向のヘラ削りが施されている。体部

中央下位に穿孔が認められ、検出時ではこの穿孔を底面としていた。 135は鉢で、棺身の壺に比べると

かなり大型のものである。底部にしっかりした平底を持ち、体部は直線気味に延び、日縁部は外反す

る。体部内面に横方向のヘラ削りが施されている。日縁部の屈曲部分に l cm程度の穿孔が認められる。

①やまぶき黄色砂混り粘質土層
② ①に花間岩の小プロックを含む

0                                     50cm

第94図 STⅢ 39平・断面図 (1/10)
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0               1ocm

第95図 STⅢ 39出土遺物実測図 (1/4)



①

藤
―

ミ|

″:

①濁黄やまぶき色砂混り粘質土層
② ①(花闇岩の小プロック・砂粒を含む)

③濁黄色砂混り粘質土層
④花同岩

o                                      50cm

0                10

第96図 STⅢ 40平・断面図(1/10)、 出土遺物実測図(1/4)
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S丁Ⅲ40(第96図 )

STⅢ 40は南丘陵先端部東、標高28。 lmで検出した土器棺墓で、棺身上位に棺蓋が残っており、ほぼ完

全な形で検出した。

墓墳平面形態は隅丸の方形を呈し、長軸約0.50m、 短軸約0.43mを 測り、断面は棺身底部部分が若干

の段を持つが、概ねU字状を呈し、深さは約0。 33mを測る。底面は南側に若干の段を持ち、ちょうど棺

身底部をこの段の部分に置き、棺身角度を約68°傾斜させ設置されている。棺身 (甕)底部は南方向に、

日縁部は北方向に向き、この方向は北丘陵方向である。土層断面でみると棺身底面と土墳底面の間に土

層②があることから土器棺埋納時と同時に埋め戻されていることが解る。

138は甕で底部に明瞭な平底を持ち、体部は内湾しながら延び、体部最大径は中位よりやや上方にあ

L=28.500m

①やまぶき黄色砂混り粘質土層
(花闘土を少量含む)

②灰黄色砂混り粘質土層
③やまぶき黄色砂混り粘質土層
④灰黄色砂質土層
⑤暗やまぶき黄色粘土層

0                                       50cm

第97図 STⅢ 41平・断面図①(1/10)
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る。日縁部が一部残り、頸部から体部にかけて打ち欠きが認められる。体部外面には板ナデが認めら

れ、中位に横方向のヘラ磨きが、上位に縦方向の刷毛目が施されている。内面は下位から上位にかけて

縦方向で、下位から上位方向のヘラ削りが施されている。137は 高杯で、脚部を打ち欠き、棺蓋として

いる。

STⅢ 41(第 97～ 99図 )

STⅢ 41は南丘陵先端部東、標高28。 4mで検出した土器棺墓で、棺身上位に棺蓋が残っており、ほぼ完

全な形で検出した。

墓墳平面形態は隅丸の方形を呈し、長軸約0。 92m、 短軸約0.81mを測り、断面は棺身体部部分が若干

の段を持つが、概ね箱形を呈し、深さは約0.63mを測る。底面は南側に若干の段を持ち、ちょうど棺身

体部上半をこの段の部分に置き、棺身角度を約40°傾斜させ設置されている。棺身 (壺)底部は北西方

向に、日縁部は南東方向で、この方向は自鳥町、湊川上流方向である。土層断面でみると棺身底面と土

墳底面の間に土層①があることから土器棺埋納時と同時に埋め戻されていることが解る。

140は壺で底部に明瞭な平底を持ち、体部は内湾しながら延び、体部最大径は中位にあり、かなり胴

張りの壺である。頸部と体部の境で打ち欠きが認められる。体部外面には縦方向のヘラ磨きが施されて

いる。内面は下位から上位にかけて斜め方向の粗い刷毛目が施されている。139は鉢で、棺身の壺に比

べるとかなり小型のものである。底部にしっかりした平底を持ち、体部は内湾気味に延び、日縁部は外

反する。体部外面下位に板ナデが、内面に刷毛目が施されている。

棺蓋除去後

0

第98図 STⅢ 41平面図②(1/10)
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0                  10cm

第99図  STⅢ 41出土遺物実測図 (1/4)
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STⅢ 42(第 100図 )

STⅢ 42は南丘陵先端部東、標高28.lmで検出した土器棺墓で、掘 り方東部が削平されている。

墓墳平面形態は東側が削平されているが、直径約0。 50mの歪な円形を呈し、断面は箱形を呈し、深さ

は約0.32mを 測る。墓墳内から土器棺片が散乱した状態で出土している。

141は壺の口縁部で、142は壺の底部で両者とも棺身に伴うものと考えられる。

ヘ
0                  10cm

Ｔ
．

Ｎ

Ｉ

―

＼

亀%0

L=28.200m

0                                      50cm

第100図 STⅢ 42平・断面図 (1/10)、 出土遺物実測図 (1/4)

STⅢ 43(第 1010102図 )

STⅢ 43は南丘陵先端部東、標高28。 2mで検出した土器棺墓で、掘り方東部は削平されていると考えら

れるが、棺身 0棺蓋の残存状況はかなり良好である。

墓墳平面形態は東側が一部削平されているが、直径約0.71mの円形を呈し、断面から角張つたU字状

を呈するものと考えられ、深さは約0.52mを 測る。底面は角張っており、墓墳底面と側面の境の傾斜部

に棺身底部を置き、棺身角度を約59° 傾斜させ設置されている。棺身 (壺)底部はほぼ西方向に、日縁

部は東方向に向き、この方向は自鳥町、湊川方向である。土層断面でみると棺身底面と土墳底面の間に

土層③があることから土器棺埋納時と同時に埋め戻されていることが解る。

144は壺で底部にやや突出した平底を持ち、体部は内湾しながら延び、体部最大径はほぼ中位にあり、

かなり胴張りの壺である。頸部と体部の境で打ち欠きが認められる。体部外面には叩きの後斜め方向の

刷毛目が、上位にはさらにヘラ磨きが施されている。また頸部と体部の境にはヘラ状工具による刺突文

が施されている。内面は刷毛目が施され、部分的にヘラ磨きが認められる。頸部際には指ナデが施され

ている。143は壺の体部で、棺蓋としている。体部内外面にヘラ磨きが施されている。
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④

〆 _

①黄色砂混り粘質土層(攪乱)

②濁やまぶき黄色砂混り粘質土層
③やまぶき黄色砂混り粘質土層

(花 同岩の小プロックを少量含む)

④濁灰黄色砂混り粘質土層
⑤花同岩(地 山)

0                                      50cm

第101図  STⅢ 43平・断面図 (1/10)
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第102図 STⅢ 43出土遺物実測図 (1/4)
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STⅢ 44(第 103図 )

STⅢ 44は南丘陵先端部、標高29。 9mで検出した土器棺墓で、掘り方北部がSHⅢ 01に よって切られてい

る。

墓墳平面形態は北部が切 られているが、直径約 0。 95mの 歪な円形を呈 し、断面は箱形を呈 し、深さは

約0.20mを 測る。墓墳内か ら少量土器片が出土 している。

L=30.000m

§l§]晃
蕎磐磯瀑多智5ナ厚少量含む 9                   5午 m

第103図 STⅢ 44平・断面図 (1/10)

-121-



STⅢ 45(第 104図 )

STⅢ 45は南丘陵先端部、標高29。 5mで

検出した土器棺墓で、掘 り方上部は削平

されていると考えられ、棺身が残存 して

いた。

墓墳平面形態は直径約0.54mの歪な円

形を呈し、断面は箱形を呈 し、深さは約

0.22mを 測る。底面は平 らであるが、墓

墳底面と棺身底部間に土層③を敷き、棺

身角度を約33° 傾斜させ設置されている。

棺身 (壺)底部はほぼ東方向に、日縁部

は西方向に向き、この方向は大内町方向

である。土層断面でみると棺身底面と土

墳底面の間に土層③があることから土器

棺埋納時と同時に埋め戻されていること

が解る。

146は 壺で底部にやや突出した平底を持

ち、体部は内湾しなが ら延び、体部最大

径はほぼ中位にあり、かな り胴張 りの壺

である。打ち欠きは体部上位まで及んで

いる。体部外面には下位に縦方向のヘラ

磨きが施されている。体部下位に穿孔が

認められ、穿孔を下位にして埋められて

いた。145は鉢の口縁部で、棺蓋としてい

る。日縁部外面に凹線が認められる。

①濁やまぶき黄色砂質土層
②やまぶき黄色砂混り粘質土層
③ ②に花閥土の小プロックを少量含む
④花闘土

0                                       50cm

L=29.600m

第104図 STⅢ 45平 0断面図 (1/10)、

出土遺物実測図 (1/4)

①
　
　
ン一
③
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L=29.600m

①茶黄色砂混り粘質土層

②濁やまぶき黄色砂混り粘質土層

0                                      50cm

第105図 STⅢ 46平・断面図①(1/10)
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第106図 STⅢ 46平 。断面図②(1/10)
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STⅢ 46(第 105～ 107図 )

STⅢ 46は南丘陵先端部西斜面、標

高29。 5mで検出した土器棺墓で、掘

り方上部は削平されていると考えら

れ、棺身・棺蓋下部が残存していた。

墓墳平面形態は直径約0.85mの 歪

な円形を呈し、断面は東側が 3段に

なっており、最下段部分はU字状を

呈し、深さは約0.22mを測る。底面

は棺身の形状に整形されており、 3

段目の上部に壺の口縁部を置き、棺

身角度を約32° 傾斜させ設置されて

いる。この棺身上に棺蓋を重ね、さ

らにその左右に幅10～ 20cm、 厚さ8

cm程度の川原石を置き、棺身上部と

棺蓋を挟み込んでいる。棺身 (壺 )

底部はほぼ西方向に、日縁部は東方

向に向き、この方向は丘陵上部、自

鳥町方向である。土層断面でみると

棺身底面はほぼ土墳底面に接してお

り、棺蓋下位には土層②があること

から土器棺埋納時と同時に埋め戻さ

れていることが解る。

148は壺で底部にやや突出した平

底を持ち、体部は内湾しながら延び、

体部最大径は中位からやや上方にあ

る。頸部は直線的に上方に延び、日

縁部は外反し、さらに上方に屈曲す

、ヽヽ

ヽ
キ
|

゛
恣

STⅢ 46出土遺物実測図 (1/4)

る2重回縁壺である。打ち欠きは頸部と体部の境で行われているが、打ち欠いた口縁部・頸部を一緒に

埋め戻していたと考えられる。体部外面には下位に縦方向の板ナデが、上位には叩きが施されている。

頸部と体部の境には刻み目のある突帯があり、この原体で突帯下位及び 2重回縁屈曲部・口唇部に刺突

文が施されている。頸部外面にはヘラ磨きが施されている。体部上位に穿孔が認められ、穿孔を下位に

して埋められていた。体部内面には下位に板ナデが、上位に指頭痕・指ナデが施されている。147は鉢

で、内湾する体部から口縁部が外反する。

ん′、
~~__

:/m
‐
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STⅢ 47(第 108～ 110図 )

STⅢ 47は南丘陵調査区内中央部西斜面、標高30。 lmで検出した土器棺墓で、掘り方上部は削平されて

いるものの棺身・棺蓋が残存していた。

墓墳平面形態は一辺約0.76mの隅丸の方形を呈し、断面は東側が 2段になっており、深さは約0。 40m

を測る。底面は棺身の形状に整形されており、 2段目の上部に壺の体部上半を置き、棺身角度を約24°

傾斜させ設置している。この棺身上に棺蓋を重ね、さらにその左右に幅14～ 23cm、 厚さ7cm程度の川原

石を置き、棺身上部と棺蓋を固定している。棺身 (壺)底部はほぼ西方向に、日縁部は東方向に向き、

この方向は丘陵上部、自鳥町方向である。土層断面でみると棺身底面はほぼ土墳底面に接しており、棺

蓋下位には土層①があることから土器棺埋納時と同時に埋め戻されていることが解る。

150は壺で底部にやや突出した平底を持ち、体部は内湾しながら延び、体部最大径は中位からやや上

方にある。打ち欠きは頸部と体部の境で行われている。体部外面には縦方向の刷毛日の後ヘラ磨きが施

されている。体部下位、底部際に穿孔が認められる。体部内面には横方向の刷毛目が施されている。

149は鉢で、内湾する体部から口縁部が外反する。体部外面には縦方向の刷毛目が、内面には刷毛目の

後ヘラ磨きが施されている。

L=30.100m

①淡やまぶき灰色粘質土層
②茶やまぶき灰色砂混り粘質土層(下位に炭を含む)

(1～2cm木炭・径1.5cm程度)

③やまぶき黄色粘質土層
0                                       50cm

第108図 STⅢ 47平 0断面図①(1/10)
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第109図 STⅢ 47平 0断面図②(1/10)

-127-



〓二
多

Ｔ刃
　
　
一書

0                  10cm

第HO図 STⅢ 47出土遺物実測図(1/4)



STⅢ 48(第H10112図 )

STⅢ 48は南丘陵調査区内中央部東斜面、標高30.8mで検出した土器棺墓で、掘り方上部は削平されて

いると考えられ、棺身が残存していた。

墓墳平面形態は直径約0。 84mの歪な円形を呈し、断面は北側が 2段になっており、最下段部分はU字

状に窪み、深さは約0.32mを測る。墓墳底面のU字状に窪む部分には15cm角 、厚さ10cm程度の川原石を

置き、壺の体部を乗せ、棺身角度を約41°傾斜させ設置している。棺身 (壺)底部はほぼ東方向に、日

縁部は西方向に向き、この方向は丘陵上部方向である。土層断面でみると棺身底面は川原石及び土層②

があることにより土墳底面に接しておらず、土器棺埋納時と同時に埋め戻されていることが解る。

151は壺で底部にやや突出した平底を持ち、体部は内湾しながら延び、体部最大径はほぼ中位にある。

頸部下位まで残っており、やや内径気味に延びる。打ち欠きは一部頸部が残存するが、頸部と体部の境

で行われている。体部外面には下位に縦方向の刷毛目の後ヘラ磨きが、中位から上位にかけてヘラ磨き

が施されている。体部内面には全面に板ナデが施されている。

L=30.900m

0                                       50

①やまぶき灰色砂混り粘質土層
② ①に花闘土のプロックを含む
③花間土

第111図 STⅢ 48平・断面図 (1/10)
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第112図 STⅢ 48出土遺物実測図 (1/4)



STⅢ 49(第 H30H4図 )

STⅢ 49は南丘陵調査区内中央部西斜面、標高30。 9mで検出した土器棺墓で、掘り方上部は削平されて

いるが、棺身・棺蓋が残存している。

墓墳平面形態は直径約0。 49mの 円形を呈し、断面は北側が 2段になっており、最下段部分はU字状に

窪み、深さは約0.27mを測る。墓墳底面は壺の体部とほぼ同様に整形され、 2段 目に壺の体部上半を乗

せ、棺身角度を約30° 傾斜させ設置している。棺身 (壺)底部はほぼ南東方向に、口縁部は北西方向に

向き、この方向は大内町方向である。土層断面でみると棺身底面は土層④があることにより土墳底面に

接しておらず、土器棺底面を固定するためのものである。

153は 壺で底部に平底を持ち、体部は内湾しながら延び、体部最大径は中位からやや上位にある。打

ち欠きは頸部と体部の境で行われている。体部外面には縦方向のヘラ磨きが、体部内面には下位にヘラ

削りが、中位から上位にかけて指ナデが施されている。底部に穿孔が認められる。152は棺身の壺に比

べるとかなり大型のもので、内湾する体部から口縁部が外反する。体部外面には縦方向のヘラ磨きが、

内面にも縦方向のヘラ磨きが施されている。

一 」

A′

A

AL=31.000m BL=31.000m

第n3図 STⅢ 49平・断面図 (1/10)

①やまぶき灰白色砂混り粘質土層
②やまぶき黄灰色砂混り粘質土層
③ ②が硬質化した層
④灰自色砂混り粘質土層

0                              40cm

呈鞣ゝヾ

-131-



型
パ
、

第H4図 STⅢ 49出土遺物実測図 (1/4)



STⅢ 50(第 H5図 )

STⅢ 50は南丘陵調査区内中央部稜線上、標高31.3mで検出した土器棺墓で、掘 り方上部は削平され、

破片が散乱した状態で出土した。この土器棺墓はSXⅢ 03と SDⅢ 01に よって切られており、またSTⅢ 51を

切っている。出土遺物にはSTⅢ 51と接合関係にある遺物が出土していることからS T Ⅲ50を掘削する時

におそらく近接するSTⅢ 51を掘削した土坑の可能性があるが、ここでは土器棺墓とする。

墓墳平面形態は長軸約0。 77m、 短軸約0.55mを測る楕円形を呈し、底面が歪であるが、概ねU字状を

呈し、深さは約0.32mを 測る。

①灰自色砂混り粘質土層

0                              40cnl

第H5図 STⅢ 50平 0断面図 (1/10)
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STⅢ 51(第 H60117図 )

STⅢ 51は南丘陵調査区内中央部西斜面、標高31.3mで検出した土器棺墓である。この土器棺墓はSDⅢ

01と STⅢ 50に よって切られており、かなり残りが悪い。

検出時での墓墳平面形態は直径約0.40mの 円形を呈し、断面はU字状に窪むと推定でき、深さは約

0。 20mを測る。

155は 壺で底部に平底を持ち、体部は内湾しながら延び、体部最大径は中位からやや上位にある。打

ち欠きは頸部と体部の境で行われている。体部外面には中位に板ナデが、上位に縦方向のヘラ磨きが施

されている。体部内面には下位に板ナデが、上位に刷毛目が施されている。154は鉢で、内湾する体部

から口縁部が外反する。体部外面には斜め方向の刷毛目が、内面にも縦方向の板ナデが施されている。

L=31.400m

0                                       50cm

第116図 STⅢ 51平・断面図 (1/10)
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0                  10cm

第117図 STⅢ 51出土遺物実測図 (1/4)

-135-
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Ｔ
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Ｎ

４

①明黄やまぶき色粘質土層
② ①に粗い砂粒を含んだ層
③暗黄やまぶき色粘質土層
④やまぷき色砂混り粘質土層

0                                       50cm

第118図 STⅢ 52平・断面図 (1/10)

①

D
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STⅢ 52(第H80H9図 )

STⅢ 52は南丘陵調査区内南丘陵上、標高32.15mで検出した土器棺墓で、掘 り方北部がSTⅢ 26に よっ

て削平されているが、棺身が概ね残存している。またこの土器棺墓はSTⅢ 27を切っている。

墓墳平面形態は直径約0.57mの歪な円形を呈し、断面は南東側が 2段になっており、最下段部分は箱

形状に窪み、深さは約0。 27mを測る。墓墳底面は箱形に整形され、底部を墓墳底面西側に置き、 2段目

に壺の体部上半を乗せ、棺身角度を約22° 傾斜させ設置している。棺身 (壺)底部はほぼ西方向で、日

縁部は東方向に向き、この方向は自鳥町、湊川方向である。土層断面でみると棺身底面は土層④がある

ことにより土墳底面に接しておらず、土層④を底面に敷き、土器棺底面を安定させ、埋め戻している。

157は壺で底部に突出した平底を持ち、体部は内湾しながら延び、体部最大径は中位からやや下位に

あり、下ぶくれを呈する。打ち欠きは頸部と体部の境で行われている。体部外面には叩きの後、縦方向

の刷毛目が、体部内面には横方向の刷毛目が施されている。体部やや下半に穿孔が認められる。検出時

穿孔は下位に向けられていた。154は棺蓋に転用したと考えられる甕である。底部に平底を持ち、体部

はない湾しながら延び、体部最大径はほぼ中位にある。頸部は稜を持たず屈曲し、日縁端部は上方に僅

かに摘み出す。体部外面に縦方向の刷毛目が、内面に頸部やや下位まで前面にヘラ削 りが施されてい

る。

若干甕の方が古い様相を呈していることからSKⅢ 14に伴うものが、混入した可能性も考えられる。

0                  10cm

第119図 STⅢ 52出土遺物実測図 (1/4)
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STⅢ 53(第 120図 )

STⅢ 53は南丘陵調査区内南部東斜面、標高32.lmで検出した土器棺墓で、掘 り方上部は削平され、南

部はSTⅢ 22に よって切られており、STⅢ 53内からは破片が散乱した状態で出土した。

墓墳平面形態はSTⅢ 22に よって切られているものの、直径約0。 75mの歪な円形を呈し、断面は不明で

あるが、底面は南側 (STⅢ 22方 向)に向かって傾斜している。、深さは約0。 13mを測る。

L=32.200m

第120図 STⅢ 53平 0断面図 (1/10)
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S丁 Ⅲ54(第 121～ 123図 )

STⅢ 54は南丘陵調査区内南部東斜面、標高30.7mで検出した土器棺墓で、掘り方上部は削平されてい

る。

墓墳平面形態は直径約0。 93mの歪な円形を呈し、断面は北側が 2段になっており、最下段部分はU字

状に窪み、深さは約0.61mを 測る。東西断面で壺 (棺身)の底部が確認でき、壺底部を土墳底面にし、

棺身角度を約47°傾斜させ設置している。棺身 (壺)底部はほぼ西方向で、日縁部は東方向に向き、こ

の方向は自鳥町、湊川方向である。土層断面でみると棺身底部を土層④で固定し、土層②で周りを埋め

戻している。

159は 壺で底部に平底を持ち、体部は内湾しながら延び、体部最大径は中位にある。壺の体部上半が

残っていないため、打ち欠き部位は不明である。体部外面には縦方向のヘラ磨きが、体部内面には下位

に板ナデが、中位に刷毛目が施されている。158は棺蓋の高杯で、体部内 0外面にヘラ磨きが施されて

いる。

L=30.600m

①濁黄灰色砂混り粘質土層
②明黄やまぶき色砂混り粘質土層(③より砂が粗い)

③暗明黄やまぶき色砂混り粘質土層
④灰白色砂混り粘質土層

0                                       50cm

第121図 STⅢ 54平 0断面図① (1/10)
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ロ0                                       50cIIl

第122図 STⅢ 54平 0断面図② (1/10)

STⅢ 55(第 1240125図 )

STⅢ 55は南丘陵調査区内南部東斜面、標高30。 lmで検出した土器棺墓で、掘り方上部は削平されてい

るが、棺身・棺蓋は残存している。

墓墳平面形態は長軸約0。 77m、 短軸約0。 58mの楕円形を呈し、断面は南東側が僅かに2段になってお

り、最下段部分はU字状に窪み、深さは約0.36mを測る。断面でU字状に窪んだ部分に壺 (棺身)の底

部を置き、壺体部を高所側にし、棺身角度を約66° 傾斜させ設置している。棺身 (壺)底部はほぼ東方

向に、 口縁部は西方向に向き、 この方向は丘陵高所方向である。土層断面でみると棺身底部 を土墳底部

に置き、土層①で周りを埋め戻している。

161は壺で底部に平底を持ち、体部は内湾しながら延び、体部最大径は中位よりやや上方にある。壺

の体部上半から打ち欠いている。体部外面には縦方向のヘラ磨きが、体部内面は不明。体部下位に穿孔

が認められ、埋設時は底面側に向けて置かれていた。160は鉢で、体部は内湾し、日縁部は外反する。

体部外面には叩きが施され、内面には横方向の刷毛目の後、縦方向のヘラ磨きが施されている。

STⅢ 56(第 126図 )

STⅢ 56は南丘陵調査区内南部東斜面、標高30.4mで検出した土器棺墓で、掘 り方上部は削平され、南

部はSTⅢ 19に よって切られており、STⅢ 56内からは破片が散乱した状態で出土した。

墓墳平面形態はSTⅢ 19に よって切られているものの、直径約0。 77mの 円形を呈し、断面は不明である
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0                  10cm

第123図 STⅢ 54出土遺物実測図 (1/4)

が、底面は南側 (SKⅢ 19方向)に向かって傾斜している。深さは約0.25mを 測る。

163は 壺で底部に平底を持ち、体部は内湾しながら延び、体部最大径は上方にある。壺の打ち欠きは

頸部と体部の境である。体部外面には下位に板ナデが、体部内面は上位に指ナデが施されている。162

は鉢で、日縁部しか残存しておらず、日縁部は外反する。

④まとめ

南丘陵で検出した土墳墓は35基、土器棺墓は21基である。

土墳墓はほとんどが調査区内南半分で検出しており、ほとんど丘陵に並行して造られている。特にST

Ⅲ25は検出した土墳墓中最大規模を測 り、丘陵稜線上に造られていることからこれらの土墳墓群の中心

的存在と考えられる。また南側斜面部には平坦面を造 り、土墳墓を列埋葬していることやそれぞれの土

墳墓がほとんど切り合っていないことからSTⅢ 25を 中心に規則的・計画的に造営された土墳墓群である

ことが解る。

ほとんどの土墳墓の主体部構造は土墳墓底面がU字状に窪んでいることや土層断面にU字状を呈する

木棺痕跡が確認されていることから木棺底部がU字状あるいは船底状を呈する木棺であることが解る

が、中心的存在のSTⅢ 25の主体部は墓墳底面が平らなことや両小日に部分的に長側板の痕跡と考えられ

る突出部が確認できることから組合せ式の箱形木棺であることが解っており、土墳墓の規模・立地 0主
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体部構造に格差が認められる。

時期的にはほとんど遺物が出土 してい

ないので、判然としないが、土器棺墓を

切っていることやSTⅢ 16 0 21出 土の鉄製

品か ら弥生時代終末か ら古墳時代初頭に

かけて短期間に造営された土墳墓群であ

ると考える。

土器棺墓は概ね4つの時期に分けられる。

この4時期は北丘陵の時期とほぼ同じで、

棺身 (壺)の体部最大径の位置によって

設定した。

1期は体部最大径が中央より上位にあり、

肩の張る形態のものでSTⅢ 47、 2期は体

部最大径が中央よりやや上位にあるもの

でSTⅢ 40 0 46 0 54、  3期は体部最大径が

ほぼ中位にあるものでWⅢ37039・ 43・ 450

48049・ 55、 4期は体部最大径が中央よ

り下位にあるものでSTⅢ 41 0 52にそれぞ

れ当たる。

時期は北丘陵と同時期 と考えられるこ

とから弥生時代後期後半か ら古墳時代初

頭の時期にかけて造営されたものと考える。

土器棺墓の口縁部方向 (棺身主軸方向)

には丘陵高所側を向くものや自鳥町側、

大内町側と全体でもまた時期ごとにおい

ても規則性は認められない。

土墳墓・土器棺墓検出時に周辺か ら多

数の土器片が出土している (第 128図 )。

その広が りは特に南斜面を中心に広が

ってお り、その土器片はほとんどが土器

棺墓STⅢ 53～ 56の破片と考えられる。し

かし土器棺墓を検出していない部分でも

土器片を採取 していることから検出した

土器棺墓以外にも存在 した可能性が指摘

できる。
0                                       50cm

第124図 STⅢ 55平 。断面図 (1/10)

E

①明黄やまぶき色砂混り粘質土層
② ①の流入土
③明黄やまぶき色粘質土層
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第125図  STⅢ 55出土遺物実測図 (1/4)

0          10(

第127図 STⅢ 56出土遺物実測図 (1/4)
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①明黄やまぶき色砂混り粘質土層

② ①に花聞土の砂粒を多く含んだ層 (ベース)

0                                       50clll

第126図 STⅢ 56平・断面図(1/10)

-144-



へ噴
肛

話
イ〇、

（８
ミ
じ
図
廻
週
引
調
±
串
引

′図
廻
週
Ⅷ
鯉
器
引

。

００。
○
。

．
●
　

０

０ ０

め
卜
】

。
・〇
゛
ｏ
。。

０
■

●
　

。

○

Ⅷ
岬
引

凶
細
網
日
駅
著
翠
　
図
震
出駅

■

旧

旧

旧

旧

旧

相

旧

旧

旧

田

旧

Ｊ

日Ｏ
Ｎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ

中
蜘
尽
四
迎
騨
壼
卜
ぶ

聞
理
串
引

○

硼
郎
引
口
□

S
□ .

。も

:―

-145-



④溝状遺構

第Ⅲ調査区南丘陵中央部で溝状遺構を3条検出している。

SDⅢ 01(第 1290130図 )

SDⅢ 01は丘陵頂部で検出した溝状遺構で、流路方向はほぼ東西方向で緩やかに屈曲し、平面形態が三

日月状を呈する。底面は西側が 2段になり、平らな面を持つが、東側は傾斜が急である。規模は幅約

1.7m、 深さ0.51mを 測る。

溝内よリサヌカイ ト製の楔状石器 (第 129図 167)が出土している。

この溝の屈曲は南側を意識しているようで、南側に土墳墓はSTⅢ 06・ 07があり、おそらくこれらの土

墳墓の区画溝と考えられる。

時期は弥生時代終末から古墳時代初頭と考えられる。

SDⅢ 02(第 129・ 130図 )

SDⅢ 02は丘陵頂部で検出した溝状遺構で、流路方向はほぼ南北方向で、丘陵稜線に直交する。北側は

不明であるが南側は僅かに東に屈曲し、溝の東側を意識したものと考えられる。この溝の東側はちょう

ど南丘陵が北方向に屈曲する部分であるために当初古墳の周溝とも考えたが、屈曲部分にその痕跡は確

認できなかった。断面は緩やかなU字状を呈し、規模は幅約4.5m、 深さ0。 3mを測る。

溝の底面でSTⅢ 07を検出し、北側ではおそらくSTⅢ 06を切っているものと考えられる。

溝内より弥生土器壺 0高杯、サヌカイト製石鏃、不明鉄製品 (第 129図 164～ 166・ 168)が出土してい

る。

時期はSTⅢ 07を切っていることから古墳時代以降と考えられる。

AL=31.300m

①灰茶色砂混り粘質土層
②灰自色砂混り粘質土層
③黄灰色砂混り粘質土層
④灰自色砂混り粘質土層 (②より灰色)

⑤黄灰色砂混り粘質土層 (③より粘質)

L=31.500m

SDII101

'_-'\--l

0 Scn
1-E-

0               10cm

①黄やまぶき色砂混り粘質土層

0                  50cm

第129図  SDⅢ 01～ 03土層断面図 (1/20)、

9   1   1lm_

1“

cL=30.,00m     _c
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第130図  SDⅢ 01～ 03平面図 (1/100)
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SDⅢ 03(第 1290130図 )

SDⅢ 03は丘陵南斜面で検出した溝状遺構で、流路方向はほぼ東西方向で緩やかに屈曲する。断面はU
字状を呈し、規模は幅約0。 46m、 深さ0。 lmを測る。

溝内より遺物は出土していない。

この溝の屈曲は南側を意識しているようで、南側には約0。 8m離れて、土墳墓はSTⅢ 19が ある。おそ

らくこの土墳墓に伴うものと考えられ、樋端遺跡内で区画溝を持つ土墳墓はこれ 1基のみである。

⑤不明遺構

南丘陵はほぼ中央部で北方向に屈曲し、その屈曲部から北は西側がかなりの範囲後世の畑地化により

平らに削平されており、ほとんど旧状を呈していない。SXⅢ 01 0 02を検出した位置は東側で僅かに残る

丘陵頂部である。また東斜面は急傾斜になっており、STⅢ H以外遺構を確認していない。

この僅かに残る丘陵頂部は、東にある集落から丘陵に上る山道によって斜め方向に切り通しの痕跡が

確認できる。この切り通し部の北側と南側でSXⅢ 01 0 02を検出した。

SXⅢ 01(第 131図 )

SXⅢ 01は南丘陵調査区内北部稜線上、標高31.4mで検出した不明遺構である。

SXⅢ 01は切り通し部の北側で検出した。遺構はこの丘陵頂部に直交する溝状の掘り方を持ち、内部に

拳大 (8 cm程度)か ら人頭大 (20～ 30cm程度)の砂岩 (川原石)を不規則に投げ込まれた状態で検出し

た。東西の小田部分に明確な肩部はなく、当初は丘陵に直交する溝内に川原石が投げ込まれたものと考

えられていた。しかし上部に堆積した川原石を除去すると南側側壁に沿って幅18～ 40cm、 厚さ10cm程度

の砂岩 (川原石)が直列状に確認でき、人為的な配置であることが窺われた。

このような人為的に配置された礫はこれ以外になく、また断面をみると緩やかなU字状を呈し、その

底部に川原石が置かれている状況が解る。

以上の状況からSXⅢ 01の性格は判然としない。

167は この遺構から出土した壺である。時期は弥生時代と考えられ、この遺構が弥生時代の所産の可

能性がある。

SXⅢ 02(第 132図 )

SXⅢ 02は南丘陵調査区内北部稜線上、標高31.5mで検出した不明遺構である。

SXⅢ 02は切 り通し部の南側で検出した。遺構はこの丘陵頂部に直交する溝状の掘り方を持ち、内部に

拳大 (8 cm程度)か ら人頭大 (20～ 30cm程度)の砂岩 (川原石)を不規則に投げ込まれた状態で検出し

た。東西の小日部分に明確な肩部はなく、当初は丘陵に直交する溝内に川原石が投げ込まれたものと考

えられていた。しかし上部に堆積した川原石を除去すると東側小日部分に幅18～ 40cm、 厚さ10cm程度の

砂岩 (川原石)が並列状に確認でき、人為的な配置であることが窺われた。

このような人為的に配置された礫はこれ以外になく、また断面をみるとU字状を呈し、その底部に小

日部分の川原石が置かれている状況が解る。

以上の状況からSXⅢ 02の性格は判然としない。

このSXⅢ 01 0 02は丘陵に直交、遺構内検出の川原石などの検出状況から同様な遺構であることが判明

した。これら遺構間の距離はSXⅢ 01の南掘り方とSXⅢ 02の 北掘 り方で約3.5mを測 り、中心で約4.8mを

測る。この遺構を遺構間に存在した遺構を区画する溝とも考えられるが、遺構間に遺構を検出していな
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い現状では判然としない。

SXⅢ 03(第 133図 )

SXⅢ 03は南丘陵調査区内中央部稜線上、標高31.4mで検出した不明遺構である。平面形態が南北に長

い溝状を呈し、南部に突出部を持つ。土層断面から土層⑦ (地山)上に貼り付けた土層④の隔壁状のも

のを境として南側には下位に土層③ (黒褐色を呈する焼土層)があり、上部に土層② (焼土層に礫が混

じる)が堆積する。この土層③は被熱によるものと考えられ、この部分が燃焼施設である可能性が考え

られる。この土層③はこの遺構の北側でも確認されている。この北側の土層③下位にはさらに方形の土

坑があり、方柱状の川原石が置かれていた。また隔壁状を呈する土層⑤の北壁は熱を受け、赤変してい

る。また上部に土層② (焼土)が堆積していることからこの部分でも燃焼行為が行われた可能性が指摘

できる。

以上の検出状況から何らかの焼成遺構と考えられるが、性格まで確認できなかった。

このSXⅢ 03は SDⅢ 01及びSTⅢ 14を切っており、明らかに弥生時代後期よりは後出するが、出土遺物が

ないために時期は不明である。
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2.神 越 3号墳

(1)調査前の状況

神越 3号墳の所在する丘陵は虎丸山から北東方向に派生する丘陵の内、原間遺跡を挟み東側にある。

この東側の丘陵は原間6号墳、原間 5号墳が所在する主丘陵から樋端 1号墳、樋端 2号墳、神越 3号墳

が所在する支丘陵に先端付近で北東方向に分岐する。

神越 3号墳が所在する丘陵は東丘陵、標高約61.2mを 測る頂部から北東方向に分岐し、湊川の西岸を

並行して延びる。この丘陵は調査区内で部分的に東西方向に延びる部分が確認でき、その屈曲部、標高

約34.5mの 頂部に神越 3号墳は所在する。

調査前は雑木林が生い茂っていたが、以前はこの丘陵も畑として開墾されていたようで、調査後僅か

に段々畑の痕跡が確認できた。この開墾のためか、調査前の踏査や調査前の地形測量を実施しても地形

的に墳丘らしきものは確認できなかった。          ｀

調査にあたっては地形測量図及び予備調査の結果を踏まえ、稜線上及び主体部に直交する計 3本の畔

を設定し、表土剥ぎから開始した。

(2)墳丘・周溝

標高約34.5mの頂部に神越 3号墳墳丘は所在する。尾根筋の北・南側は後世の畑地化のために墳形は

明確には判断できない。しかし尾根筋の南西側に残る周溝がやや弧を描いていることより円墳と考えら

れ、墳丘部から周溝最下部への変換点を墳裾とした場合に直径約8.54m、 墳高は南西側部分の周溝最下

部から約0.8mを測る。墳丘に明確な盛土はなく、腐葉土及び部分的に若干の包含層 (流失土)が確認

でき、直下で花闇土を基盤とする地山が全面で検出できる。腐葉土直下で墓墳掘り方が検出できること

や墳高がかなり低いことから墳丘中心部はかなり削平を受けているものと考えられる。

周溝は検出状況から延長約2.7m、 最大幅約1.3m、 土層断面から幅約1.2m、 深さ約0.25mの規模を

持つ。周溝から遺物は出土していない。

(3)埋葬施設

埋葬主体は墳丘のほぼ中央に 1基確認した。主体部は腐葉土を取り除くと花自土 (一部花同岩)にな

り、その直上で検出した。

主体部は標高34.5mで検出した粘土椰木棺墓で、平面形態は検出面で隅丸の長方形を呈する。

まず墓墳の被覆土と考えられる土層①～⑥と木棺被覆粘土土層⑦ o③・⑭を取り除くと小日部分約10

～15cm、 側辺側で40～ 50cm程度の平らな部分を持ち、中央部が隅丸の長方形状に窪む所謂 2段掘の墓墳

となる。規模は検出面掘り方で長辺約2.75m、 幅約1.25m(北西小日幅約1.30m、 南東小日幅約1.20

m)、 平らな部分までの深さ約0.07mを測る。中央部の窪み部の規模は長辺約2.53m、 幅0.48m(北西

小日幅約0.43m、 南東小日幅約0。 45m)、 深さ約0.20mを 測る。この面で墓墳ほぼ全面には土層④ (赤

褐色粘質土)を検出した。

土層断面観察の結果、特に土層④は木棺下位から周囲に置かれた土層で、土層⑦・③・⑭は木棺を直

接被覆した土層と考えられる。これらの土層は長軸土層断面でみると均一にではなく、部分的には土

色・土質を微妙に変えているが、短軸土層断面でみると2段掘を呈する墓墳掘り方底面上に土層④が連

続して、墓墳底面に厚さ3～ 10cm程度で同じように確認できることから、その上面に木棺を置いたもの
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①腐葉土層
②濁灰オリープ色砂混り粘質土層(やや粗砂)

③濁黄灰色砂混り粘質土層(やや粗砂)

④灰白色砂混り粘質土層(細砂)

⑤濁黄茶色砂混り粘質土層(粗砂)

⑥ ②(②より粗砂)

⑦赤褐色粘質土層(被覆粘土 。若千砂が混入)

③赤褐色粘質土層(被覆粘土)

⑨赤褐色粘質土層
⑩暗緑黄色粘質土層(⑨が少し混る)

①褐灰白色砂混り粘質土層(細砂を多く含む)木棺痕跡
⑫褐灰自色砂混り粘質土層(砂質強い)

⑬褐灰白色砂混り粘質土層(赤褐色粘土が混入木棺痕跡)

⑭赤褐色粘質土と暗緑黄色粘質土の混った層(被覆粘土)

⑮褐灰自色砂混り粘質土層(細砂)

⑮褐灰自色砂質土層(粗砂)

①赤褐色粘質土と暗緑黄色粘土の混った層
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◎ ◎ ◎

ロ
170

0 2cn

---

□
‐７３

０

‐７２
０
‐７‐

ヽ

ハ

Ｗ

＝

―‐

＝

＝

か

、

＝

――

＝

＝

、

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

第134図 神越 3号墳主体部平・断面図 (1/40)、 出土遺物実測図 (1/1、 1/2) ・

と考えられる。

土層断面をみると中央の窪み部分が円形を呈することから割竹型の木棺と考えられ、規模は土層④の

上面の幅で外径約0.53m、 長さ約2.5mを測る。

埋葬手順は地山を掘削し、 2段掘の土坑を造り、まず窪み部分の底面と段上部に土層④を敷くことで

棺の安定と棺下部の粘土による被覆が完成する。棺を設置後土層⑦ O③・⑭を棺全面を被覆する。そし

て最終的に土層① O② O⑤により墓墳は埋め戻される。

墓墳は長軸主軸はN-42° 一Wを取る。

遺物は木棺上面の被覆粘土土層⑦・③・⑭を取り除くと木棺部が窪むように全面に木棺痕跡土層① 0

⑬を検出し、その上面で出土した。

完掘状況
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第135図 神越 3号墳平 。断面図 (1/100、 1/40)

神越 3号墳埋土

神越 3号墳埋土
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遺物はガラス玉 4個、鉄製の鈍 1点で、ガラス玉は木棺部分南東側 (木棺内)で 3個、南西側土層④

上面 (木棺外)が出土した。鈍は木棺部分北西側 (木棺内)の南側辺に沿って出土した。

(4)出土遺物

木棺内出土遺物

168～ 170は棺内から出土したガラス玉である。色調は空色 (青色)を呈するもので、直径 4 nlm程 度

で、高さ 3111m程度を測る。

172は鉄製の鈍である。刃部が右方向に屈曲しており、埋葬時に折り曲げられたものか、土圧によっ

て曲がったものかは不明である。刃部が銀形を呈し、刃部表には僅かに鏑が認められる。刃部と茎部の

の境には明確な関を持たない。現存長14.lcm、 刃部長2.5cm、 刃部最大幅0。 7cm、 茎一柄部長H.6cm、 柄

部幅0。 7cm、 厚さ0。 2cmを 測る。

この鈍は古瀬分類 (1993)の Ia類に当たる。時期は古墳時代全時期に認められる。

木棺外出土遺物

171は 棺外から出土したガラス玉である。棺内から出土したガラス玉と同色を呈し、大きさもほとん

ど同じである。

これらの出土位置から頭位は東と考えられる。

時期は明確に時期決定できる遺物が出土していないが、埋葬主体部の構造等からT K23型式併行期の

所産と考えられる。

(5)ま とめ

調査の結果、主体部は粘土椰木棺墓であることが判明した。この主体部構造は原間 3号墳と同じで、

当古墳に共伴する遺物が出土していないが、おそらくほぼ同時期か若干後出するものと考えられる。

神越 3号墳は主体部の長軸主軸がN-42° 一W(頭位を東とすると南へ48° )を取っているが、丘陵稜

線に直交することから、東西主軸を指向するものではなく、丘陵に規制された主体部主軸と考えられ、

原間 3号墳と比較すると原間 3号墳は頭位が東で、南 15° 、26° と依然東西主軸を指向していることと丘

陵稜線に斜行していることから、神越 3号墳より若干古く位置付けられるものと考えられる。

古瀬清秀『古墳出土の鈍の形態的変遷とその役割』「考古論集一慶祝松崎寿和先生六十三歳論文集一」松崎寿和先生

退官記念事業会編1997.3

古瀬清秀『副葬品の種類と編年 農耕具』「古墳時代の研究 第 8巻 古墳Ⅱ 副葬品」雄山閣1991.H
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3.包含層出土遺物

173～ 182は 出土位置が解る遺物で、弥生土器 0石製品・鉄製品がある。

173～ 176は弥生土器で、時期は後期後半である。177・ 178はサヌカイ ト製の石鏃とスクレイパーと考

えられる。1790180は鎌で、直刃鎌である。181・ 182は鏃の茎と考えられる。

183～ 187は包含層出土遺物で、弥生時代後期後半から古墳時代後期初頭と考えられる。
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第136図 樋端第Ⅲ調査区包含層 (1/4、 1/2)
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第 3章 自然科学分析の結果

第1節 樋端遺跡 0金毘羅山遺跡出土遺物の分析について

(財)元興寺文化財研究所

1.調査対象

ml 鏡 1(破鏡)樋端遺跡

No。 2 鏡 2(破鏡)金毘羅山遺跡

2.調査手順

表面から非破壊で、ケイ光X線分析 (以下、XRF)に よる元素分析を行った。分析箇所は写真 1と

2の①～②である。鉛の有無を確認した後、それぞれの遺物の欠損部 (③)か ら直径1.2mmの ドリ

ルで金属部分を粉体試料として採取し、そのXRF分析も行った。

採取した試料を用いての鉛同位体比測定の調査を、東京国立文化財研究所 保存科学部 平尾良

光氏らにお願いした。

3。 使用機器及び測定条件

●エネルギー分散型ケイ光X線分析装置 (セ イコーインスツルメンツ欄製SEA5230)

試料の微小領域X線 を照射し、その際に試料から放出される各元素に固有のケイ光X線 を検出する

ことにより元素を同定する。

モリブデン管球使用、大気条件下、コリメータ1.8mm、 管電圧45kV

4. 糸吉果

いずれの鏡も、検出したのは主に銅 (Cu)、 スズ (Sn)、 鉛 (Pb)で あつた。他にヒ素 (As)、

銀 (Ag)、 アンチモン (Sb)、 鉄 (Fe)を検出した。

青銅製の鏡であり、鉛、ヒ素、銀、アンチモンは鏡に当初から含まれているものとみられる。表

面から検出している鉄は土壌の影響によるものと考える。

Ll、 RTo.2共 に、表面の①、②で検出されたヒ素、銀、アンチモンが、内部から採取した試料③

では、わずか、またはほとんど検出されていない。内部に微量含まれる成分が腐食により表面に濃     ・

縮されているために、このような現象がみられると推測する。

鉛同位体測定の結果については、平尾氏らの報告書を参照されたい。
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狽1定装置 SEA5230

猥1定時間 (秒 ) 300

有効時間 (秒 ) 214

試料室雰囲気 大気

コリメータ φ18mm
励起電圧 (kV) 45

管電流 (μ A) 36

コメン ト 99257香川県 No.1鏡 1

鏡背縁 黒色部①

[測定条件]

[試料像 ]

[スペク トル]
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狽1定装置 SEA5230

nll定時間 (秒 ) 300

有効時間 (秒 ) 219

試料室雰囲気 大気

コリメータ φl.8mm

励起電圧 (kV) 45

管電流 (μ A) 32

コメン ト 99257香川県 No l鏡 1

鏡背縁 黒色②

[測定条件]

[試料像 ]

[ス ペク トル]

視野:[X,Y]625, 467(mm)

94.59 cps A 1_黒②.SPC

Ｆ
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〓
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―
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■
■

Sn

□.80 koV 32.□ 7 keV

第138図  No l 鏡 l ②のXRFス ペクトル
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則定装置 SEA5230

則定時間 (秒 ) 300

有効時間 (秒 ) 215

試料室雰囲気 大気
コリメータ φl.8mm
励起電圧 (kVl 45

管電流 (μ A) 20

コメント 99257香川県 No.1鏡 1

メタ対ンプリンク・試料

[測定条件]

[試料像]

視野:lX,Ⅵ 6.25, 4.67 om)

[スペクトル]

Cu

Pb

Sb

第139図 Ll鏡 l ③からの採取試料のXRFス ペク トル
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測定装置 SEA5230

則定時間 (秒) 3∞

有効時間 (秒 ) 208

試料室雰囲気 大気

コリメータ φl.8mm

励起電圧 (kVI 45

瞥電流 (μ

“

32

コメン ト 99257香川県 No.2鏡 2

鏡背縁 黒色部

[測定条件]

[試料像]

視野:区Ⅳ16.25, 4.67(Π m)
[ス ペクトル]

Cu

Sn

Pb

Fo Ｌ
リ

０
０

第140図 L2鏡 2 ①のXRFスペクトル
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測定装置 SEA5230

測定時間 (秒 ) 300

有効時間 (秒 ) 216

試料室雰囲気 大気
コリメータ φl.8mm
励起電圧 (kV)

И
，

管電流 (μ A) 20

コメン ト 99257香川県 No 2鏡 2

鏡面 銀色部

[測定条件]

[試料像]

[スペク トル]

視野:[X,Y]625, 467(mm)

240。 日cps A L面競SPC

ｌ
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ｉ
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１
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鈍
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▲

Ｉ
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■
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lsb  ▲

ロロOB keV 32。07 koV

第 141図  NQ 2鏡 2 ② の XRFス ペ ク トル
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測定装置 SEA5230

測定時間 (秒 ) 300

有効時間 (秒 ) 210

試料室雰囲気 大気

コリメータ φl.8mm

励起電圧 (k→ 45

管電流 (μ A) 20

コメント 99257香川県 No.2鏡
メタ叶ンプリンク

゛
試料

[測定条件]

[試料像]

[ス ペク トル]

視野:IX,Ⅵ 6.25, 4.67ぃ皿)

第142図 L2鏡 2 ③からの採取試料のXRFス ペクトル
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写真 l Ll 鏡 1の分析箇所と試料採取箇所

③の拡大

写真 2 L2 鏡 2の分析笛所と試料採取箇所
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第2節 香川県樋端遺跡および金毘羅山遺跡から出土した

破鏡についての鉛同位体比

東京国立文化財研究所保存科学部

早川 泰弘

鈴木 浩子

平尾 良光

1.は じめに

(財 )香川県埋蔵文化財調査センターより元興寺文化財研究所を通して、香川県大川郡白鳥町樋端遺

跡と大川郡大内町金毘羅山遺跡から出土した破鏡に関して自然科学的な方法による調査の依頼があっ

た。そこで、遺物の材料となった鉛について鉛同位体比法による産地推定を行った。

2.資料

資料は香川県大川郡白鳥町樋端遺跡と大川郡大内町金毘羅山遺跡から出土した破鏡 2面である。写

真は省略する。以下の考古学的詳細は、元興寺文化財研究所からの資料による。また、試料となる錆

の採取は元興寺文化財研究所が行った。

1)樋端遺跡出土破鏡
1)

弥生時代後期～終末期の墓域から出土した。四葉座内行花文鏡の破鏡と考えられる。漢鏡の編年

で 5期、四葉座内行花文鏡のⅢ式 (A D60年前後)と判定される。

2)金毘羅山遺跡出土破鏡幼

斜面包含層から出土。斜面上部の竪穴式石室 (弥生時代末～古墳時代前期)か ら流出したと見 ら

れるが断定できない。鏡式は不明である。

3.分析法

1)鉛同位体比法による青銅原料の産地推定

産地推定のために鉛同位体比法を利用した 3)。 _般に、鉛の同位体比は鉛鉱山の岩体が違えば

それぞれの鉱山毎に異なった値となることが知られており、産地によって特徴ある同位体比を示す

ことが今までの研究でわかつている。そこで、鉛の産地の違いが鉛同位体比に現れるならば、文化

財資料に含まれる鉛の同位体比の違いは材料の産地を示すと推定される。古代の青銅には鉛が微量

成分として0.01%程度、あるいは主成分の一つとして5～20%含まれている。鉛同位体比の測定に

用いられる鉛量は測定器 (質量分析計)の感度が非常に良いため 1マイクログラムの鉛があれば十

分である。また試料は青銅の金属部分でも錆部分でも、同位体比は変わらないことが示されている

ので、資料からは錆を微少量採取するだけで十分である。そこでこの方法を本資料の材料産地の推

定に利用することを試みた。資料から錆の一部を採取し鉛を科学的に分離し、表面電離型質量分析

計で同位体比を測定したい。

2)鉛同位体比の測定

資料から微少量 (lmg以下)の錆を採取して、鉛同位体比測定用の試料とした。錆試料を石英製
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のビーカーに入れ、硝酸を加えて溶解した。この溶液を白金電極を用いて直流2Vで電気分解し、

鉛を二酸化鉛として陽極に集めた。析出した鉛を硝酸と過酸化水素水で溶解した。0。 lμ gの鉛をリ

ン酸一シリカゲル法で、レニウムフィラメント上に載せ、サーモクエス ト社製全自動表面電離型質

量分析計MAT262に 装着した。分析計の諸条件を整え、フィラメント温度を1200℃ に設定して鉛同

位体比を測定した。同一条件で測定した標準鉛N3S― SIM-981で規格化し、測定値とした。

4.鉛同位体比の結果と考察

1)鉛同位体比測定値

測定した鉛同位体比を表1で示した。この値を今までに得 られている資料と比較するために鉛

同位体比の図で示した。 (第 151図 )。

縦軸が208Pb/206Pbの値、横軸が207Pb/206Pbの値とした図を仮にA式図と呼ぶこととする。この図で

は鉛同位体比に関して今までに得られている結果を模式的に表し、今回の結果をこの中にプロット

した※5～ 9)。 日本の弥生時代に相当する頃の東アジア地域において、Aは中国前漢鏡が主として分

布する領域で、後の結果からすると華北産の鉛である。Bは中国後漢鏡および三国時代の銅鏡が分

布する領域で、華南産の鉛である。Cは現代の日本産の大部分の主要鉛鉱石が入る領域、Dは多鉦

細文鏡が文布する領域の中央線として示され、朝鮮半島産の鉛と推定される。また aは弥生時代の

後期銅鐸が示した特別な鉛を意味する領域である。

縦軸が207Pb/204Pbの値、横軸が206Pb/204Pbの 値とした図をB式図と呼ぶこととする。この図の中で

A′ 、 B′ 、 C′ 、D′  は中国華北、華南、日本、朝鮮半島産の鉛領域を表わす。

これらの図の中に、測定値を●で示した。

2)考察

樋端遺跡から出土した破鏡は、第151図 のA図式においてB領域に位置し華南産の鉛と考えられ

る。B式図においても同様である。これまでの研究で、B領域は後漢鏡が多く位置する領域である。

この破鏡は考古学的に見ると漢鏡 5期 にあたり、後漢鏡の破鏡と考えられているので、材料的にも

問題はないだろう。

金毘羅山遺跡から出土した破鏡は、第151図のA式図においてA領域とB領域の中間に位置した。

これ は、

① D領域とA領域の材料を混ぜ合わせたものを用いる。

② A領域とB領域の材料を混ぜ合わせたものを用いる。

と2つの可能性が考えられる。これまでの研究において、弥生時代の青銅器に用いられている鉛は、

古いものからD領域→A領域→ a領域のものが使用されている09)。 古墳時代になるとB領域のも

のがほとんどとなる。このことか、①の材料を用いていた場合は弥生時代中期前半に用いられてい

た材料、②の場合は弥生時代から古墳時代にかけて用いられていた材料を使用していると推定され

る。しかしこのどちらであるかという決め手はなく、鉛同位体比ではこれ以上わからない。
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第 2表 香川県樋端遺跡・金毘羅山遺跡から出土した破鏡の鉛同位体比

測定番号 資料名  遺跡名 206Pb/204Pb

18。 156

17.938

207Pb/204Pb

15。 649

15.559

208Pb/204Pb 207Pb/206Pb

O。 8619

0.8674

208Pb/206Pb

HS886

HS887

破鏡  樋場遺跡

破鏡 金毘羅山遺跡

38.650

38.577

2.1288

2.1506

誤差範囲 ±0.010 ±0.010 ±0.030 ±0.0003 ±0.0006
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第 4章 まとめ

第 1節。樋端遺跡の土墳墓 。土器棺墓について

1.造墓意識の違 い

樋端遺跡は北丘陵 (第 Ⅱ調査区)と南丘陵 (第Ⅲ調査区)で土墳墓と土器棺墓を多数検出している。

北丘陵では土墳墓 (台状墓、石室状墓も含む)は 7基、土器棺墓 6基検出している。土墳墓から遺

物が出土していないために明確な時期決定が行えないが、唯一副葬遺物が出土している台状墓は下川

津 10Ⅱ 式併行期と考えられ、当墳墓群中最古に位置付けられる。一方土器棺墓は棺身及び棺蓋に使

用されている土器の体部の形態等で概ね 1～ 4つの時期に分けられ、それは弥生時代後期後半から古

墳時代初頭の時期と考えられる。この時期区分において土器棺墓の変遷はSTⅡ H→ ST Ⅱ 12→STⅡ 10 0

13→ STⅡ 08 0 09と なる (第 144図 )。 その内 2期が下川津Ⅲ式併行期と考えられることから土墳墓と

土器棺墓は同時期に造営されたことが窺われる。

北丘陵で土墳墓は丘陵先端部にまず台状墓が造られ、丘陵高所へと造られていることが解 り、土器

棺墓は丘陵南斜面部から徐々に丘陵稜線上に造られていることが解る。また土墳墓と土器棺墓の関係

を見ると下川津 I・ Ⅱ式併行期では台状墓と土器棺墓は立地場所から明確に分離され、それぞれの造

営場所が分けられていたが、徐々に土墳墓と土器棺墓がともに丘陵稜線上に造られるようになり、混

在する傾向が認められる。

このように弥生時代後期後半の時期には土墳墓と土器棺墓の立地が明確に分離されていたものが、

古墳時代初頭には混在する結果となった。

南丘陵では土墳墓は35基 、土器棺墓21基検出している。土墳墓から遺物が出土していないために明

確な時期決定が行えないが、内部構造からほぼ同時期と考えられ、鉄製品等から弥生時代終末から古

墳時代初頭の所産と考えられる。一方土器棺墓は棺身及び棺蓋に使用されている土器の体部の形態等

で概ね 1～ 4つの時期に分けられ、それは弥生時代後期後半から古墳時代初頭の時期と考えられる。

この時期区分において土器棺墓の変遷はSTⅢ 47→ STⅢ 38 0 40・ 46・ 50054・ 56→STⅢ 37 0 39 0 43 0

45048049055→ STⅢ 36・ 52と なる。時期はほぼ北丘陵の時期に対応する。

これら土墳墓と土器棺墓を見ると土器棺墓STⅢ 52 0 53・ 56は土墳墓によって切られており、特に最

後の4期 とした土器棺墓STⅢ 52と したものを土墳墓STⅢ 26が切っていることから土器棺墓と土墳墓の

造営時期が明確に分離されることが解る。

南丘陵で土器棺墓を主体として弥生時代後期後半から造営され始め、土墳墓は最後の土器棺墓が造

営された直後、土墳墓を主とした墓域として成立するものと考えられる。

明らかに北丘陵とは造墓意識の違いが認められることが判明した。

2.土墳墓 。土器棺墓の主軸方位 について

土墳墓の主軸方位については北丘陵の台状墓の主体部STⅡ 03 0 04はかなり東西主軸を意識している

ように見 られるが、それ以外のものについては丘陵等高線に並行しており、地形に制約を受けた主軸

方位を取っている (第 144図 )。 一方南丘陵では丘陵に直交するものも少量認められるが、大半は丘

陵稜線に並行し、しかも密集する割には切 り合い関係がほとんど認められない。これは短期間に、し

かも規則的に造営されたことを裏付けている。
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土器棺墓の主軸方向 (口 縁部の方向)は丘陵高所側、湊川 0白鳥町側 (東方向)、 大内町側 (西方

向)と一定しておらず、各時期においても規則性は認められない結果となった。

0土器棺墓

□ 土墳墓

一 日縁部方向

0 20m \

―

    ヽ

第144図 樋端遺跡土墳墓 。土器棺墓主軸方向模式図 (1/1000)

一
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第 2節 原間地区・樋端地区の中期古墳について

原間遺跡と樋端遺跡において古墳時代中期の古墳は原間遺跡で原間 3～ 10号墳の計 8基 と樋端遺跡で

樋端 102号墳、神越 3号墳の計 3基を検出した。これらは弥生時代の集落を検出した原間遺跡を挟む

東・西側の丘陵上で検出している。東丘陵は主となる丘陵 (主丘陵)とそこから派生した支丘陵 a(樋

端 102号墳)と支丘陵b(神越 3号墳)があり、それぞれで古墳を検出している。これらの古墳の詳

細をまとめたものが第 3表である。

西丘陵で検出した古墳は原間 3・ 407～ 10号墳で、丘陵頂部・丘陵上傾斜部・丘陵斜面部とその立

地が様々である。一方東丘陵の主丘陵で検出した古墳は原間 506号墳で、これらは丘陵頂部で検出し

ている。また支丘陵 aObで検出した古墳は樋端 102号墳、神越 3号墳で、丘陵頂部や丘陵傾斜面で

検出している。

また埋葬施設も木椰・粘土椰木棺墓 0土墳墓 (箱形木棺)・ 船底状木棺・箱式石棺と様々で、出土遺

物にも規模 0時期差によりかなり様相が違うことが解っている。

以下それぞれの項目について簡単にまとめてみたい。

1.古墳築造順序 と築造場所

原間遺跡及び樋端遺跡で検出した中期古墳はH基あり、共伴遺物及び埋葬主体部の状況から前後関

係が解る。

時期決定は共伴する須恵器及び土師器の編年を基軸とし、根拠とした。

その結果を基に前後関係をまとめるとこの古墳群のなかで一番古く築造された古墳は原間 6号墳で、

田辺編年T K216型 式併行期、一番新しいものは原間409号 墳で、田辺編年T K47型 式併行期と 5

世紀前半から後半に形成された古墳群であることが解る。

したがってこの須恵器・土師器による時期決定から原間遺跡・樋端遺跡の古墳群は原間 6号墳→原

間 5号墳→原間 3号墳、樋端 102号墳、神越 3号墳→原間409号 墳→原間10号墳という築造順序

となる (第 145図 )。 これ以外の古墳については時期は不明であるが、概ねその立地からT K47型 式

併行期のものと考える。

この築造順序を基に築造場所をみると原間605号 墳は東丘陵主丘陵のそれぞれの頂部に造 られて

いることが解 り、後続する原間 3号墳、樋端 102号墳、神越 3号墳は西丘陵及び東丘陵の主丘陵か

ら北東方向に分岐した支丘陵 aOb上 に造られており、古墳の立地から主丘陵・頂部という要素で明

確に区別できる。また墳丘規模においても原間605号 墳が直径20m以上の円墳に比べて、後続する

古墳は直径15m以下の円墳であることにも明確な格差が認められる。

この築造順序は調査区内の現象面でみると第145図 に示したように原間 6号墳→原間 5号墳という

首長墓系譜がこれ以降墓域を拡大し、それぞれの丘陵に墓域を構成するということが考えられる。し

かし西丘陵に築造された古墳群が別系譜という考え方も可能で一概に判断できない。

東丘陵の主丘陵と支丘陵の関係でみると明らかにT K23型式併行期以降に墓域は拡大し、古墳群を

形成するようである。副葬品の格差でみるとおそらく主として丘陵頂部に築造されている古墳主体部

に鉄製品が副葬されていることが解 り、T K23型式併行期以降に築造された古墳の首長墓が丘陵頂

部、それ以外は下位集団の古墳であると考えられる。このことから首長墓系譜は依然丘陵頂部に築造
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第 145図 原間地区 。樋端地区中期古墳築造順序

する傾向が読みとれる。

この傾向を他地域でみるとT K208型 式併行期の長尾町川上古墳は丘陵先端部に 1基単独であり、

群集墳を形成しない。しかし寒川町大井七ツ塚古墳群 (石井古墳群)、 末則古墳群、岡の御堂古墳群

などはT K23型式併行期以降の築造で、古墳群を形成することから原間遺跡 0樋端遺跡の状況と合致

することが解る。つまり5世紀代に出現する初期群集墳はT K23型式併行期以降に造営された古墳群

で、この時期に爆発的に墓域 。造墓者を拡大し、各地において古墳群が形成されるものと考える。

2.埋葬形態 について

各古墳の埋葬形態をみると原間 6号墳の主体部が木椰という特異な構造であること以外、土墳+箱

形木棺、粘土椰木棺墓、箱式石棺と原間 5号墳以降様々で、特に時期ごとに変化するような規則性は

認められない。しかし他地域、特に長尾町川上古墳、綾南町浦山古墳群 0岡の御堂古墳をみるとその

ん
惟
偽
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ほとんどが竪穴式石椰を主体部に持っており、明確に主体部構造が竪穴式石椰に移行していることが

解る。

この点で原間遺跡・樋端遺跡で検出した古墳時代中期の古墳群は特異な様相を呈している。

3.東西主軸の形骸化

前期古墳においては埋葬主軸方位にかなり厳格に東西方位を守っていることは、先学諸氏によって

論じられていることである。

原間古墳群及び樋端古墳群で見ると埋葬主軸方位の東西指向はこの地域でみるとおそらく原間 6号

墳 (T K216型式併行期)まで残るようである。しかし後続する原間 5号墳 (T K208型式併行期)、

原間 3号墳 (T K23型式併行期)になると徐々に埋葬主軸方位の東西指向が形骸化し、樋端 2号墳、

神越 3号墳、原間 4号墳では丘陵に直交する埋葬主軸方位を持つようになる。つまりT K208型 式併

行期段階で徐々に東西指向が形骸化し始め、続くT K23型式併行期段階で完全な東西主軸という概念

は消滅し、丘陵稜線に主体部を直交させる意識が主流となる。

それは川上古墳 (T K208型式併行期段階)で埋葬主軸方位の東西指向に形骸化の傾向が認められ

ることもこの結果を裏付けている。

4.大 内町 。自鳥町内の中期古墳 について

この原間古墳群及び樋端古墳群以外に中期古墳が所在することが確認されている。

まず大内町内では大内町住屋 (前 山丘陵の西裾部、第146図 )か ら須恵器杯身 2点、杯蓋 2点、高

杯 1点、土師器直口壺 1点が出土している (第 146図 )。 この資料は昭和初期頃地元土地所有者が発

見したもので、開墾中にこの6点が纏まって出土した。おそらく古墳に副葬されていたものと考えら

れる。

190・ 191は須恵器杯蓋、192・ 193は須恵器杯身、194は須恵器高杯である。

190は 天丼部が平 らで、かな り急に屈曲する。天丼部 と体部の境に突出したシャープな稜を持ち、

日縁部は内傾 してお り、端部には僅かに段を持つ。天丼部のヘラ削 りは一単位 6～ 7 mmの 幅で、天丼

部の8.6割の範囲に施されている。ヘラ削 りの方向は順まわ り (時計回 り)である。天丼部内面には

横ナデの後不定方向の指ナデが施され、天丼部外面には自然釉がかかっている。日径13.Ocm、 器高

4.35cmを測り、かなり扁平な形態である。

191は 天丼部が平らで、緩やかに体部となる。天丼部と体部の境に突出したシャープな稜を持ち、

日縁部は内傾しており、端部には僅かに段を持つ。天丼部のヘラ削りは一単位 6～ 7 mmの幅で、天丼

部の8.5割の範囲に施されている。ヘラ削りの方向は順まわり (時計回り)である。日径13.lcm、 器

高4.6cmを測り、やや天丼部の高い形態である。器壁はかなり薄く作られている。

192は 底部が平らで、蓋受け部はやや上方に延び、シャープに仕上げられている。立ち上がりは高

く、やや内傾し、日縁端部には僅かに段を持つ。底部のヘラ削りは一単位 6～ 911mの 幅で、天丼部の

8。 4割 の範囲に施されている。ヘラ削りの方向は順まわり (時計回り)である。日径 H。 3cm、 受け部

径13.5cm、 器高4.8cmを測 り、やや扁平な形態である。器壁はかなり薄く作 られ、底部には自然釉が

かかっている。おそらく190とセットになるものと考えられる。

193は 底部が平らで、蓋受け部はやや上方に延び、シャープに仕上げ られている。立ち上がりは高
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第146図 大内町白鳥町内中期古墳位置図

①190～ 195(遺物番号)出土位置 ⑥原間8号墳

②196(遺物番号)出土位置   ⑦原間9号墳

③原間3号墳         ③原間10号墳

④原間4号墳         ⑨原間6号墳

⑤原間7号墳         ⑩原間1号墳

①原間2号墳

⑫原間2号墳

⑬原間1号墳

⑭原間3号墳

⑮原間遺跡 (古墳時代中期)

く、やや内傾し、日縁端部には僅かに段を持つ。底部のヘラ削りは一単位 6～ 10nlmの 幅で、天丼部の

8.3割の範囲に施されている。ヘラ削りの方向は順まわり (時計回り)である。日径 H。 9cm、 受け部

径13.55cm、 器高4.8cmを測 り、かなり扁平な形態である。器壁はかなり薄く作られている。おそらく

191とセットになるものと考えられる。

194は須恵器無蓋高杯で、かなり杯部の深いもので、底部と体部の境に屈曲部を持つ。体部は直線

的に外上方に延び、ほぼ中央にシャープな突帯を 2条持つ。体部から口縁部にかけて薄く作られてお

り、日縁端部は丸く仕上げる。下段の突帯下に上部を横ナデ、下部をカキロによって消されているが、

明瞭で、細かい櫛描波状文が施されている。耳状把手は一方のみで、上部が波状文帯にかかるもので、

かなり下方に貼付されている。脚部は緩やかに広がり、端部を上下に拡張する。透かしは長方形の四

方透かしで、脚部外面の透かし際を面取 りするという特徴がある。日径 16。 9cm、 杯部高6.4cm、 器高

H.6cm、 底径10.8cmを 測る。

195は 土師器直口壺で、頸部は直線的に外上方に延びる。体部はやや肩の張る形態で、底部に僅か

に平底を持つ。頸部内外面には縦方向のヘラ磨きが、体部上半には分割のヘラ磨きが、下半にはヘラ

削りの後粗いヘラ磨きが施されている。胎土は精良である。頸部径が5。 3cmと かなり狭い。

これらの須恵器・土師器は同時期と考えられ、須恵器杯身 0杯蓋の形態や無蓋高杯の耳状把手の位
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第 147図 大内町 前山丘陵 0白鳥町内出土遺物実測 図 (1/3)

置および脚部の透かしの特徴からO N46型式併行期である。

これらの資料は確実に墳墓に伴う資料とは言い難いが、所有者からの間き取 りやこれらの土器に伴

い鉄製品が出土していることから古墳の可能性が考えられる。この資料が古墳出土であれば原間・樋

端古墳群内でも原間 5号墳 (T K208型式併行期)よ り若千古く位置付けられ、原間 。樋端古墳群と

同様な古墳群が前山周辺に営まれていたことを窺わせ、今後重要な資料となる。

次に自鳥町内では表採資料であるが、須恵器壺の体部片がある。この資料は自鳥町帰来にある独立

低丘陵の斜面部で表採したもので、おそらくこの丘陵に古墳がある可能性を窺わせるものである。

196は 須恵器壺の体部片で、体部外面には 3～ 4111m幅 の細かい平行叩きが施され、内面には磨 り消

されているが、同心円状の当具痕が僅かに認められる。

時期は壺体部小片のために明確には判断できないが、おそらく5世紀後半～末 (T K23～47型式併

行期)頃のものと考えられる。

一方これらの古墳を造営した集団の居住地が平成13年度の原間遺跡の発掘調査によって検出された

(第 146図 )。

原間遺跡は現在まで平成 9010年度に四国横断自動車道建設に伴い発掘調査を実施した横断道原間

遺跡、平成 9011年度に大内白鳥インター線建設に伴い発掘調査を実施した県道原間遺跡があり、平

-178-



成13年度に実施した県道原間遺跡を含めると合計 4回 目となる。この4回の発掘調査から原間遺跡の

概要が解る。

まず横断道原間遺跡の調査によって弥生時代から近世の集落を検出し、特に弥生時代では主として

微高地上に中心小集落が展開することが解り、時期は弥生時代後期後半から終末にかけてで、継続し

て集落が営まれていることが判明した。また集落構成の最小単位である単位集落 (家族)が約60mの

範囲内で、竪穴住居 2～ 3棟、掘立柱建物 1棟、土墳墓等で構成されていることが判明した。さらに

原間遺跡弥生集落の範囲は平成 9年度に実施された県道原間遺跡でほとんど弥生時代の遺構を検出し

ていないことから概ね北限を確認し、横断道の予備調査で居住域に対する生産域 (水 田?)を推定し

た。また微高地復元段階で原間遺跡弥生集落の中心部分を推定したが、予想通り平成H013年県道原

間遺跡の発掘調査でその中心部分を確定する結果となった。この中心集落で検出した遺構の時期は弥

生時代後期後半から古墳時代初頭、古墳時代中期 。後期、古代と横断道原間遺跡で検出した遺構の時

期幅より広いということからも解る。

今回ここで報告するのは古墳時代中期の遺構についてである。古墳時代中期は原間遺跡の西丘陵・

東丘陵上に古墳が築造される時期で、今回の調査まで古墳の築造者の集落が確認されてなかったのが、

今回の調査で判明したことになる。

検出された遺構は平成13年度県道原間遺跡調査区のほぼ中央部分、微地形復元で確認した微高地の

最高所に当たる部分で、竪穴住居を 1棟検出している。ここでは竪穴住居SH07に ついて報告する。

SH07は北部を水田高低差により削平を受けているものの平面形態は隅丸長方形を呈し、規模は東西

4.78m、 南北推4.05m、 検出面からの深さ18cmを測る。北辺部分が削平を受けているために寵の有無

は確認できないが、中央部に炉の痕跡が確認されていないこと南東コーナー部で検出した土坑内から

甑が出土していることからおそらく北辺部分に竃を持っていたものと推定できる。主柱穴は4穴 と考

えられ、その内3穴を検出している。南北主軸は真北より21.5° 西偏する。

遺物は床面直上から土師器椀 0高不が出土し、土坑内から須恵器杯蓋 0土師質土器甑が出土してい

る。検出状況は堅穴住居内周囲 (壁際)に土師器椀 0高杯が出土するという状況を呈していた。

これらの遺物の内図化したのは以下の8点である (第 148図 )。

197は須恵器杯蓋で、日径12.2cm、 器高4.2cmを測る。平らな天丼部から緩やかに屈曲し、体部に到

る。天丼部と体部の境には鋭く突出した稜を持う。日縁端部は稜を持たず、四角く終わらせる。天丼

部外面には5～ 10mm程度のヘラ削りを丁寧に施し、天丼部に占める範囲も広い。このヘラ削りは中心

がずれており、丁寧さの中にも粗略化の傾向が認められる。ヘラ削りは逆時計回転である。天丼部内

面は横ナデの後不定方向の指ナデが施されている。天丼部外面には前面及び体部の一部まで濃緑色の

自然釉がかかっている。焼成は硬質である。

この須恵器杯蓋は天丼部と体部の境の鋭く突出した稜や天丼部に施されたヘラ削り単位が細かいこ

となどから、T K208～ 23型式併行期と考えられ、時期は 5世紀後～末である。

198は土師器椀で、日径H。 2cm、 器高推4.6cmを測る。内湾する体部から口縁部に到り、端部は外方

に短く屈曲する。日縁端部内面には面を持ち、体部との境には明瞭な稜を持つ。体部外面には横方向

のヘラ削りの後、横方向のヘラ磨きが施され、日縁部外面には横ナデの後体部同様ヘラ磨きが施され

ている。体部内面には横ナデの後内底面から口縁部方向に放射状のヘラ磨きがやや粗く施されている。

色調は淡い黄褐色を呈し、胎土は0.5～2.Oolm程 度の石英・長石粒を含む。
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第148図 県道原間遺跡 (H13)出土遺物実測図 (1/3)

199は土師器椀で、日径12.7cm、 器高推6.Ocmを測る。内湾する体部から口縁部に到り、やや内方に

屈曲する。底部は湾曲するが、内底面は平坦である。日縁部内外面は横ナデが施され、それ以外は指

ナデが施されている。内外面にヘラ磨き等は認められない。色調は褐茶色を呈し、胎土は0.5～ 1.Omm

程度の石英 。長石粒を含む。

200は土師器高杯で、日径15。 3cmを測る。杯部下及び脚部は欠損しているため不明である。高杯杯

部は直線的に延びる下半から内湾しながら口縁部に到り、端部は小さく外反気味に丸く終わらせる。

体部外面には指頭痕が僅かにみられ、後に指ナデが施されている。内外面に幅 2 mm程度の放射状のヘ

ラ磨きがかなり間隔をあけ、粗く施されている。色調は茶褐色を呈し、胎土は細かい石英 0長石粒を

含む。

201は土師器高杯で、日径14.4cm、 器高 (杯部)4.5cmを 測る。脚部は欠損しているため不明である

が、高杯杯部は内湾する体部から口縁部に到り、やや内湾する。日縁端部はやや内傾する面を持ち、

内側を僅かに膨らませる。体部外面には縦方向の板ナデが施され、体部内面には縦方向の指ナデの後

板ナデが施されている。内外面にヘラ磨き等は認められない。色調は明褐茶色を呈し、胎土は0。 5～

1.Onlm程度の石英 0長石粒、細かい金雲母を含む。

202は土師器高杯で、日径13.6cm、 器高 (杯部)約 4。 3cmを測る。脚部は欠損しているため不明であ
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る。高杯杯部は直線的に延びる下半から内湾気味に口縁部に到る。日縁端部は外傾し、面を持つ。杯

部内外面は指ナデが施され、内面は板ナデが施されており、ヘラ磨き等は認められない。色調は淡黄

褐茶色を呈し、胎土は0.5～2.OIIlm程度の石英・長石粒を含む。

203は土師器高杯で、日径 14。 4cm、 器高 10。 7cm(杯部5。 7cm、 脚部5。 Ocm)、 底径H.Ocmを測る。脚

部は「ハ」字状に緩やかに広がり、脚部ほぼ中央の 3方向に穿孔が認められる。高杯杯部はやや直線

気味に体部から回縁部に到り、端部はやや内湾する。日縁端部は丸く収め、内側を僅かに膨らませる。

杯部内外面は摩滅しているが、ヘラ磨き等は認められない。脚部外面には縦方向の板ナデが施され、

内面には粘土組の接合痕が顕著に認められる。色調は淡黄褐茶色を呈し、胎土は0.511m以下の細砂粒

の石英 0長石粒を含む。

204は土師質土器甑で、日縁部が両側の取っ手方向に広い楕円形状を呈しているために、最大で日

径25。 8cm、 最小で22.5cm、 器高約23.7cmを測る。体部は上方に開き、日縁端部は内傾する面を持つ。

体部中位やや上側の左右対称になる位置に上方に湾曲する取っ手が付く。底部は丸 く収められ、中心

部分に隅丸方形 (円形)状の透かしを中心に、周りに楕円形状の 5つの透かしが認められる。体部外

面にはやや斜め方向の刷毛目が施され、内面にはかなり斜め方向の刷毛目が施されている。

これらの遺物は竪穴住居SH07か ら出土しており、時期は須恵器杯蓋の特徴からT K23形式併行期、

5世紀末頃と考える。またその他の器種は土師器椀・高杯、土師質土器甑が出土している。特に高杯

は杯部が椀形のもので、かなり器高の浅いものや体部が直線的になっている。

須恵器には若干の幅を持たせたが、土師器高杯をみるとT K208形 式併行期の須恵器が出土してい

る川上古墳出土土師器高杯をみると外部は依然深く、体部は内湾を呈していることから、川上古墳出

土土師器高杯よりは後出するものと考える。したがってこの竪穴住居の時期はT K23型式併行期と考

える。

以上のように大内町 0白鳥町内から古墳時代中期の土器が確認されていることから、かなり古墳時

代中期の遺構 (古墳)が所在するものと考えられる。また原間・樋端古墳群も調査区外にも所在する

可能性があることから、香川県内でも最大規模の古墳群であることが解 り、また前山周辺にも同様な

古墳群が点在した可能性が指摘できる。特に原間・樋端古墳群と同様に古墳群形成初期段階から古墳

群が形成されていたことは注目できる。

また平成13年度の原間遺跡の調査により、造墓集団の居住域が確認されたことは、居住域と墓域の

位置的な関係を理解するのに重要なものとなる。この原間遺跡で検出した竪穴住居居住者は位置的な

関係から原間古墳群の造墓集団居住域と考えられる。

ここでは出土遺物の紹介を主として、あまり両町の古墳群の意義について論じることはできなかっ

たが、今後の検討資料としては重要な資料と考える。
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第 3節.須恵器出現前後の土師器について

香川県内において古墳時代の土師器については大久保 (大久保1997)、 蔵本 (1999)両氏によって詳

細な検討が行われている。しかし両氏とも古墳時代前期 (布留4式)までを中心としており、それ以降

の検討は行っていない。これは資料数の制約及び弥生時代後期から古墳時代前期初頭という時期に古墳

出現という政治的な画期を土器様相の面から追求しようとする着眼点によるためである。

両氏の研究以降、近年の大規模調査によりこの時期に後続する資料が増加しつつある。

そこでこれらの資料と両氏の研究成果を基に須恵器出現前後の土師器を中心に若干の考察をしたい。

その際特に型式的な変化が追える高杯を基軸に編年案を作成し、外部が椀形を呈する椀形高杯の出現時

期と系譜について検討したい。またこれ以降の土師器の様相と7世紀に盛行する土師器高杯の系譜につ

いても若干触れたい。

1.各期の様相

須恵器出現前後の土師器の編年に当たり、検討する資料は本報告書掲載の原間遺跡、樋端遺跡とこ

れ以外に県内では前田東・中村遺跡、尾崎西遺跡、
1

川上古墳、平成13年度県道原間遺跡、太田下・須

川遺跡、空港跡地遺跡 V、 財田古墳、下川津遺跡

の出土資料を使用 し、県外では主として大庭寺遺

跡出土資料を参考にしたい。

基軸となる土師器高杯は外部の形態により大き

く2つ に分類できる。

土師器高杯には外部の途中に屈曲部を持ち、杯

部底部がほぼ水平に延び、体部が口縁部に向けて

僅かに外反するもの 「土師器高杯 A」 、外部が内

湾しながら口縁部に至るもので、外部が所謂「椀形」

を呈するもの「土師器高杯 B」 がある (第 149図 )。

土師器高杯Aでは杯部の底部と体部の接合部が

段状に残るものを高杯Alと し、接合部が屈曲し、

稜を持つものを高杯A2と し、この稜の形骸化と脚

部穿孔の位置、法量を基準として前後関係を決定

した。この土師器高杯Alは大久保氏の器種分類の

「高杯 4」 に、蔵本氏の器種分類の「高杯 Cl」 に

相当し、高杯A2は大久保氏の「高杯 5」 に、蔵本

氏の「高杯 C2」 に相当し、布留式期で主体を占め

る器種である。一方土師器高杯 Bは杯部が椀形を

呈するもので、杯部外面に接合部の痕跡が明瞭な

稜として突帯状に残るものを高杯 Blと し、杯部外

面に稜を持たないもの (典型的な杯部椀形の高杯)
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第149図 高杯形土器の分類
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を高杯 B2と し、外部の形態、法量 (第 5表 )、 特に体部の内湾度と杯部の深さ (杯部の日縁端部から

内底面までの計測値)、 脚部穿孔の位置を基準として前後関係を決定した。さらに補完的な要素として

杯部内面のヘラ磨きの出現、成形の粗雑化、その他の器種を考慮した。

この基準で作成したのが第150図 の編年案で、 I期～Ⅵ期が設定できる。

I期

I期は前田東 。中村遺跡 C ttSR02出 土遺物を指標とする。この流路から出土した遺物をみると壺・直

口壺・小型丸底壺・甕・高杯が出土している。

土師器高杯は高杯Aのみで、屈曲部の形態により3種類 (高杯A10A2、 Bl)が確認できる。

高杯Aは屈曲部の杯底部が直線的にやや上方に延び、体部から口縁部にかけての部分を杯底部端の上

に乗せ、接合しているために、その接合部分が段状に残 り、屈曲部が明瞭に残る高杯 Al、 やや上方に

延びる杯底部と体部の境が屈曲し稜を残す高杯A2があり、高杯Blでは杯部椀形を呈するが、日縁部は

外反し、外面下位に突帯状の突出部 (稜)を持つ高杯 Blがある。

高杯Alは杯底部が直線的にやや上方に、体部は内湾気味に外上方に延び、日縁部を外反させ、日縁

端部は丸く終わらせる。屈曲部の段は接合痕跡が明瞭に認められ、外部底部の端部が段として残る。脚

は軸部下方がやや開き、脚部の中心からやや下で屈曲し、開く。定量出土するが、土師器高杯の主体は

占めない。法量は日径22.4cm、 杯高 (外部と脚部の境の屈曲部から口縁端部までの計測値)8.Ocm、 杯

部の深さ7.Ocmを測る。高杯A2は杯部底部と体部の境が屈曲し、稜を持つもので、体部は日縁端部まで

直線的に外上方に延びるものと外反するものがあり、日縁端部は基本的に丸く終わらせる。脚部は高杯

Alと 同様な形態で、軸部内面にヘラ削り、屈曲部から下位には刷毛目が施され、かなり丁寧に作 られ

ている。当概期の土師器高不の主体をなすものである。法量は口径16.8～ 18.6cm、 器高12.0～ 12.9cm、

底径11.7～ 12.5cm、 杯高5.0～ 6.6cm、 杯部の深さ4.4～ 5。 4cm、 脚高7.0～ 7.2cmを測る。

高杯 Blは杯部が椀形を呈し、日縁部が外反し、日縁端部を方形に終わらせる。外面下半に突帯状の

突出部を持つ。脚は軸部下方がやや開き、下位で屈曲する。軸部内面に粘土組の接合痕が認められ、や

や雑な作 りである。法量は日径16。 7～ 22.Ocmヾ 杯高6.0～ 7.2cm、 杯部の深さ5。 2～6.4cmを測る。

高杯A10A2、 Blと も脚部に穿孔は認められない。

壺は体部がやや胴長の球形を呈し、日縁部は直線的に外上方に延びる。外面には刷毛目が、内面には

指頭痕 0指ナデが施されている。直口壺は体部が球形で、日縁部は長く直線的に外上方に延びる。小型

丸底壺は体部がやや胴の張る球形を呈し、底部に僅かに平底を残すものもある。日縁部は直線的に短く

外上方に延びる。甕は大小があるが、全てやや胴長の球形を呈し、日縁部は外反気味に外上方に延び

る。日縁端部が肥厚する布留式甕は確認できない。また土師器高杯は高杯Aのみで、高杯Bは確認でき

ない。

この時期に須恵器は共伴せず、布留式新段階古相に相当する。

Ⅱ期

Ⅱ期は稜遺跡SK-40～42出土資料を指標とするもので、これらの土坑から土師器高杯しか出土してお

らず、資料数が少ない。また当概期の資料として尾崎西遺跡SR-5101が ある。

土師器高杯は杯部が椀形を呈し、外部底部と体部の境に突帯状の突出部を持つ高杯Blである。脚は軸

部下方が開き、下位で屈曲する。脚部に穿孔は認められない。法量は日径18.3cm、 杯高5。 6cm、 杯部の

深さ4.5cmを測る。
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I期の高杯 Blに比べると杯部外面の突帯状の突出部の形骸化傾向と杯高、外部の深さの縮小化が認

められる。また尾崎西遺跡で高杯Alが出土している。 I期の高杯Alよ り接合部が明瞭でなくなるが、

依然段状として残っている。体部のやや内湾気味、日縁端部は外方に屈曲する点は I期 と同じである。

法量は日径13.6cm、 杯高6.5cm、 外部の深さ6.Ocmと杯高・杯部の深さは依然深い。共伴する土師器高杯

の脚には穿孔は認められない。

この時期は布留式新段階新相に相当し、共伴する須恵器はT G232型式併行期である。

この時期の県外の参考資料としてはほぼ同時期と考えられる陶邑・大庭寺遺跡がある (第 151図 )。

土師器高杯 Blと 類似する器形が陶邑・大庭寺遺跡Ⅳ第77図 561須恵器無蓋高杯 3、 陶邑・大庭寺遺跡

V第75図 559土師器高杯がある。須恵器無蓋高杯 3(561)は杯部が椀型で、外部底部と体部の境に突帯

状の稜があり、また土師器高杯 (559)は突帯状の稜ではないが、代わりに沈線がある。両者とも脚部

に穿孔は認められない。

Ⅱ期は須恵器出現期で、陶邑 0大庭寺遺跡資料も含めて後述したい。

このように稜遺跡出土土師器高杯は県内に同様なものはないが、県外で確認でき、しかも須恵器の初

現期と考えられるT G232号窯須恵器と共伴していることは注目できる。

第151図 大庭寺遺跡 T G232号 窯出土須恵器 (1/3)

Ⅲ期

Ⅲ期は原間6号噴墓墳内埋土出土資料を指標とする。この古墳からは土師器高杯0甕が出土している。

土師器高杯は杯部が杯部下位と体部の接合部分に段状の屈曲部が明瞭に残る高杯Alと 屈曲し稜を残

す高杯A2がある。また高杯B2が新たに加わり、高杯Blは確認できない。
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高杯Alは杯底部がほぼ直線的にやや上方に延び、体部は外反気味に外上方に延び、日縁部を外反さ

せ、日縁端部は丸く終わらせる。屈曲部の段は 10Ⅱ 期に比べるとかなり形骸化している。脚部は軸部

の下方がやや開き、脚部の中心からやや下で屈曲し、開く。脚部内外面は丁寧に作られており、粘土紐

の接合痕跡は確認できない。脚屈曲部のやや上側に 3箇所の穿孔が認められる。法量は日径20.7cm、 器

高13.3cm、 底径H.6～ 14.6cm、 杯高6.4cm、 外部の深さ5.2cm、 脚高6.9cmを測る。高杯A2は杯部下位と

体部の境が屈曲し、稜を持つもので、体部は日縁端部まで直線的に延び、日縁部は丸く終わらせる。脚

部は高杯Alと 同様な形態である。法量は日径16.Ocm、 底径H.2cm、 杯高5.5cm、 外部の深さ4.3cmを 測

る。

土師器高杯 B2は杯部が椀形を呈するもので、日縁部をそのまま終わらせるものとやや外反させるも

のがある。脚屈曲部からやや上側に 3箇所の穿孔が認められる。法量は日径14.8～ 16.6cm、 器高12.3

cm、 底径 10。 7～ H。 4cm、 杯高5。 7～ 6.3cm、 外部の深さ4.6～ 5.Ocm、 脚高7.Ocmを測る。

この時期にはT K216型式併行期の須恵器が共伴する。

屈曲部が突帯状の突出部を持つ高杯 Blが Ⅱ期で消滅し、代わって高杯 B2が出現する。

形態的に高杯Alは 10Ⅱ 期と比較すると杯部の段状の屈曲部が明瞭ではなくなり、日縁部の外反度

も少なくなる。このⅢ期から脚部に穿孔が施され、法量では杯高・杯部の深さの縮小化が認められる。

高杯A2は杯部体部の外反するものがなくなり、直線的なもののみとなる。法量は杯高はほぼ同じであ

るが、日径・底径の縮小化が認められる。また高杯 B2では高杯A2と 同じであるが、杯部が若干深い傾

向がある。

量的には高杯Alは依然主体を占めるものではなく、当概期では高杯A2と 高杯 B2がほぼ同等量確認

できるが、高杯A2は徐々に少なくなる。

Ⅳ期

Ⅳ期は川上古墳出土資料を指標とする (第 152図 )。 この古墳からは土師器壺 0甕 0高杯 0椀が出土

している。

土師器高杯は外部が杯部下位と体部の接合部分に段状の屈曲部が明瞭に残る高杯Alと 杯部が椀形を

呈する高杯 B2で、高杯A2は確認できない。

土師器高杯は杯部が杯部底部と体部の接合部分に段状の屈曲部が明瞭に残る高杯Alの みで、高杯A2

はない。当概期の高杯Alは杯部下位がほぼ直線的にやや上方に延び、体部は外反気味に外上方に延び

る。屈曲部の段はⅢ期に比べるとかなり形骸化 し、シャープな稜となる。脚部は軸部は下方がやや開

き、脚部高の中心からやや下で屈曲し、開く。脚部内面に粘土紐の接合痕が認められ、Ⅲ期に比べると

粗雑化の傾向がある。法量は破片のため計測不能である。

土師器高杯 B2は杯部が椀形を呈するもので日縁部をそのまま終わらせる。脚屈曲部に穿孔は認めら

れない。脚部内面に粘土紐の接合痕が認められ、高杯Alと 同様に粗雑化の傾向がある。法量は日径

13.2cm、 器高11.lcm、 底径9.5cm、 杯高5.6cm、 杯部の深さ4.3cm、 脚高5.5cmを測る。

土師器壺は I期で小型としたもので、体部は胴の張る球形を呈し、日縁部は直線的に外上方に延び

る。また壺には脚のつくものもあり、体部は胴の張る球形で、日縁部は内湾し、端部で外反する。甕は

布留式甕で、内湾する日縁部から端部は内方に小さく摘み出す。頸部内面の屈曲は丸 く、明瞭な稜を持

たない。全体にやや厚い作りである。

この時期にはT K208型式併行期の須恵器が共伴する。
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第 152図 川上古墳出土遺物実測 図 (1/3)

Ⅲ期と同様に土師器高杯には高不Alと高杯 B2があり、高杯A2は確認できない。高杯Alの外部外面

の段も形骸化し、シャープな稜となっている。

形態的にⅢ期と比較すると高杯Alは杯部外面の段が形骸化し、シャープな稜となる。脚部の穿孔は

認められないが、例外的なものと思われる。法量は不明であるが、縮小化があるものと思われる。高杯

B2は Ⅲ期に比べると全ての面において小型化の傾向が認められ、また脚部内面に粘土組の接合痕が認

められることや胎土が粗雑化する傾向が認められる。

V期

V期は樋端 2号墳周溝出土資料を指標とする。樋端 2号墳からは土師器壺 0高杯 0椀が出土している。

土師器壺は小型のもので、体部は胴の張る球形を呈し、日縁部は直線的に外上方に延びる。土師器高

杯は杯部外面に稜のある高杯Aがなくなり、主としては高杯 B2のみとなる。また当概期の資料として
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太田下・須川遺跡がある。

土師器高杯 B2は杯部が椀形を呈するもので、日縁部をそのまま終わらせる。この時期の高杯 B2をみ

ると杯部が内湾するものの杯部底部と体部の屈曲がかなり強くなるために不高の浅いものが出現する。

脚部の穿孔は屈曲部の直上に 3箇所の穿孔が認められ、脚部内面にヘラ削りを施すなど若干丁寧に作ら

れている。法量は日径14.4～ 15.Ocm、 器高H。 1～ H。 9cm、 底径9。 7～ 10.Ocm、 杯高5。 7～ 6.Ocm、 外部の

深さ3。 7～ 4。 3cm、 脚高5。 4～ 5。 9cmを 測る。

この時期に共伴する須恵器は不明である。

この時期には土師器高杯Alが消滅し、高杯Bのみとなる。形態的にⅣ期と比較すると高杯 B2は依然

外部が椀形を呈するものもあるが、Ⅳ期に比べると杯部の底部から口縁部にかけての屈曲が強くなるも

のが出現し、杯高が低くなる傾向を示している。脚部の穿孔は依然屈曲部から上にあるがⅢ期に比べる

と屈曲部に近づく傾向が認められる。また杯部内面にヘラ磨きが施されるようになる。脚部内面のヘラ

削りがこの時期に再び認められるが、傾向としては粗雑化傾向であることには違いない。

県内で当概期の資料として太田下・須川遺跡竪穴住居出土資料 (第 153図 )がある。太田下・須川遺

i                    948

第153図 太田下・須川遺跡 S H02出土遺物 (1/3)
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跡では竪穴住居SH02～06がほぼ同時期と考えられ、この資料をみると土師器高杯の中に口径24.Ocmを測

るものがある。形態的には土師器高杯A2に分類されるが、高杯A2が確認できる I期～Ⅲ期にこれほど

口径の大きいもの (第 153図956)が存在せず、系譜的にも追えないことからここでは土師器高杯 Cとす

る。また外部の屈曲部に形骸化した段状の痕跡がある土師器高杯Alが僅かに認められる。Ⅳ期では確

認できなかったが、高杯Alが僅かながらV期 まで残ることが確認できた。

これ以外の土師器高杯をみると杯部の形態に依然椀形を呈し、杯高のやや深いものと体部の屈曲が強

く、器高の低いものがある。また脚部の穿孔も屈曲部直上に認められること及び法量から樋端 2号噴出

土資料に代表されるV期相当するものと思われる。

この竪穴住居からは土師器の他にT K23型式併行期の須恵器が共伴する。

Ⅵ期

Ⅵ期は平成13年度県道原間遺跡竪穴住居出土資料を指標とする。県道原間遺跡の竪穴住居からは土師

器高杯・椀・甑が出土している。また当概期の資料として空港跡地遺跡SHao8が ある。

土師器高杯は杯部が椀形を呈する高杯 B2のみで、日縁部をそのまま終わらせるものである。

この時期の高杯 B2は V期で出現した杯部が内湾するものの杯部底部と体部の屈曲がかなり強くなる

ものが目立つ。また杯部が内湾するものの直線的に延びるようなものも出現する。また脚部に明瞭な屈

曲部がなくなり、脚部の穿孔は僅かな屈曲部の直下に認められる。脚部内面に粘土紐の接合痕が認めら

れる。法量は日径13.6～ 15.3cm、 器高10。 7cm、 底径H.Ocm、 杯高4.5～ 4。 6cmの ものと6.3cmの もの、杯

部の深さ3.4～4.Ocm、 脚高4.4cmを測る。

この時期にはT K23型式併行期の須恵器が共伴する。

この時期には土師器高杯はV期同様主としては高杯Bのみである。

形態的にV期と比較すると高杯B2は外部の屈曲が強くなるものとやや直線的になるものが認められ、

前者は杯高が低くなる傾向を示し、後者は杯高が深くなる傾向を示すが、杯部の深さは低 くなってい

る。このことから出現期の椀形を呈するものは認められなくなり、椀形の形骸期に位置付けられる。脚

部の屈曲も不明瞭になり、穿孔も屈曲部直下になる。

また空港跡地遺跡では竪穴住居SHao8が 同時期と考えられ、この資料をみると土師器高杯に杯部が屈

曲する高杯A20Cがあり、高杯A2は杯部の屈曲がかなり形骸化し、緩やかに屈曲する。法量は日径14.0

cm、 器高H。 2cm、 底径9。 5cm、 杯高4.6cm、 杯部の深さ3.6cm、 脚高6.6cmを測る。杯部の屈曲と法量、特

に外部の深さが縮小している。Ⅳ・V期では確認できなかったが当概期まで高杯A2及び高杯 Cが残るよ

うで、量的には少ない。

以上土師器高杯を中心に各期の特徴をまとめた。

共伴する須恵器の前後関係も田辺編年と矛盾はなく、土師器壺 0甕・椀においても矛盾しない結果と

なった。

2.土 師器高杯の様相 (第 4表 )

前述した各期の様相から土師器高杯の消長が判明した。

土師器高杯Alは I期から存在し、V期 まで確認できる。出土量は I期では高杯A2と共に主流を占め

るが、高杯 B2の出現により、その量は減じ、V期に消滅する。各期を通して土師器高杯の主体は占め

ていない。高杯A2は I期から存在し、Ⅵ期まで確認できる。出土量は I期で高杯Alと共に主流を占
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め、Ⅳ期遺構出土量を減じ、Ⅵ期に消滅

する。高杯 B2が出現するまで主体を占

めている。高杯 Blは I・ Ⅱ期に確認で

きるだけで、出土量も少ない。高杯B2は

現在のところⅢ期から出現し、徐々に多

くなり、V期には主体を占める。Ⅵ期以

後この土師器高杯B2しか存在しなくなる。

このことにより杯部が椀形を呈する高

杯の出現時期は現在のところ I期からと

なるが、須恵器出現期以降主流となる高

杯 B2はⅢ期から出現する。

3.土 師器高杯の形態 。法量変化

第158図で提示した編年案で、その基

軸とした土師器高杯の形態的変化、法量

をまとめたい。

土師器高杯の形態的な変化の特徴とし

て高杯Alは杯部外面の段状の突出部の

形骸化、高杯A2は杯部屈曲の形骸化、

第 4表 土師器高杯消長表

高杯 Blは突帯状の稜の形骸化、高杯 B2は椀形杯部の矮小化があげられる。またⅢ期から高杯AOBに
ついては脚部に穿孔が施され、その穿孔位置が脚部屈曲部より上部であったものが徐々に下降する傾向

が指摘でき、さらに土師器高杯の変化を確実なものとした。

このように土師器高杯の形態変化は屈曲部の形骸化が主として認められるが、特に外部が椀形を呈す

る高杯 B2は杯部が深い椀形のものから杯部下半が水平に延び、日縁部に向けて強く屈曲する形態にな

るために徐々に杯部の深さを減じることが判明した。

一方第 5表で土師器高杯の法量変化を見ると第 I期では回径が 16。 7cmを 越えるもので、中には20。 Ocm

を越すものもある。Ⅱ期以降は口径 0器高・杯部の深さを中心として全てにおいて法量の縮小化傾向が

認められ、小型化してくる。

以上の結果土師器高杯には全ての形態において形態的の変化と法量の変化が認められ、土師器高杯の

編年基準となることが明確となった。

4.土 師器高杯 Bの系譜

次に椀形高杯の系譜であるがここで重要になってくるのが、 I・ Ⅱ期で出現する土師器高杯 Blの資

料である。この時期の指標とした遺跡は県内では三木町前田東・中村遺跡、長尾町稜遺跡、参考資料と

して県外の大阪府陶邑・大庭寺遺跡出土資料 (第 151図 )を提示した。

I期の資料は前田東・中村遺跡 C ttSR02出 土遺物 (第 216図 817)があり、Ⅱ期の資料は稜遺跡SK-40

～42出土遺物 (第 36図 81)がある。

これらは全体的に椀形に近い形態を呈するが体部から口縁部にかけて内湾し、日縁部が外反する形態

土師器高杯
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第 5表 各期高杯形土器法量

土師器高杯A 土師器高杯B 共伴須恵器

Al A2 Bl B2

I期

コ径 (cnl) コ径 (cm) 6.8～ 18.6 口径 に耐 6.7～ 22.0

器高 (cnl) 器高 lcm) 2.0～ 12.9 器高 (cm)

甍径 (cm) 氏径 にm) 1.7～ 12.5 底径 にml

不高 (cm) 0 不高 lcm) 0～ 6.6 不高 (cm) ).0～ 7.2

不部深 にm) 0 不部深にnll 4～ 5.4 添部深にml 2～ 6.4

即高 にm) 脚高 (cm) .0～ 7.2 脚高 (cm)

Ⅱ期

口径 にml

TG232

器高にm)

底径 にm)

不高 lcm)

不部深 にml 5

脚高 (cm)

Ⅲ期

コ径 (cm) 口径 に耐 口径 に耐 4.8～ 16.6

TK216

器高 lcm) 器高 (cm) 器高 (cm)

氏径 に0 1.6～ 14.6 氏径 にJ 底径 にml 0,7～ H.4

不高 (cm) 不高 (cm) 不高 lcm) 7～ 6.3

不部深にm) 2 不部深にm) 不部深 lcm) .6～ 5.0

脚高 (cm) 9 却高にm) 脚高 (cm)

Ⅳ期

口径にlnl

TK208

器高 (cm) 11 1

底径 にm)

い高 lcm)

杯部深にllll

脚高 (cm) 5

V期

「

―
Ｉ
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ヨ

一
／

不
―
―
―
―
器
高
　
　
―
―
―
―
―
立

蛙

一

杯
高
　
　
　
　
脚
高

口径 lcm) 14.4～ 15.0

器高 (cm) H.1～ H.9

底径 に耐 7～ 10.0

い高 (cm) 7～ 6.0

不部深にm) 7～ 4.3

即高 lcm) 4～ 59

Ⅵ 期

コ径 (cm) 3.6～ 15.3

TK23

器高 (cm)

氏径 lcm)

不高 (cm) 5～ 4.6,6.〔

不部深 にnll 4～ 4 0

即高 にm)

大田下・須川遺跡 SH02

Ⅵ期

コ径 (cm) 2.0～ 14 7

TK23

器高 (cm) 06～ 108

底径 にml ).5～ 10.8

不高 (cm) .9～ 5.5

胚部深 にml ).8ヘン4.3

関〕高 (cm) 1～ 5。 9

大田下・須川遺跡 SH04

Ⅵ期

コ径 (cm) 137～ 14.4

TK23

器高 (cm) 1～ 10.6

氏径 に耐 3～ 5.4

不高 (cm) 2～ 3.9

不部深にml

印高 (cm)
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で、杯部外面に突帯状の稜を持つ高杯 Blである。この土師器高杯 Blは外面に突帯状の稜を持つことか

ら形態的には土師器高杯Aに類似するが、杯部が椀形を呈することから別系譜と考えられ、どちらかと

いうと土師器高杯 Blは土師器高杯Aと高杯 B2の折衷形態の感が強い。

この土師器高杯 Blと 同形態のものは大阪府陶邑・大庭寺遺跡出土の資料があり、この資料が重要な

ポイントになってくる。

陶邑・大庭寺遺跡出土土師器高杯は杯部が椀形を呈し、杯部下位部分に沈線を持つもので、突帯状の

稜と沈線と屈曲部分の形状が異なるが、外部が椀形を呈することは同じである。

また同遺構からT G232型式の須恵器高杯が出土している。T G232型式の須恵器高杯は杯部が椀形を

呈するもの (陶 邑・大庭寺遺跡V 第60図 4560457)、 突帯状の稜を持つもの (陶 邑 。大庭寺遺跡V

第60図 459)、 沈線を持つもの (陶邑・大庭寺遺跡Ⅳ 第77図 559・ 560)が あり、日縁部が外反するも

のもあるがこれらは全て内定面が深い椀形を呈する。このように陶邑 。大庭寺遺跡では土師器高杯と須

恵器高杯に同形態のものが存在することが解る。

陶邑・大庭寺遺跡の報告ではこれらの須恵器無蓋高杯AOG類 は陶質土器に類似例が認められないこ

と、また土師器高杯に同形態のものが出土していることから土師器の模倣としている。つまりT G232

型式段階の須恵器高杯は土師器の模倣であるとしている。しかし果たして無蓋高杯AOG類 は陶質土器

のなかに類例が求められないのであろうか。大庭寺遺跡の報告の中に提示した陶質土器 (第 194図 )を

みると馬山縣洞36号墓出土の陶質土器の形態は杯部が椀形を呈し、体部外面に突帯状の稜線を持つもの

が存在することから、陶質土器の模倣も一概に比定できないと考える。

陶邑 0大庭寺遺跡では土師器の模倣としたが、県内では I期以前に遡る資料中にこの 3つ の形態、土

師器高杯B10B2が確認できないことから、県内においては何らかの影響下で成立した器種であること

は疑いないものである。

土師器高杯Bl・ B2が直ちに出現期の無蓋高杯 (T G232号窯)の影響を受けて成立したとは言い難

いが、なかでも特にⅢ期から出現する土師器高杯 B2についてはこの杯部の形態と I・ Ⅱ期段階の土師

器高不脚部に穿孔がなく、高杯 B2成立時に穿孔が施されるようになることからT G232号窯出土の無蓋

高杯の影響を受けている可能性が高い。

またⅡ期段階の土師器高杯 Blも T G232号窯出土の無蓋高杯の影響下で成立した可能性があり、大庭

寺遺跡の報告で、T G232号窯が最古の須恵器窯ではない可能性を指摘していることから、 I期段階で

成立する高杯 Blも T G232号窯より遡る須恵器窯製品の影響の可能性がある。

以上の状況から土師器高杯 Blは I期から、高杯 B2はⅢ期から出現しており、これら土師器高杯 Bは

須恵器 (T G232号窯及びそれ以前の須恵器窯)の影響を受けて成立したと考えたい。

しかし県内には三谷二郎池西岸窯と最古の窯跡が構築されていることから県内で生産された須恵器の

模倣である可能性も考えられる。

5。 7世紀 (T K217型式併行期)に盛行す る土師器高杯 までの系譜

Ⅵ期以降県内ではほとんど土師器高杯は出土していない。Ⅵ期以降は古墳に須恵器が多量に副葬され

る時期で、土師器はほとんど出土していない。

その数少ない資料として原間 2号墳出土土師器高杯 (原間遺跡Ⅱ 第95図 241)・ 財田古墳群SK01出

土土師器高杯 (財 田古墳 第34図 18019)を取 り上げる。両者ともT K209型式併行期の土師器高杯と
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考えられ、杯部が椀形を呈する高杯 Bに分類できる。Ⅵ期段階の高杯Bがかなり法量が縮小、イヽ型化し

た形態からかなりの期間は空くもののⅥ期土師器高杯の口径 13。 7～ 15.6cmに 比べると口径18.4～ 19。 6

cm、 杯高5。 3～6.2cmと 大型化していることから土師器高杯 Bが 6世紀段階にかなり形態変化をしたこと

が窺われる。また脚部穿孔は認められず、外部内面のヘラ磨きも施されていない。しかし形態的には高

杯Bの系譜で考えられ、量的には須恵器に凌駕されるが、須恵器出現期から古墳時代を通じて土師器高

杯のなかでは高杯Bが主体を占めていることは疑いのないことである。

一方T K217型 式併行期の土師器高杯 (下川津遺跡第 2分冊 第59図 8)をみると杯部が浅い椀形を

呈するもので、高杯Bに分類できるが、杯部下半部の接合痕跡の形状及び杯部内面の放射状ヘラ磨き・

内底面の連結輪状のヘラ磨きはT K209型式併行期では認められず、新たに出現した器種であることが

解る。また法量は日径16.2cm、 器高H.8cm、 底径H。 4cm、 杯高4.2cm、 脚高7.4cmを測 り、Ⅵ期の上師器

高杯とほぼ同じ法量を持つが、脚の形態がかなり細く、高いという点で異なる。したがって須恵器出現

期に成立した土師器高杯 Bと 7世紀 (T K217型式併行期)に多量に認められる土師器高杯とは系譜が

異なるものと考えられる。つまり土師器高杯Bは現状でⅢ期 (おそらくⅡ期)に 出現し、T K209型 式

併行期まで存続し、高杯Bの系譜は消滅するものと考えられ、T K217型 式併行期段階の土師器高杯は

畿内の影響下に成立したものと考える。
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図



図版 1

① 樋端 1 ・ 2号墳調査前風景 (西よ り)

② 樋端 1・ 2号墳調査前風景 (北西より)



図版 2

① 樋端 1・ 2号墳完掘状況 (西 より)

② 樋端 1・ 2号墳完掘状況 (北西より)



樋端 1・ 2号墳完掘状況 (真上より)



図版 4

① 樋端2号墳D― D'土層断面 (北 より)

② 樋端 2号墳C― C'土層断面 (北東より)



図版 5

■

　

　

亀

11樋端 2号墳 完掘状 況 (北 よ り)

扮 蜃
12)樋端2号墳主体部土層断面 (東 より)



図版 6

① 樋端2号墳主体部完掘状況 (東 より)

② 樋端2号墳主体部遺物出土状況 (北 より)



図版 7

① 樋端 2号墳主体部遺物出土状況拡大 (北 より)

ヽ

. _I● |‐ギi、

lVI.、

て .ヽ 写

ヤ
（・．　
・

ヽ
・
■１

一●



図版 8

拷
一
① 樋端 2号墳南側周溝遺物出土状況 (北 より)

② 樋端2号墳南側周溝鋤・鍬先出土状況 (南 より)
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図版 10
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① 樋端2号墳E'― E土層断面 (北 より)

② 樋端 1・ 2号墳、原間5・ 6号墳遠景 (東 より)



図版 ll
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(1)第 ‖調 査 区 8-B¬ し側 土 層 断面 (北 西 よ り )



図版 12

① 第‖調査区B― B'中央土層断面 (北西より)
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② 第‖調査区B― B'南西側土層断面 (北西より)



図版 13

第 ‖調査区完掘状況 (真上より)


